
JP 6509563 B2 2019.5.8

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液剤を分配して排出するための装置であって、
　前記液剤を貯留するタンクと、
　前記タンクから前記液剤を吸引するポンプと、
　前記ポンプによって吸引された前記液剤を搬送するために前記ポンプに接続された管路
と、
　前記管路によって搬送された前記液剤を分配して排出するために前記管路に接続された
分配部と、
　前記管路によって搬送された前記液剤を受け入れ、受け入れた前記液剤内に含有された
空気を捕捉する機構と、を含み、
　前記機構は、前記分配部に供給された液剤を受け入れ、受け入れた液剤を前記タンクに
搬送するために、前記分配部と前記タンクとの間に接続された追加の管路を含み、
　前記分配部は、
　ほぼ水平方向に延びる中空部材と、
　前記中空部材に接続され下向きに延び、前記中空部材によって搬送された前記液剤を排
出する２本以上の管路であって、各々が隣接する管路から距離をおいて配置された２本以
上の管路と、
　各管路に開閉自在に設けられたコックであって、前記ポンプが作動しているときに閉じ
ることによって、前記管路から前記液剤を排出させず、前記中空部材に含まれた空気が前
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記追加の管路を介して前記タンクに戻ることを促進する、ように構成されたコックと、
を含み、
　前記機構の追加の管路は、前記分配部の前記中空部材に接続されており、
　前記追加の管路は、そのすべての部分が前記分配部より上方に配置され、ポンプを含ま
ないものであって、前記タンクと前記中空部材とに常に連通していることによって、前記
中空部材から前記タンクへの前記液剤の搬送を阻害しない、ことを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記機構の前記追加の管路は、前記中空部材の両端に接続されている、請求項１に記載
の装置。
【請求項３】
　前記機構の前記追加の管路は、前記中空部材の上面に接続されている、請求項２に記載
の装置。
【請求項４】
　液剤を分配して排出するための装置であって、
　前記液剤を貯留するタンクと、
　前記タンクから前記液剤を吸引するポンプと、
　前記ポンプによって吸引された前記液剤を搬送するために前記ポンプに接続された管路
と、
　前記管路によって搬送された前記液剤を分配して排出するために前記管路に接続された
分配部と、
　前記管路によって搬送された前記液剤を受け入れ、受け入れた前記液剤内に含有された
空気を捕捉する機構と、を含み、
　前記機構は、ほぼ鉛直方向に延び前記管路内に組み込まれたチャンバを含み、
　前記管路は、
　前記ポンプによって吸引された前記液剤を搬送する第一管路であって、一端が前記ポン
プに接続され、他端が前記チャンバに接続されている第一管路と、
　前記チャンバによって貯留された前記液剤を搬送する第二管路であって、一端が前記チ
ャンバに接続され、他端が前記分配部に接続されている第二管路と、を含み、
　前記第一管路の前記他端は前記第二管路の前記一端より高い位置に配置され、
　前記チャンバから前記液剤を排出するために前記第二管路の前記一端より低い位置で前
記チャンバに接続された排液管路をさらに含み、
　前記分配部と前記タンクとを接続して前記液剤を前記タンクに返送するための管路を具
備しない、ことを特徴とする装置。
【請求項５】
　前記チャンバから空気を排出するために前記第一管路の前記他端より高い位置で前記チ
ャンバに接続された排気管路をさらに含む、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記分配部は、
　ほぼ水平方向に延びる中空部材と、
　前記中空部材と連通して下向きに延び前記中空部材によって搬送された前記液剤を排出
する２本以上の管路であって、各々が隣接する管路から距離をおいて配置された２本以上
の管路と、を含み、
　前記第二管路の前記他端は前記中空部材に接続されている、請求項４に記載の装置。
【請求項７】
　前記２本以上の管路の各管路は、該管路の内部を通る前記液剤に抵抗を付加する弁を含
む、請求項１から請求項３及び請求項６のいずれかに記載の装置。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれかに記載の装置を具備する田植機搭載型液剤散布装置で
あって、前記装置の前記分配部は、前記田植機の田植え作業と同調して液剤を排出する装
置。
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【請求項９】
　前記弁が、
　管状を有するように構成され、一端においてスロットを含む上面を有し、他端において
開口部を有する第一弁部材と、
　前記第一弁部材を受け入れ、該第一弁部材の前記開口部に対向する入口および前記第一
弁部材の前記上面に対向する出口を有するケースと、を含む、請求項７に記載の装置。
【請求項１０】
　前記弁が、
　管状を有するように構成され、一端においてスロットを含む上面を有し、他端において
開口部を有する第二弁部材であって、前記ケースの内部において前記第一弁部材と係合す
る第二弁部材をさらに含み、
　前記第二弁部材の前記上面は前記第一弁部材の前記上面から距離をおいて配置されてい
る、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第一弁部材および前記第二弁部材の各々が、
　第一内径および該第一内径より大きい第一外径を有する前記上面を備える第一中空部材
と、
　前記第一中空部材に接続され、前記第一内径および前記第一外径の両方よりも大きい第
二内径を有し、前記第一外径より大きい第二外径を有する第二中空部材と、を含み、
　前記第一弁部材および前記第二弁部材は、前記第二弁部材の前記第一中空部材が前記第
一弁部材の前記第二中空部材の内部において受け入れられ支持されるように、相互に係合
するように構成されている、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記第一弁部材および前記第二弁部材の各々は、前記第二中空部材に接続された第三中
空部材であって、前記第二内径および前記第二外径の両方よりも大きい第三内径を有し、
前記第二外径より大きい第三外径を有する第三中空部材をさらに含み、
　前記第一弁部材および前記第二弁部材は、前記第二弁部材の前記第二中空部材が前記第
一弁部材の前記第三中空部材の内部において受け入れられ支持されるように、相互に係合
するように構成される、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　請求項１から請求項７のいずれかに記載の液剤を分配して排出するための装置または請
求項８に記載の田植機搭載型液剤散布装置を用いる害虫、真菌および／または雑草を防除
するための田植え同時液剤散布方法であって、
　前記液剤を、前記分配部を介して、苗が植え付けられる複数の畝間のいくつかに散布す
る液剤散布方法。
【請求項１４】
　前記複数の畝間のうち、半数以上の畝間に散布する請求項１３に記載の液剤散布方法。
【請求項１５】
　前記液剤を、前記複数の畝間のすべてに散布する、請求項１４に記載の液剤散布方法。
【請求項１６】
　前記液剤の水溶性が、１００ｍｇ／Ｌより低い、請求項１３から請求項１５のいずれか
に記載の液剤散布方法。
【請求項１７】
　前記液剤は、除草剤、植物生長調節剤、殺真菌剤、殺虫剤、殺ダニ剤、殺線虫剤、微生
物、軟体動物駆除剤、肥料、毒性緩和剤および植物強壮性化合物ならびにそれらの組み合
わせから選択された少なくとも１種を含む、請求項１３から請求項１６のいずれかに記載
の液剤散布方法。
【請求項１８】
　前記液剤が、除草剤からなる群から選択された少なくとも１種を含む請求項１３から請
求項１７のいずれかに記載の液剤散布方法。
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【請求項１９】
　前記除草剤が水田用除草剤である請求項１８に記載の液剤散布方法。
【請求項２０】
　前記液剤が、ピリミスルファン、テフリルトリオン、ケトスピラドックス、メソトリオ
ン、ベンゾビシクロン、スルコトリオン、テンボトリオンブロモチド、トリアファモン、
プロピリスルフロン、ベンゾスルフロン－メチル、ピラゾスルフロン、イマゾスルフロン
、ペノキスラム、ピラクロニル、ペントキサゾン、オキサジアゾン、オキサジアルギル、
ブタクロール、プレチラクロール、フェントラザミド、メフェナセット、オキサジクロメ
フォン、イプフェンカルバゾンおよびフェノキサスルホンからなる群から選択された少な
くとも１種の化合物を含む請求項１３から請求項１９のいずれかに記載の液剤散布方法。
【請求項２１】
　前記液剤は、除草剤、殺真菌剤、殺虫剤、軟体動物駆除剤および肥料からなる群から選
択される少なくとも２種の化合物の組み合わせを含む、請求項１３から請求項２０のいず
れかに記載の液剤散布方法。
【請求項２２】
　前記除草剤が、オキサジアルギル、トリアファモン、テフリルトリオン、フェントラザ
ミド、メフェナセト、ベンスルフロン－メチルおよびプレチラクロールからなる群から選
択され、前記殺真菌剤は、イソチアニルであり、前記殺虫剤は、イミダクロプリドであり
、前記軟体動物駆除剤は、ニクロサミドであり、および、前記肥料は、亜鉛である、請求
項２１に記載の液剤散布方法。
【請求項２３】
　前記液剤が、オキサジアルギルおよびトリアファモン、ならびに、トリアファモンおよ
びテフリルトリオンからなる群、トリアファモン、テフリルトリオンおよびオキサジアル
ギル、ならびに、トリアファモン、オキサジアルギルおよびベンスルフロン－メチルから
なる３種の組み合わせの群より選択される少なくとも２種の異なる除草剤の組み合わせを
含む、請求項２１に記載の液剤散布方法。
【請求項２４】
　前記液剤が、トリアファモンおよびテフリルトリオンおよびイソチアニルの組み合わせ
を含む、請求項２１に記載の液剤散布方法。
【請求項２５】
　前記液剤が、トリアファモン、テフリルトリオン、イソチアニル、イミダクロプリドお
よびニクロサミドの組み合わせを含む、請求項２１に記載の液剤散布方法。
【請求項２６】
　稲の生長が、未処理稲と比較して１０％を超えて増加する、請求項１３から請求項２５
のいずれかに記載の液剤散布方法。
【請求項２７】
　稲の生長が、未処理稲と比較して３０％を超えて増加する、請求項２６に記載の液剤散
布方法。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の相互参照）
　本出願は、２０１２年３月１２日に出願された「ＲＩＣＥ　ＴＲＡＮＳＰＬＡＮＴＥＲ
－ＭＯＵＮＴＥＤ　ＬＩＱＵＩＤ　ＲＥＡＧＥＮＴ　ＡＰＰＬＩＣＡＴＩＯＮ　ＤＥＶＩ
ＣＥ」と題する中国特許出願第ＣＮ２０１２１００６４１１７．７号に基づいて前記特許
出願からの優先権の利益を主張するものであり、前記出願のすべての内容を本願明細書の
内容に組み込むものとする。
　本発明は、一般に液剤を分配して排出するための装置に関する。より具体的には、本発
明は、田植機搭載型液剤散布装置、およびそれを用いる田植え同時液剤散布方法に関する
。
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【背景技術】
【０００２】
除草などを目的として田植え作業と同時に薬剤を散布する作業、いわゆる防除は、田植え
と同時に農薬の施用を行うことで省力化をめざしている。田植機搭載型の薬剤散布装置は
、田植機による苗の植え付けと同時に粒剤や液剤、例えば、懸濁剤（フロアブル剤、乳剤
）、水溶剤等を散布する機械である。　
【０００３】
田植機搭載型の薬剤散布装置には、散布すべき薬剤の性状にあわせて粒剤用、液剤用など
があり、従前には田植えとは別作業であった除草剤散布を田植えと同時に行い、定量散布
と微少計量とが可能となっている。特開平１１―３０８９５９号および特開２００８－０
４８６５９号に開示されているように、田植機搭載型の粒剤散布装置は、田植え速度に同
調して作動する調量装置によって粒剤を調量し、調量した粒剤を高速回転する円盤上に落
下させ、円盤に形成された打板で粒剤をはじき飛ばすことで粒剤の均一散布を行うことが
可能であり、それらの出願のすべての内容が参照により本願明細書の内容に組み込まれる
。また、「農薬散布の共通技術　土壌施用」、「農薬散布技術」、（１９９８年）、「農
薬散布技術」編集委員会編、（社）日本植物防疫協会発行、１２２頁に開示されているよ
うに、田植え同時液剤散布装置は、タンクからノズルへのつなぎのチューブを、ローラを
利用して絞り出す方式であり、それらのすべての内容が参照により本願明細書の内容に組
み込まれる。　
【０００４】
田植機の後部に装着して使用する田植え同時液剤散布装置は商品名「滴下マン（商標登録
２４１９２１７号）」として実用化されており、そのすべての内容が参照により本願明細
書に組み込まれる。「滴下マン」散布装置は、ノズルを１つしか有していない、すなわち
１滴滴下（ｏｎｅ－ｄｒｉｐ）装置である。この装置は、特に除草剤オキサジアルギルな
どの低水溶性活性物質については、液剤を不均一に拡散させることが多い。このような不
均一な拡散は、雑草、害虫および／または真菌の防除を不均一にし、および／または作物
被害を引き起こす。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－３０８９５９号公報
【特許文献２】特開２００８－４８６５９号公報
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】「農薬散布の共通技術　土壌施用」、「農薬散布技術」、（１９９８年
）、「農薬散布技術」編集委員会編、（社）日本植物防疫協会発行、１２２頁
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
田植作業（人、機械移植）は、植え付け精度を保つため、浅水状態（湛水深が０～３ｃｍ
）でなされてきた。従来の粒剤用の散布装置では、粒剤を弾く強さまたは角度によっては
粒剤が水田土壌中に埋没してしまい、薬剤の効能が発揮されないことにより除草されない
場所が発生した。他方、植え付けた稲の苗の近くに配置された粒剤は、苗に植物毒性作用
を引き起こすことがある。粒剤散布装置はまた、降雨や風などの天候条件による影響も受
け易い。降雨は、粒剤を散布装置へ固着させてしまうために極めて重要である。また、田
植え中に粒剤を供給せずに数種の粒剤の混合物を大規模圃場に散布することは、粒剤が重
くてかさ高いために困難である。比重が様々に異なる粒剤を混合することは、粒剤を一様
に散布できなくなるので、やはり望ましくない。また、従来の液剤用の散布装置は、６条
から８条植えの田植機に搭載され、中央の畝（すなわち、１株間滴下）の間にのみ液剤を
滴下するので、液剤が６条から８条の畝のすべてに拡散せず、均一な防除効果が得られな
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いことがある。特に、田植え時に圃場が浅水状態、或いは湛水深がない場合、更には田植
え同時処理後、湛水が直ちにできなかった場合、薬剤の活性物質が十分に拡散せず、期待
した効果、例えば除草、害虫防除または真菌疾患防除などの効果を獲得できないことがあ
る。また、薬剤が偏在することにより稲への薬害が助長されることがある。　
【０００８】
本発明の実施形態は、これらの点のいくつかを少なくとも部分的に改善することを目指し
ており、中規模圃場（一面当たりの面積が１０００～３０００平方メートル（０．１～０
．３ｈａ）の水田）、大規模圃場（一面当たりの面積が３０００平方メートル（０．３ｈ
ａ）より大きい水田）の農薬散布を可能にする、田植機搭載型液剤散布装置、およびそれ
を用いる田植え同時液剤散布方法を提供する。　
【０００９】
本発明の実施形態は、田植機が走行した後に植え付けられる複数の畝間のそれぞれに液剤
を均一に滴下できる（各ノズルからの滴下量の誤差率は、平均滴下量に比較して５０％、
３０％、２０％または１０％未満である）。散布された液剤は複数の畝のすべてに拡散で
きるので、均一な防除効果とともに優れた水稲に対する安全性（選択性）が得られる。ま
た、本発明の方法は、従来の液剤散布方法と比較して、液剤散布時に薬剤が水稲に直接接
触すること防ぐことができ、稲の葉身に対する薬剤の接触薬害を防ぐことができ、また、
稲の生長を効果的に（未処理の稲と比較して１０％または３０％を超えて）強化できる。
先行技術に比較した本発明のまた別の利点は、液剤の水溶性が極めて低いか中等度である
場合でさえ液剤を均一に拡散させられることである。水溶性が極めて低い活性剤の例はオ
キサジアルギル（ｐＨ５．６および２０℃で０．３７ｍｇ／Ｌ）であり、水溶性が中等度
の活性剤の例はトリアファモン（各数値を２０℃で測定すると、ｐＨ７で３３ｍｇ／Ｌ、
ｐＨ４で３６ｍｇ／Ｌ、ｐＨ９で３４ｍｇ／Ｌ）である。液剤の水溶性が極めて低い場合
でさえ、液剤の均一な分散は不均一な分散結果を防ぎ、雑草、害虫および／または真菌の
均一な防除を生じさせる、および／または作物被害を防止する。　
【００１０】
本発明のまた別の実施形態によると、
【課題を解決するための手段】
【００１１】
本発明の１つの態様では、液剤を分配して排出するための装置が提供される。本装置は、
液剤を貯留するタンクと、前記タンクから前記液剤を吸引するポンプと、前記ポンプによ
って吸引された液剤を搬送するために前記ポンプに接続された管路と、前記管路によって
搬送された液剤を分配して排出するために前記管路に接続された分配部と、前記管路によ
って搬送された液剤を受け入れ、受け入れた液剤中に含まれる空気を捕捉する機構とを含
んでよい。　
【００１２】
前記機構は、前記分配部に供給された液剤を受け入れ、受け入れた液剤を前記タンクに搬
送するために、前記分配部と前記タンクの間に接続された追加の管路を含んでよい。前記
分配部は、ほぼ水平方向に伸びる中空部材と、前記中空部材に接続されていて下向きに伸
びる２本以上の管路とを含むことができ、前記２本以上の管路は前記中空部材によって搬
送された液剤を排液し、前記２本以上の管路のそれぞれはその隣接管路から距離をおいて
配置される。前記機構の追加の管路は、前記分配部の前記中空部材に接続される。機構の
追加の管路は、前記中空部材の両端に接続される。前記機構の追加の管路は、前記中空部
材の上面に接続される。２本以上の管路の各管路は、前記管路の内部を通じる液剤に抵抗
を付加する弁を含む。　
【００１３】
または、前記機構は、ほぼ鉛直方向に伸びて、前記管路内に組み込まれたチャンバを含み
、前記管路は、前記ポンプによって吸引された液剤を排出する第一管路であって、前記第
一管路の一端は前記ポンプに接続され、前記第一管路の他端は前記チャンバに接続される
第一管路と、前記チャンバによって貯留された液剤を排出する第二管路であって、前記第
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二管路の一端は前記チャンバに接続され、前記第二管路の他端は前記分配部に接続される
第二管路とを含み、このとき前記第一管路の他端は、前記第二管路の前記一端より高い位
置に配置される。前記チャンバから空気を排出するために前記第一管路の他端より高い位
置で前記チャンバに接続された排気部。前記チャンバから前記液剤を排液するために前記
第二管路の一端より低い位置で前記チャンバに接続された排液部。　
【００１４】
前記分配部は、ほぼ水平方向に伸びる中空部材と、前記中空部材と連通して、下向きに伸
びる２本以上の管路とを含み、前記２本以上の管路は前記中空部材によって搬送された液
剤を排液し、前記２本以上の管路のそれぞれは隣接する管路から距離をおいて配置され、
前記第二管路の他端は前記中空部材に接続される。　
【００１５】
２本以上の管路の各管路は、前記管路の内部を通る液剤に抵抗を付加する弁を含む。　
【００１６】
本発明の１つの態様では、弁が設けられてよい。前記弁は、管状形を有するように構成さ
れて、一端で上面および他端で開口を有する第一弁部材であって、前記上面は切り欠き（
スロット）を含む第一弁部材と、前記第一弁部材を受け入れて前記弁部材の前記開口部に
対向する入口および前記第一弁部材の前記上面にする出口を有するケースとを含んでよい
。　
【００１７】
前記弁は、管状形を有するように構成されて、一端で上面および他端で開口部を有する第
二弁部材であって、前記上面は切り欠き（スロット）を含み、前記第二弁部材は前記ケー
ス内で前記第一弁部材と係合される第二弁部材を含んでよく、前記第二弁部材の上面は前
記第一弁部材の前記上面から距離をおいて配置される。　
【００１８】
第一および第二弁部材のそれぞれは、第一内径および前記第一内径より長い第一外径を有
する上面を備える第一中空部材と、前記第一中空部材に接続された第二中空部材であって
、前記第二中空部材は前記第一内径および外径のどちらよりも長い第二内径および前記第
一外径より長い第二外径を有する第二中空部材とを含んでよく、前記第一および第二弁部
材は、前記第二弁部材の前記第一中空部材が前記第一弁部材の前記第二中空部材内に受け
入れられて支持されるように相互に螺合されるように構成される。　
【００１９】
前記第一および第二弁部材のそれぞれは、前記第二中空部材に接続された第三部材であっ
て、前記第三中空部材は前記第二内径および外径のどちらよりも長い第三内径および前記
第一外径より長い第二外径を有する第三部材をさらに含み、前記第一および第二弁部材は
、前記第二弁部材の前記第一中空部材が前記第一弁部材の前記第三中空部材内に受け入れ
られて支持されるように相互に係合されるように構成される。　
【００２０】
本発明の１つの態様は、田植機の田植え動作に同調して液剤を排出する上記装置を含む田
植機に関する。　
【００２１】
本発明の１つの態様は、上記の装置または田植え機を用いる害虫、真菌および／または雑
草を防除するための田植え同時液剤散布方法であって、前記液剤を、前記分配部を介して
、苗が植え付けられる複数の畝間の１箇所以上に散布する液剤散布方法に関する。　
【００２２】
本発明の１つの態様は、液剤散
布方法であって、前記複数の畝間のうち、半数以上の畝間に散布する液剤散布方法に関す
る。　
【００２３】
本発明の１つの態様は、未処理稲に比較して１０％または３０％を超えて稲の生長を強化
するために上記の装置または田植え機を使用して液剤を散布する方法に関する。　
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【００２４】
本発明の第一態様は、田植機に搭載可能で、前記田植機による田植え動作に同調して液剤
を散布する田植機搭載型液剤散布装置に関する。　
【００２５】
この田植機搭載型液剤散布装置の第一態様は、液剤を貯留するタンクと、前記タンクに貯
留された液剤を搬送するポンプと、前記ポンプに一端を接続され、前記ポンプを駆動する
ことにより前記タンクから搬出される液剤を通じる第一管路と、前記第一管路の他端を接
続された捕気チャンバと、前記捕気チャンバに一端を接続され、前記第一管路および前記
捕気チャンバを介して前記タンクから搬出される液剤を通じる第二管路と、前記第二管路
の他端を接続され、前記第一管路、前記捕気チャンバおよび前記第二管路を介して前記タ
ンクから供給された液剤を分配して排出する分配部とを備えている。　
【００２６】
前記第一管路の他端は、前記第二管路の一端よりも前記捕気チャンバの上部に接続されて
いる。　
【００２７】
本発明の第二態様は、前記捕気チャンバ内の空気を排出するための排気部をさらに備え、
前記排気部は、前記第一管路の他端よりも前記捕気チャンバの上部に接続されている液剤
散布装置に関する。　
【００２８】
本発明の第三態様は、前記捕気チャンバ内の残留液剤を排出するための排液部をさらに備
え、前記排液部は、前記第二管路の一端よりも前記捕気チャンバの下部に接続されている
液剤散布装置に関する。　
【００２９】
本発明の第四態様は、前記分配部が、前記第二管路の他端を接続された筒状の分配チャン
バと、前記分配チャンバに一端を接続され、前記第一管路、前記捕気チャンバおよび前記
第二管路を介して前記タンクから前記分配チャンバに供給された液剤を排出する複数の第
三管路とを備え、前記複数の第三管路は、前記分配チャンバに、距離をおいて接続されて
いる液剤散布装置に関する。　
【００３０】
本発明の第五態様は、前記複数の第三管路のそれぞれに、内部を通じる液剤に抵抗を付加
する弁が設けられている液剤散布装置に関する。　
【００３１】
本発明の第六態様は、田植え機に装着した田植え同時液剤散布装置を用いて、前記液剤を
、前記分配部を介して、苗が植え付けられる複数の畝間のいくつかに散布する液剤散布方
法に関する。　
【００３２】
本発明の第七態様は、前記複数の畝間のうち、半数以上の畝間に散布する液剤散布方法に
関する。　
【００３３】
本発明の第八態様は、液剤が除草剤からなる群から選択された少なくとも１種を含む液剤
散布方法に関する。　
【００３４】
本発明の第九態様は、上記除草剤が水田用除草剤である液剤散布方法に関する。　
【００３５】
本発明の第十態様は、上記液剤が、ピリミスルファン、テフリルトリオン、ケトスピラド
ックス、メソトリオン、ベンゾビシクロン、スルコトリオン、テンボトリオンブロモチド
、トリアファモン、プロピリスルフロン、ベンゾスルフロン－メチル、ピラゾスルフロン
、イマゾスルフロン、ペノキスラム、ピラクロニル、ペントキサゾン、オキサジアゾン、
オキサジアルギル、ブタクロール、プレチラクロール、フェントラザミド、メフェナセッ
ト、オキサジクロメフォン、イプフェンカルバゾンおよびフェノキサスルホンからなる群
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から選択された少なくとも１種の化合物を含む液剤散布方法に関する。　
【００３６】
本発明の第十一態様は、上記液剤が、除草剤、植物生長調節剤、殺真菌剤、殺虫剤、殺ダ
ニ剤、殺線虫剤、微生物、軟体動物駆除剤、肥料、毒性緩和剤および植物強壮性化合物な
らびにそれらの組み合わせからなる群から選択された少なくとも１種の化合物を含む液剤
散布方法に関する。　
【００３７】
本発明の第十二態様は、上記液剤の水溶性が、１００ｍｇ／Ｌより低く、好ましくは５０
ｍｇ／Ｌより低く、最も好ましくは１０ｍｇ／Ｌより低い方法に関する。　
【００３８】
本発明の意味において、水溶性はｐＨ７および２０℃で計測される数値である。　
【００３９】
本発明の実施形態によれば、田植機が走行した後に植え付けられる複数の畝間のそれぞれ
に液剤を均一に滴下することができる。滴下された複数の畝のすべてに拡散できるので、
均一な防除効果と共に優れた水稲に対する安全性（選択性）が得られる。また、本発明の
実施形態に記載の方法は、従来の液剤散布方法と比較して、液剤散布時に直接薬剤が水稲
に接触すること防ぐことができ、稲の葉身に対する薬剤の接触薬害を防ぐことができ、ま
た、稲の生長を効果的に強化する。先行技術と比較した本発明のまた別の利点は、液剤の
水溶性が極めて低いか中等度である場合でさえ、液剤が均一に拡散させられることである
。水溶性が極めて低い活性剤の例はオキサジアルギル（０．３７ｍｇ／Ｌ）であり、水溶
性が中等度の活性剤の例はトリアファモン（３９ｍｇ／Ｌ）である。液剤の水溶性が極め
て低い場合でさえ、液剤の均一な分散は、雑草、害虫および／または真菌の均一な防除を
生じさせ、および／または作物被害を防止する。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の田植機搭載型液剤散布装置１の構造を示す機能ブロック図である。
【図２】一実施形態に記載の散布部２の構造を示す模式図である。
【図３】弁の分解斜視図である。
【図４】本発明の散布装置を田植機に搭載した状態を示す模式図である。
【図５】また別の実施形態による散布部２’の構造を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
以下、本発明を、実施形態に即して、添付の図面を参照しながら詳細に説明する。なお、
本明細書において言及する文献については、それらのすべての内容が、本願明細書の内容
に組み込まれる。　
【００４２】
図面に共通する要素は、図面内の同一参照番号によって特定されることに留意されたい。
　
【００４３】
図１および図２に示すように、一実施形態に記載の田植機搭載型液剤散布装置１は、液剤
を散布する散布部２と、田植機による苗の植え付け動作に同調して散布部２に液剤散布を
行わせる散布動作制御装置３と、各部の電源としてのバッテリ４とを備えている。なお、
バッテリ４は、田植機に既設のバッテリを共用してもよい。　
【００４４】
散布部２は、タンク１０と、ポンプ１２と、第一管路１４と、第二管路１６と、捕気チャ
ンバ（ａｉｒ－ｃａｔｃｈ　ｃｈａｍｂｅｒ）１８と、分配部２０とを備えている。　
【００４５】
タンク１０は、懸濁剤（フロアブル剤）などの液剤を貯留する。ポンプ１２は、液剤をタ
ンク１０から吸引し、液剤を第一および第二管路１４，１６を通じて分配部２０へ搬送す
る。ポンプ１２には、いわゆるチューブ・ポンプが採用されている。チューブ・ポンプは
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、チューブにローラを押し付け、同ローラを回転させることで、チューブに満たされた液
剤を同チューブから押し出す構造を有する。　
【００４６】
第一管路１４は、例えばシリコン樹脂などの軟質なチューブであって、ポンプ１２を介し
て一端１４ａをタンク１０内部に挿入され、他端１４ｂを、略鉛直方向に伸びる捕気チャ
ンバ１８に接続されている。第二管路１６は軟質な樹脂チューブであって、捕気チャンバ
１８に一端１６ａを接続され、他端１６ｂを分配部２０に接続されている。つまり、チャ
ンバ１８は、第一および第二管路１４，１６を含む管路内に組み込まれたチャンバである
と表現できる。捕気チャンバ１８は、タンク１０から第一管路１４を通じて供給される液
剤に含まれる空気を捕捉する。つまり、チャンバ１８は、第一管路１４によって搬送され
た液剤を受け入れ、受け入れた液剤内に含まれる空気を捕捉する機構であると表現できる
。分配部２０は、第一管路１４、捕気チャンバ１８および第二管路１６を介してタンク１
０から供給された液剤を分配して排出する。　
【００４７】
第一管路１４の他端１４ｂは、第二管路１６の一端１６ａよりも捕気チャンバ１８の上部
に接続されている。捕気チャンバ１８の内部には、第一管路１４の他端よりも上方に、十
分な空間的余地が残されている。捕気チャンバ１８には、チャンバ内の空気を排出するた
めの排気部２２と、チャンバ内の残留液剤を排出するための排液部２５とが設けられてい
る。　
【００４８】
排気部２２は、捕気チャンバ１８の一端２３ａを接続され、他端２３ｂが開放された排気
管路２３と、排気管路２３の途中に設けられ、同管路を封止することが可能な排気弁２４
とを含む。ここで、排気管路２３は軟質な樹脂チューブであり、その一端２３ａは、第一
管路１４の他端１４ｂよりも鉛直方向において捕気チャンバ１８の上部に接続されている
。　
【００４９】
排液部２５は、捕気チャンバ１８に一端２６ａを接続され、他端２６ｂが開放された排液
管路２６と、排液管路２６の途中に設けられ、同管路を封止することが可能な排液弁２７
とを含む。ここで、排液管路２６は軟質な樹脂チューブであり、その一端２６ａは、捕気
チャンバ１８に接続されたいずれの管路よりも鉛直方向において捕気チャンバ１８の下部
に接続されている。排液弁２７は、散布装置１による作業終了後に捕気チャンバ１８内部
の液剤を抜く際に使用される。　
【００５０】
分配部２０は、硬質な材料からなる筒状の分配チャンバ３０と、分配チャンバ３０に一端
３２ａを接続され、他端３２ｂが大気に開放された複数の（２以上の）第三管路３２と、
第三管路３２のそれぞれに設けられた弁４０とを含む。分配チャンバ３０に接続された第
二管路１６の他端１６ｂは、分配チャンバ３０に接続された第三管路３２の一端３２ａよ
りも高い位置に配置される。チャンバ３０は、チャンバ３０が伸びる方向に沿って液剤を
搬送できるようにできる限り長い中空形を有していてよい。例えば、チャンバ３０は、円
形、楕円形、長方形、三角形および多角形などを含むがそれらに限定されないいずれかの
横断面形を有してよい。　
【００５１】
　ほぼ水平方向に延びる分配チャンバ３０は、捕気チャンバ１８よりも低い位置に、田植
機に対してほぼ水平を保つように取り付けられる。つまり、第二管路１６の一端１６ａは
、同管路の他端１６ｂよりも高い位置に配置される。
【００５２】
第三管路３２は軟質な樹脂チューブであり、その一端３２ａは、第二管路１６の他端１６
ｂよりも鉛直方向において分配チャンバ３０の下部に接続されている。また、第三管路３
２の一端３２ａは、同管路の他端３２ｂよりも高い位置に配置される。第三管路３２は、
分配チャンバ３０に対し、長手方向に等しい間隔毎に配置されている。なお、第三管路３
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２の数は、田植機が６条植えの仕様なら５本、８条植えの仕様なら７本とされる。つまり
、分配部２０の構造は、第三管路３２のそれぞれの他端が、畝の間隙のそれぞれに対応す
るように、田植機の仕様に応じて適宜選択される。　
【００５３】
第三管路３２の各管路には、選択的に開いたり閉じたりできるコック３２ｃが包含される
。コックは、開くと管路を通じて液剤を流れさせることができる。さらに、コックは、閉
じると液剤が管路を通じて流れるのを防止できる。コック３２ｃによって、散布部２は、
液剤が各管路３２を通じて意図的でなく流れるのを防止できる。例えば、散布部２が作動
していないとき、各コック３２ｃは閉じて液剤が対応する管路３２を通じて流れるのを防
ぐことができる。　
【００５４】
弁４０は、第三管路３２から内部に通じる液剤に抵抗を付加する。図３に示すように、弁
４０は、二分割式のケース４１と、少なくとも１つの弁部材、例えば、一実施形態におい
てケース４１の内部に配置されるゴム製の２つの弁部材４２，４３およびゴム製のＯリン
グ４８とを備えている。　
【００５５】
ケース４１には、それぞれが弁部材４２，４３を受け入れるために概して筒状形を備える
、雌ケース４４と雄ケース４５が含まれる。　
【００５６】
雌ケース４４の内周面には雌ネジ部４４ａが形成され、雄ケース４５の外周面には雌ネジ
部４４ａに螺合される雄ネジ部４５ａが形成されている。そこで、雌ネジ部４４ａと雌ネ
ジ部４５ａは、雌ケース４４を雄ケース４５と螺合できる。また、雌ケー
ス４４には液剤の流入ポート４４ｂが形成され、雄ケース４５には液剤の流出ポート４５
ｂが形成されている。流入ポート４４ｂは第三管路３２の上流部分に接続され、流出ポー
ト４５ｂは第三管路３２の下流部分に接続されている。　
【００５７】
弁部材４２，４３は、例えば、まったく同形状で、段階的に径が縮小する円錐状に形成さ
れ得る。弁部材４２（または４３）の先端面には、径方向に走る切り欠き（スロット）４
６が形成されている。切り欠き４６は弁部材４２（または４３）の内外に通じているが、
流入ポート４４ｂから流入する液剤に所定の大きさ以上の圧力が作用していない状態では
閉じている。液剤に作用する圧力が所定の大きさを超えると、口を開くほうに開放し、流
入ポート４４ｂから流出ポート４５ｂに向けて液剤の流通を許す。　
【００５８】
弁部材４２，４３の構造を詳細に説明する。　
【００５９】
図３に示すように、弁部材４２，４３のそれぞれは、管状形を有するように構成できる。
具体的には、各弁部材には、第一筒状部材４２ａ（４３ａ）、第一筒状部材４２ａ（４３
ａ）に接続された第二筒状部材４２ｂ（４３ｂ）、第二筒状部材４２ｂ（４３ｂ）に接続
された第三筒状部材４２ｃ（４３ｃ）および第三筒状部材４２ｃ（４３ｃ）に接続された
第四筒状部材４２ｄ（４３ｄ）が包含される。第一、第二、第三および第四部材の全部が
相互に連通している。　
【００６０】
第一筒状部材４２ａ（４３ａ）は、その上に切り欠き４６が形成される上面（例えば、平
らな上面）を有する。上面は、雄ケース４５の流出ポート４５ｂに面している。第四筒状
部材４２ｄ（４３ｄ）には、第一、第二および第三部材を連通する開口部（図３には示し
ていない）がある。この開口部は、雌ケース４４の流入ポート４４ｂに面している。　
【００６１】
第一、第二、第三および第四筒状部材のそれぞれには、内径と外径がある。各部材の外径
は、該部材の内径より長い。第二部材４２ｂ（４３ｂ）の内径は、第一部材４２ａ（４３
ａ）の内径と外径のどちらよりも長い。第三部材４２ｃ（４３ｃ）の内径は、第二部材４
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２ｂ（４３ｂ）の内径と外径のどちらよりも長い。第四部材４２ｄ（４３ｄ）の内径は、
第二部材４２ｃ（４３ｃ）の内径と外径のどちらよりも長い。　
【００６２】
弁部材４２が弁部材４３と係合すると、弁部材４３の第一筒状部材４３ａは、弁部材４２
の第四、第三および第二筒状部材４２ｄ，４２ｃ，４２ｂの中に進入できる。しかし、第
一部材４３ａは、弁部材４３の第一部材４３ａの外径が第一部材４２ａの内径より長いの
で、弁部材４２の第一筒状部材４２ａ内には挿入できない。そこで、第一部材４３ａの上
面は、弁部材４３が弁部材４２と係合すると第一部材４２ａの上面から距離をおいて配置
される。　
【００６３】
弁部材４２，４３の構造に従って下記の利点を得ることができる。具体的には、一方では
、液剤中に含まれる例えば夾雑物などの小物質が捕捉されて弁部材４３の切り欠き４６内
に残される場合であろう。この場合には、物質は、切り欠き４６を開かせて、液剤の量を
意図的ではなく増加させる可能性がある。しかし、また別の切り欠き４６、つまり弁部材
４３の切り欠き４６の下方の弁部材４２の切り欠き４６がある。また、弁部材４３の上面
と弁部材４２の上面の間の領域内には液剤が満たされた層がある。そこで、弁４０を通っ
て流れる液剤の量は、弁部材４２の切り欠き４６と液剤が満たされた層があるために意図
された通りに維持できる。　
【００６４】
他方、液剤中に含まれる小物質が捕捉されて弁部材４２の切り欠き４６内に残されるまた
別の場合があろう。この場合には、また別の切り欠き、つまり弁部材４２の切り欠き４６
の上方の弁部材４３の切り欠き４６がある。そこで、弁４０を通って流れる液剤の量は、
弁部材４３の切り欠き４６があるために意図された通りに維持できる。　
【００６５】
図３は、弁４０が２つの弁部材を受け入れるように構成できる例を示している。しかし、
一実施形態では、弁４０は、３つ以上の弁部材を受け入れるように構成できる。当業者で
あれば、弁４０内により多くの弁部材（切り欠き４６）があるほど、弁４０を通って流れ
る液剤の量の差が小さくなることを理解できるであろう。　
【００６６】
図３は、各弁部材が１つ以上の筒状部材を含む例を示している。しかし、各弁部材は、該
１つ以上の部材が液剤を搬送できる限り、いずれかの中空形状を有する１つ以上の部材を
含むことができる。例えば、該１つ以上の部材は、円形、楕円形、長方形、三角形および
多角形などを含むがそれらに限定されないいずれかの横断面形を有していてよい。　
【００６７】
Ｏリング４８は、ケース４１を構成する雌ケース４４と雄ケース４５との間に介在し、螺
合された両者の間を封止する。　
【００６８】
散布動作制御装置３は、田植機の苗床台Ｓの往復動作を回転運動に変換する変換機構、近
接スイッチ、制御部などを含んでいる。散布動作制御装置３の構造については、特開２０
０８－４８６５９に詳細に説明されているので、ここではその説明は省略する。　
【００６９】
散布部２のうち、タンク１０、ポンプ１２および捕気チャンバ１８は、散布動作制御装置
３に含まれる制御部３ａとともに第一ケーシング１３ａに収容され、制御部を除く散布動
作制御装置３の各部は、第二ケーシング１３ｂに収容されている。　
【００７０】
図４に示すように、第一ケーシング１３ａおよび分配チャンバ３０は、苗床台Ｓの後方に
立てられた門形のフレームＦに固定されている。特に分配チャンバ３０は、第三管路３２
の他端３２ｂが、苗を植え付けられる畝間のそれぞれに対応するように、つまり第三管路
の他端３２ｂが田植機の掻き取り爪Ｃ間にそれぞれ配置されるように、門形フレームＦに
固定されている（図１参照）。第一ケーシング１３ａの取付位置については大きな制限は
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ないが、少なくとも分配チャンバ３０よりも上方に設置されるべきである。　
【００７１】
第二ケーシング１３ｂは、苗床台Ｓの裏面側に固定されている。第二ケーシング１３ｂの
固定の仕方についても、上記特開２００８－４８６５９に詳しく説明されているので、こ
こではその説明は省略する。　
【００７２】
上記のように構成された散布装置１および１’（散布部２に代えて散布部２’を使用する
）を用いて行う防除について説明する。防除のために散布すべき薬剤としては、除草剤、
植物生長調節剤、殺真菌剤、殺虫剤、殺ダニ剤、殺線虫剤、微生物、軟体動物駆除剤、肥
料、毒性緩和剤および植物強壮性化合物ならびにそれらの組み合わせが挙げられるが、そ
れらの具体例については後述する。　
【００７３】
まず、苗の束を苗床台Ｓに載せた田植機を圃場に乗り入れ、散布装置１および１’の主ス
イッチをＯＮにする。そして、田植機を操縦して苗の植え付け動作を開始すると、苗床台
Ｓは掻き取り爪Ｃによる苗の掻き取り動作に同調して往復動作を開始する。この苗床台Ｓ
の往復動作に同調して、散布動作制御装置３に含まれる近接スイッチが信号を発信する。
制御部３ａは、近接スイッチから発信された信号を受信する度に、ポンプ１２を間欠的に
駆動する。ポンプ１２は、一回の間欠動作の度に、予め設定された回転量だけローラを回
転させ、その回転量に見合う量の液剤を吐出する。なお、ローラの回転量は任意に調節す
ることが可能であり、液剤の種類に応じて一回の間欠動作当たりの液剤の吐出量（すなわ
ち散布量）を変更することができる。また、後述するように、ポンプ１２は、田植機の植
え付け動作との同調とは別に上記散布装置１の予備運転などを考慮して単独で連続運転す
ることも可能である。　
【００７４】
ポンプ１２が駆動される度に、すべての第三管路３２の他端３２ｂから液剤が排出される
。ここで、第三管路の他端３２ｂは田植機の掻き取り爪Ｃ間にそれぞれ配置されているの
で、第三管路３２の他端３２ｂから排出された液剤は、結果的に圃場に植え付けられた苗
の畝間のすべてに滴下される。つまり、田植機が６条植えの仕様なら、田植機が走行した
後に植え付けられる６条の畝の間、つまり５つの畝間すべてに、田植機の走行速度に見合
う間隔を空けて間欠的に液剤が滴下される。また、田植機が８条植えの仕様なら、田植機
が走行した後に植え付けられる８条の畝の間、つまり７つの畝間すべてに、田植機の走行
速度に見合う間隔を空けて間欠的に液剤が滴下される。滴下された液剤は６条から８条の
畝のすべてに拡散するので、均一な防除効果が得られる。さらに、田植え時に圃場の水深
が浅いときにも薬剤の活性物質が十分に拡散する。　
【００７５】
ところで、上記の説明では、田植機によって植え付けられる複数の畝間のすべてに液剤を
滴下するが、液剤の性状によっては、複数の畝間のいくつかに液剤を滴下してもよい。そ
の場合は、第三管路３２のいくつかを、別途用意する封止器具（クリップなど）を使って
封止してもよいし、分配部を第三管路３２の数が少ないものに換装してもよい。　
【００７６】
ところで、細く長い管路に液剤を通じる際に最も問題になるのは、管路の途中に空気だま
りが残ってしまうことである。このような空気だまりは、液剤の円滑な流通を妨げる要因
となる。特に、複数の液剤排出端（３２ｂ）を有する上記散布装置１においては、空気だ
まりの存在は各排出端からほぼ等量の液剤を散布するにあたって大きな支障となる。　
【００７７】
空気だまりは、散布装置１への初期の通液時に管路の内部に残る場合がほとんどであり、
逆にいえば初期の通液時に管路内部から空気を除去できれば、その後の散布運転において
空気だまりが生じることはない。　
【００７８】
そこで、上記散布装置１において、空のタンク１０に液剤を満たして装置全体に通液する
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までの予備運転について説明する。　
【００７９】
最初に、調製を済ませた液剤をタンク１０に投入する。次に、排気弁２４および排液弁２
７を閉じたうえでポンプ１２を連続的に回転させる。これにより、タンク１０に貯留され
た液剤が吸出され、吸出された液剤がポンプ１２から吐出される。　
【００８０】
ポンプ１２から吐出された液剤は、第一管路１４の内部に残る空気を第一管路１４の他端
１４ｂから押し出すようにして捕気チャンバ１８に流れ込む。これにより、第一管路１４
に空気だまりが残ることはほとんどない。　
【００８１】
捕気チャンバ１８に流れ込んだ液剤は捕気チャンバ１８の下部に溜まっていき、第二管路
１６の一端１６ａに流れ込む。第二管路１６に流れ込んだ液剤は分配チャンバ３０に流れ
込み、続いて複数の第三管路３２の一端３２ａに流れ込む。第三管路３２に流れ込んだ液
剤には、弁４０によって流路抵抗が付加されるので、しばらくの間は第三管路３２の他端
３２ｂから液剤の排出は起こらず、第一管路１４、捕気チャンバ１８、第二管路１６、分
配チャンバ３０および第三管路３２の一連の経路の内圧は、ポンプ１２による液剤の供給
により徐々に高まっていく。この間、特に捕気チャンバ１８から第三管路３２にかけての
経路は、液剤の流通が起こらない。　
【００８２】
一方、第三管路３２の一端３２ａは同管路の他端３２ｂよりも高い位置に配置され、第二
管路１６の一端１６ａも同管路の他端１６ｂよりも高い位置に配置されている。さらに、
分配チャンバ３０に接続された第二管路１６の他端１６ｂは、分配チャンバ３０に接続さ
れた第三管路３２の一端３２ａよりも高い位置に配置されている。そのため、液剤の下流
に向かう流れがほとんどない状態で、第三管路３２の内部に残る空気は分配チャンバ３０
に向かって第三管路３２中を浮かび上がり、分配チャンバ３０の内部に残る空気は第二管
路１６に流れ込み、第二管路１６の内部に残る空気は捕気チャンバ１８に向かって第二管
路１６中を浮かび上がる。　
【００８３】
つまり、第一管路１４の内部に残る空気は、ポンプ１２の加圧作用によって捕気チャンバ
１８に流れ込み、第二管路１６、分配チャンバ３０および第三管路３２の内部に残る空気
は、それぞれの高低差に依存して捕気チャンバ１８に向かって浮かび上がる。このように
して、タンク１０から第三管路３２に至る経路に残る空気は、そのほとんどすべてが捕気
チャンバ１８に集まる。　
【００８４】
第一管路１４、捕気チャンバ１８、第二管路１６、分配チ
ャンバ３０および第三管路３２の一連の経路の内圧が、ポンプ１２による液剤の供給によ
り徐々に高まり、その内圧がついに弁４０によって付加される流路抵抗を上回ると、すべ
ての第三管路３２の他端３２ｂから液剤が排出される。　
【００８５】
　第三管路３２の他端３２ｂからの液剤の排出が確認されたら、排気弁２４を開いて捕気
チャンバ１８の内部に溜まった空気を抜く。捕気チャンバ１８内部の空気も、上記一連の
経路の内圧上昇に依存して加圧されており、大気開放された排気管路２３の他端２３ｂか
ら勢いよく排出される。
【００８６】
捕気チャンバ１８から空気が排出されたら、排気弁２４を閉じ、ポンプ１２を停止して予
備運転を終了する。　
【００８７】
田植機搭載型液剤散布装置１によれば、初期の通液時に上記の予備運転を行うことにより
、管路内部の空気をほとんど除去することができる。これにより、その後の散布運転にお
いて、管路の途中に空気だまりが生じることはない。その結果、すべての第三管路３２の
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他端３２ｂから、液剤をほぼ均一に排出、滴下することができる。ここで液剤を均一に滴
下するとは、各他端３２ｂからの液剤の滴下量が、すべての他端３２ｂからの液剤の滴下
量の平均値から最大５０％乖離してもよく、望ましくは該乖離が３０％以下であり、最も
望ましいのは２０％以下であることを意味する。　
【００８８】
また、一実施形態では、散布部２は、図１および２に示したように液剤を貯留する任意の
タンク１０’を含むように構成されてよい。タンク１０’は、管路１１を介してタンク１
０に接続されている。管路１１の一端はタンク１０’と連通しており、管路１１の他端は
タンク１０と連通している。管路１１はタンク１０’から液剤を吸引し、液剤をタンク１
０に搬送するために使用するポンプ１２’を含んでいる。タンク１０の内部には、タンク
１０内に含有された液剤の上面が規定レベルに達したかどうか、および検出の結果に依存
してポンプ１２’へ制御信号を送信するセンサ１３が設けられている。タンク１０’は、
タンク１０などと一緒にケーシング１３ａの内部に収容できる。　
【００８９】
この立体配置によると、液剤の上面が規定レベルに達したことをセンサ１３が検出すると
、センサ１３はポンプ１２’の作動を停止するように制御信号を送信する。これとは反対
に、液剤の上面が規定レベルに達していないことをセンサ１３が検出すると、センサ１３
はポンプ１２’を作動させるように制御信号を送信する。このため、液剤の上面は規定レ
ベルの近くで維持できる。　
【００９０】
図５は、また別の実施形態による散布部２’の構造を示す模式図である。以下では、また
別の実施形態による散布部の構造を詳細に説明する。また別の実施形態に特定の構造だけ
を説明すること、そして図１～４を参照して上述したものに共通の構造に関する説明は省
略することに留意されたい。　
【００９１】
図５は、また別の実施形態による散布部２’を示している。ポンプ１２は、管路５２を介
して分配チャンバ３０に接続されている。管路５２の一端はポンプ１２に接続されており
、管路５２の他端はチャンバ３０に接続されている。管路５２は、ポンプ１２によって吸
引された液剤をチャンバ３０へ搬送する。　
【００９２】
　チャンバ３０とタンク１０との間には追加の管路５４が設けられる。管路５４の一端５
４ａはタンク１０に接続されているが、管路５４の他端５４ｂ，５４ｃはチャンバ３０に
接続されている。具体的には、例えば、２つの他端５４ｂ，５４ｃは、水平方向に延びる
チャンバ３０の両端に接続されてよい。管路５４は、ポンプ１２からチャンバ３０に供給
された液剤を受け入れ、受け入れた液剤をタンク１０に搬送する。
【００９３】
　上記の構造によると、チャンバ３０内に空気が存在する場合でさえ、空気は、ポンプ１
２によって散布される液剤の流動のためにチャンバ３０のいずれかの端に向かって強制的
に移動させることができる。そこで、液剤中で浮遊する傾向のある空気は、最後には他端
５４ｂまたは他端５４ｃに達し、次に管路５４に沿って上向きに移動できる。このため、
空気は管路５４に沿ってタンク１０へ搬送できる。上記のように、管路５４は管路５２と
チャンバ３０によって搬送された液剤を受け入れ、受け入れた液剤中に含有された空気を
捕捉するように機能できる。その結果、管路３２に到達できる空気の量を最小限に抑える
ことができるので、管路３２を通って流れる液剤量差もまた最小限に抑えることができ、
一端５４ａからタンク１０内への空気を含有する液剤の排液がタンク１０内の液剤を撹拌
するので液剤の分離が防止される。
【００９４】
図５は、管路５４の他端５４ｂ，５４ｃがチャンバ３０の両端に接続されている最良の実
施形態を示している。一実施形態では、管路５４の他端５４ｂ，５４ｃは、これらの他端
５４ｂ，５４ｃがチャンバ３０内に存在する空気を多かれ少なかれ捕捉できるのでチャン
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バ３０の両端から離れたいずれかの位置に接続できる。しかしこの場合には、管路５２に
よって搬送される空気はチャンバ３０の両端近くの位置に到達し、その後管路３２へ下向
きに移動できるので、管路３２によって排出される液剤量の差を意図的ではなく増加させ
る可能性がある。このため、他端５４ｂ，５４ｃは、有益には図５に示したチャンバ３０
の両端に接続されてよい。　
【００９５】
さらに、液剤中に含まれる空気は浮遊する傾向があるので、管路５４の他端５４ｂ，５４
ｃは有益にも、チャンバ３０の側面もしくは底面に比べてチャンバ３０の上面に接続する
ことができる。しかし一実施形態では、管路５４の他端は、これらの他端がチャンバ３０
内に存在する空気を依然として多かれ少なかれ捕捉できるのでチャンバ３０の側面または
底面に接続されてもよい。　
【００９６】
図５を参照して上述したアプローチは、図２を参照して上述したアプローチに代えて、ま
たはそのアプローチと一緒に実行されてよい。つまり、図５に示した構造は、図２に示し
た構造と協調して動作できる。　
【００９７】
例えば図２および図５を参照して上述した散布部は、有益にも田植機上に搭載することが
できる。しかし散布部は、管路（弁）を通じて流れる液剤量の差を最小限に抑えられるよ
うに２つ以上の管路（弁）から液剤を排出しなければならない構造を必要とする装置上に
搭載することもできる。　
【００９８】
各管路３２は、図２を参照して上述したように、選択的に開いたり閉じたりできるコック
３２ｃを含むことができる。一実施形態では、散布部２’の作動が停止されると、各コッ
ク３２ｃもまた閉じられる。次に散布部２’の作動が停止してから数時間が経過すると、
散布部２’内のどこか（例えば、チャンバ３０、管路５２，５４など）で空気が発生する
場合がある。そこで散布部２’の作動が開始されると、各管路３２に通して液剤を排出す
る前に、ポンプ１２は各コック３２ｃを閉じて作動させることができる。ポンプ１２を１
～３分間作動させることによって、散布部２’内で生成された空気を管路５４によって捕
捉してタンク１０に返送することができる。このため、チャンバ３０内に含まれる空気の
量を最小限に抑えることができる。次に、各管路３２が液剤を排出できるように各コック
３２を開くことができる。　
【００９９】
さらに、一実施形態では、管路５４は、図５に示したように、管路５４の一端５４ａの近
くにある上述した弁４０と同一の弁を含むことができる。弁４０を用いると、管路５４の
一端５４ａを通じて流れる液剤の圧力は、各管路３２の端３２ｂを通じて流れる液剤と平
衡するように調整できる。図５は弁４０をタンク１０の内部に設けられることを示してい
るが、弁４０はタンク１０の外側に設けることもできる。　
【０１００】
図２を参照して説明した実施形態におけるのと同様に、任意のタンク１０’およびタンク
１０’に関連する要素（管路１１、ポンプ１２’およびセンサ１３を含む）を使用すると
、図５を参照して説明した実施形態に規定したレベルの近くでタンク１０内に含まれる液
剤の上面を維持できる。　
【０１０１】
防除に使用される除草剤および植物生長調節剤としては、例えば、アセト乳酸シンターゼ
、アセチル－ＣｏＡカルボキシラーゼ、セルロースシンターゼ、エノールピルビルシキミ
酸－３－リン酸シンターゼ、グルタミンシンターゼ、ｐ－ヒドロキシフェニルピルビン酸
ジオキシゲナーゼ、フィトエンデサチュラーゼ、光化学系Ｉ（ｐｈｏｔｏ　ｓｙｓｔｅｍ
　Ｉ）、光化学系ＩＩ（ｐｈｏｔｏ　ｓｙｓｔｅｍ　ＩＩ）、プロトポルフィリノーゲン
オキシダーゼ、の阻害剤として作用する既知の活性物質であり、例えば、Ｗｅｅｄ　Ｒｅ
ｓｅａｒｃｈ　２６（１９８６）４４１－４４５または「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　
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Ｍａｎｕａｌ」、第１５版，Ｔｈｅ　Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ
　Ｃｏｕｎｃｉｌ　ａｎｄ　ｔｈｅ　Ｒｏｙａｌ　Ｓｏｃ．ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ，
２００６およびその中に引用された文献に記載されている。　
【０１０２】
より具体的には、除草剤は、例えば、以下の活性物質（化合物は、国際標準化機構（ＩＳ
Ｏ）に準じた「一般名称」によるか、または化学名もしくはコード番号によって記載され
る）が挙げられる。そして、常に、酸、塩、エステルのようなすべての応用形態、ならび
に異性体、例えば立体異性体および光学異性体のような変形型を含む。例として、少なく
とも１つの応用形態および／または変形型を以下に記載する：　アセトクロル、アシベン
ゾラル、アシベンゾラル－Ｓ－メチル、アシフルオルフェン、アシフルオルフェン－ナト
リウム、アクロニフェン、アラクロール、アリドクロール、アロキシジム、アロキシジム
－ナトリウム、アメトリン、アミカルバゾン、アミドクロル、アミドスルフロン、アミノ
シクロピラクロル、アミノシクロピラクロル－メチル、アミノシクロピラクロル－カリウ
ム、アミノピラリド、アミトロール、スルファミン酸アンモニウム、アンシミドール、ア
ニロホス、アスラム、アトラジン、アザフェニジン、アジムスルフロン、アジプロトリン
、ベフルブタミド、ベナゾリン、ベナゾリン－エチル、ベンカルバゾン、ベンフルラリン
、ベンフレセート、ベンスリド、ベンスルフロン、ベンスルフロン－メチル、ベンタゾン
、ベンズフェンジゾン、ベンゾビシクロン、ベンゾフェナップ、ベンゾフルオル、ベンゾ
イルプロップ、ビシクロピロン、ビフェノックス、ビラナホス、ビラナホス－ナトリウム
、ビスピリバック、ビスピリバック－ナトリウム、ブロマシル、ブロモブチド、ブロモフ
ェノキシム、ブロモキシニル、ブロモキシニル－ブチレート、－カリウム、－ヘプタノエ
ートおよび－オクタノエート、ブロムロン、ブミナホス、ブソキシノン、ブタクロール、
ブタフェナシル、ブタミホス、ブテナクロール、ブトラリン、ブトロキシジム、ブチレー
ト、カフェンストロール、カルベタミド、カルフェントラゾン、カルフェントラゾン－エ
チル、クロメトキシフェン、クロランベン、クロラジホップ、クロラジホップ－ブチル、
クロルブロムロン、クロルブファム、クロルフェナク、クロルフェナク－ナトリウム、ク
ロルフェンプロップ、クロルフルレノール、クロルフルレノール－メチル、クロリダゾン
、クロリムロン、クロリムロン－エチル、クロルメコート－クロリド、クロルニトルフェ
ン、クロロフタリム、クロルタール－ジメチル、クロロトルロン、クロルスルフロン、シ
ニドン、シニドン－エチル、シンメトリン、シノスルフロン、クレトジム、クロジナホッ
プ、クロジナホップ－プロパルギル、クロフェンセット、クロマゾン、クロメプロップ、
クロプロップ、クロピラリド、クロランスラム、クロランスラム－メチル、クミルロン、
シアナミド、シアナジン、シクラニリド、シクロエート、シクロピリモレート、シクロス
ルファムロン、シクロキシジム、シクルロン、シハロホップ、シハロホップ－ブチル、シ
ペルコート、シプラジン、シプラゾール、２，４－Ｄ、２，４－Ｄ－、－ブチル、－ジメ
チルアンモニウム、－ジオラミン、－エチル、－２－エチルヘキシル、イソブチル、－イ
ソオクチル、－イソプロピルアンモニウム、－カリウムおよび－トリイソプロパノールア
ンモニウム、、２，４－ＤＢ、２，４－ＤＢ－ブチル、－ジメチル
アンモニウム、－イソオクチル、－カリウムおよび－ナトリウム、ジアムロン（ダイムロ
ン）、ダラポン、ダミノジド、ダゾメット、ｎ－デカノール、デスメジファム、デスメト
リン、デトシル－ピラゾレート（ＤＴＰ）、ダイアレート、ジカンバ、ジクロベニル、ジ
クロルプロップ、ジクロルプロップ－Ｐ、ジクロホップ、ジクロホップ－メチル、ジクロ
ホップ－Ｐ－メチル、ジクロスラム、ジエタチル、ジエタチル－エチル、ジフェノクスロ
ン、ジフェンゾコート、ジフルフェニカン、ジフルフェンゾピル、ジフルフェンゾピル－
ナトリウム、ジケグラック－ナトリウム、ジメフロン、ジメピペレート、ジメタクロール
、ジメタメトリン、ジメテナミド、ジメテナミド－Ｐ、ジメチピン、ジメトラスルフロン
、ジニトラミン、ジノセブ、ジノテルブ、ジフェナミド、ジプロペトリン、ジクワット、
ジクワット－ジブロミド、ジチオピル、ジウロン、ＤＮＯＣ、エグリナジン－エチル、エ
ンドタール、ＥＰＴＣ、エスプロカルブ、エタルフルラリン、エタメトスルフロン、エタ
メトスルフロン－メチル、エテホン、エチジムロン、エチオジン、エトフメセート、エト
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キシフェン、エトキシフェン－エチル、エトキシスルフロン、エトベンザニド、Ｆ－５２
３１、すなわちＮ－［２－クロロ－４－フルオロ－５－［４－（３－フルオロプロピル）
－４，５－ジヒドロ－５－オキソ－１Ｈ－テトラゾール－１－イル］フェニル］－エタン
スルホンアミド、Ｆ－７９６７，すなわち３－［７－クロロ－５－フルオロ－２－（トリ
フルオロメチル）－１Ｈ－ベンズイミダゾール－４－イル］－１－メチル－６－（トリフ
ルオロメチル）ピリミジン－２，４－（１Ｈ，３Ｈ）－ジオン、フェノプロップ、フェノ
キサプロップ、フェノキサプロップ－Ｐ、フェノキサプロップ－エチル、フェノキサプロ
ップ－Ｐ－エチル、フェノキサスルフォン、フェントラザミド、フェヌロン、フラムプロ
ップ、フラムプロップ－Ｍ－イソプロピル、フラムプロップ－Ｍ－メチル、フラザスルフ
ロン、フロラスラム、フルアジホップ、フルアジホップ－Ｐ、フルアジホップ－ブチル、
フルアジホップ－Ｐ－ブチル、フルアゾレート、フルカルバゾン、フルカルバゾン－ナト
リウム、フルセトスルフロン、フルクロラリン、フルフェナセット（チアフルアミド）、
フルフェンピル、フルフェンピル－エチル、フルメトラリン、フルメツラム、フルミクロ
ラック、フルミクロラック－ペンチル、フルミオキサジン、フルミプロピン、フルオメツ
ロン、フルオロジフェン、フルオログリコフェン、フルオログリコフェン－エチル、フル
ポキサム、フルプロパシル、フルプロパネート、フルピルスルフロン、フルピルスルフロ
ン－メチル－ナトリウム、フルレノール、フルレノール－ブチル、－ジメチルアンモニウ
ムおよび－メチル、フルリドン、フルロクロリドン、フルロキシピル、フルロキシピル－
メプチル、フルルプリミドール、フルルタモン、フルチアセット、フルチアセット－メチ
ル、フルチアミド、ホメサフェン、ホメサフェン－ナトリウム、ホラムスルフロン、ホル
クロルフェニュロン、ホサミン、フリルオキシフェン、ジベレリン酸、グルホシネート、
グルホシネート－アンモニウム、グルホシネート－Ｐ、グルホシネート－Ｐ－アンモニウ
ム、グルホシネート－Ｐ－ナトリウム、グリホセート、グリホセート－イソプロピルアン
モニウム、－アンモニウム、ジアンモニウム、ジメチルアンモニウム、－カリウム、－ナ
トリウムおよびトリメシウム、Ｈ－９２０１、すなわちＯ－（２，４－ジメチル－６－ニ
トロフェニル）－Ｏ－エチル－イソプロピルホスホルアミドチオエート、、ハラウキシフ
ェン、ハロサフェン、ハロスルフロン、ハロスルフロン－メチル、ハロキシホップ、ハロ
キシホップ－Ｐ、ハロキシホップ－エトキシエチル、ハロキシホップ－Ｐ－エトキシエチ
ル、ハロキシホップ－メチル、ハロキシホップ－Ｐ－メチル、ヘキサジノン、ＨＷ－０２
、すなわち１－（ジメトキシホスホリル）－エチル－（２，４－ジクロロフェノキシ）ア
セテート、イマザメタベンズ、イマザメタベンズ－メチル、イマザモックス、イマザモッ
クス－アンモニウム、イマザピック、イマザピル、イマザピル－イソプロピルアンモニウ
ム、イマザキン、イマザキン－アンモニウム、イマゼタピル、イマゼタピル－アンモニウ
ム、イマゾスルフロン、イナベンフィド、インダノファン、インダジフラム、インドール
－３－イル酢酸（ＩＡＡ）、４－インドール－３－イル酪酸（ＩＢＡ）、ヨードスルフロ
ン、ヨードスルフロン－メチル－ナトリウム、イオフェンスルフロン、イオフェンスルフ
ロン－ナトリウム、イオキシニル、イオキシニル－オクタノエート、－カリウムおよび－
ナトリウム、イプフェンカルバゾン、イソカルバミド、イソプロパリン、イソプロツロン
、イソウロンイソキサベン、イソキサクロトール、イソキサフルトール、イソキサピリホ
ップ、カルブチレート、ＫＵＨ－０４３、すなわち３－（｛［５－（ジフルオロメチル）
－１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル］メチル｝ス
ルホニル）－５，５－ジメチル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール、カルブチレ
ート、ケトスピラドックス、ラクトフェン、レナシル、リニュロン、マレイン酸ヒドラジ
ド、ＭＣＰＡ、ＭＣＰＡ－ブトチル、－ジメチルアンモニウム、－２－エチルヘキシル、
イソプロピルアンモニウム、－カリウムおよび－ナトリウム、ＭＣＰＢ、ＭＣＰＢ－メチ
ル、－エチルおよび－ナトリウム、メコプロップ、メコプロップ－ナトリウム、メコプロ
ップ－ブトチル、メコプロップ－Ｐ－ブトチル、メコプロップ－Ｐ、メコプロップ－Ｐ－
ジメチルアンモニウム、メコプロップ－Ｐ－２－エチルヘキシル、メコプロップ－Ｐ－カ
リウム、メフェナセット、メフルイジド、メピコート－クロリド、メソスルフロン、メソ
スルフロン－メチル、メソトリオン、メタベンズチアズロン、メタム、メタミホップ、メ
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タミトロン、メタザクロール、メタザスルフロン、メタベンズチアズロン、メタゾール、
メチオピルスルフロン、メチオゾリン、メトキシフェノン、メチルダイムロン、１－メチ
ルシクロプロペン、イソチオシアン酸メチル、メトベンズロン、メトブロムロン、メトラ
クロール、Ｓ－メトラクロール、メトスラム、メトクスロン、メトリブジン、メトスルフ
ロン、メトスルフロン－メチル、モリネート、モナリド、モノカルバミド、モノカルバミ
ド二水素硫酸塩、モノリニュロン、モノスルフロン、モノスルフロンエステル、モニュロ
ン、ＭＴ　１２８、すなわち６－クロロ－Ｎ－［（２Ｅ）－３－クロロプロップ－２－エ
ン－１－イル］－５－メチル－Ｎ－フェニルピリダジン－３－アミン、ＭＴ－５９５０、
すなわちＮ－［３－クロロ－４－（１－メチルエチル）－フェニル］－２－メチルペンタ
ンアミド、ＮＧＧＣ－０１１、ナプロアニリド、ナプロパミド、ナプタラム、ＮＣ－３１
０、すなわち４－（２，４－ジクロロベンゾイル）－１－メチル－５－ベンジルオキシピ
ラゾール、ネブロン、ニコスルフロン、ニピラクロフェン、ニトラリン、ニトロフェン、
ニトロフェノラト－ナトリウム（異性体混合物）、ニトロフルオルフェン、ノナン酸、ノ
ルフルラゾン、オレイン酸（脂肪酸）、オルベンカルブ、オルソスルファムロン、オリザ
リン、オキサジアルギル、オキサジアゾン、オキサスルフロン、オキサジクロメフォン、
オキシフルオルフェン、パクロブトラゾール、パラコート、パラコート－ジクロリド、ペ
ブレート、ペラルゴン酸（ノナン酸）、ペンジメタリン、ペンドラリン、ペノキススラム
、ペンタノクロル、ペンタクロルフェノール、ペントキサゾン、ペルフルイドン、ペトキ
サミド、石油、フェニソファム、フェンメジファム、フェンメジファム－エチル、ピクロ
ラム、ピコリナフェン、ピノキサデン、ピペロホス、ピリフェノップ、ピリフェノップ－
ブチル、プレチラクロール、プリミスルフロン、プリミスルフロン－メチル、プロベナゾ
ール、プロフルアゾール、プロシアジン、プロジアミン、プリフルラリン、プロホキシジ
ム、プロヘキサジオン、プロヘキサジオン－カルシウム、プロヒドロジャスモン、プロメ
トン、プロメトリン、プロパクロル、プロパニル、プロパキザホップ、プロパジン、プロ
ファム、プロピソクロール、プロポキシカルバゾン、プロポキシカルバゾン－ナトリウム
、プロピリスルフロン、プロピザミド、プロスルファリン、プロスルホカルブ、プロスル
フロン、プリナクロール、ピラクロニル、ピラフルフェン、ピラフルフェン－エチル、ピ
ラスルホトール、ピラゾリネート（ピラゾレート）、ピラゾスルフロン、ピラゾスルフロ
ン－エチル、ピラゾキシフェン、ピリバムベンズ、ピリバムベンズ－イソプロピル、ピリ
バムベンズ－プロピル、ピリベンゾキシム、ピリブチカルブ、ピリダフォル、ピリデート
、ピリフタリド、ピリミノバック、ピリミノバック－メチル、ピリミスルファン、ピリチ
オバック、ピリチオバック－ナトリウム、ピロキサスルホン、ピロキシスラム、キンクロ
ラック、キンメラック、キノクラミン、キザロホップ、キザロホップ－エチル、キザロホ
ップ－Ｐ、キザロホップ－Ｐ－エチル、キザロホップ－Ｐ－テフリル、リムスルフロン、
サフルフェナシル、セクブメトン、セトキシジム、シデュロン、シマジン、シメトリン、
ＳＮ－１０６２７９、すなわちメチル－（２Ｒ）－２－（｛７－［２－クロロ－４－（ト
リフルオロメチル）フェノキシ］－２－ナフチル｝オキシ）プロパノアート、スルコトリ
オン、スルファレート（ＣＤＥＣ）、スルフェントラゾン、スルホメツロン、スルホメツ
ロン－メチル、スルホセート（グリホセート－トリメシウム）、スルホスルフロン、ＳＷ
－０６５、ＳＹＮ－５２３、ＳＹＰ－２４９、すなわち１－エトキシ－３－メチル－１－
オキソブト－３－エン－２－イル－５－［２－クロロ－４－（トリフルオロメチル）フェ
ノキシ］－２－ニトロベンゾエート、ＳＹＰ－３００、すなわち１－［７－フルオロ－３
－オキソ－４－（プロプ－２－イン－１－イル）－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－１，４－ベ
ンゾオキサジン－６－イル］－３－プロピル－２－チオキソイミダゾリジン－４，５－ジ
オン、２，３，６－ＴＢＡ、テブタム、テブチウロン、テクナゼン、テブチウロン、テフ
リルトリオン、テンボトリオン、テプラロキシジム、テルバシル、テルブカルブ、テルブ
クロル、テルブメトン、テルブチラジン、テルブトリン、テニルクロール、チアフルアミ
ド、チアザフルロン、チアゾピル、チジアジミン、チジアズロン、チエンカルバゾン、チ
エンカルバゾン－メチル、チフェンスルフロン、チフェンスルフロン－メチル、チオベン
カルブ、チオカルバジル、トプラメゾン、トラルコキシジム、トリアファモン、トリアラ
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ート、トリアスルフロン、トリアジフラム、トリアゾフェナミド、トリベヌロン、トリベ
ヌロン－メチル、トリクロロ酢酸（ＴＣＡ）、テブチウロン、トリクロピル、トリジファ
ン、トリエタジン、トリフロキシスルフロン、トリフロキシスルフロン－ナトリウム、ト
リフルラリン、トリフルスルフロン、トリフルスルフロン－メチル、トリメツロン、トリ
ネキサパック、トリネキサパック－エチル、トリトスルフロン、チトデフ、ユニコナゾー
ル、ユニコナゾール－Ｐ、ウレア硫酸塩、ベルノレート、ＺＪ－０８６２、すなわち３，
４－ジクロロ－Ｎ－｛２－［４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）オキシ］ベンジ
ル｝アニリン、および以下の化合物：　
【化１】

【０１０３】
以下、本発明に使用できる除草剤の例を、作用機序毎に分類して例示する。　
【０１０４】
（１）アセチルＣｏＡカルボキシラーゼ（ＡＣＣａｓｅ）阻害剤　アリールオキシフェノ
キシプロピオン酸系ＡＣＣａｓｅ阻害剤：クロジナホップ・プロパルギル、シハロホップ
・ブチル、ジクロホップ・メチル、フェノキサプロップ・Ｐ・エチル、フルアジホップ・
Ｐ・ブチル、ハロキホップ・Ｒ・メチル、プロパキザホップ、キザロホップ・Ｐ・エチル
、メタミホップ、　シクロヘキサンジオン系ＡＣＣａｓｅ阻害剤：アロキシジム、ブトロ
キシジム、クレソジム、シクロキシジム、プロホキシジム、セトキシジム、テプラロキシ
ジム、トラルコキシジム　フェニルピラゾリン系ＡＣＣａｓｅ阻害剤：ピ
ノキサデン（２）アセト乳酸合成酵素（ＡＬＳ）阻害剤　スルホニルウレア系ＡＬＳ阻害
剤：アミドスルフロン、アジムスルフロン、ベンスルフロン・メチル、クロリムロン・エ
チル、クロルスルフロン、シノスルフロン、シクロスルファムロン、エタメトスルフロン
・メチル、エトキシスルフロン、フラザスルフロン、フルピルスルフロン・メチル・Ｎａ
、ホラムスルフロン、ハロスルフロン・メチル、イマゾスルフロン、ヨードスルフロン、
メソスルフロン・メチル、メトスルフロン・メチル、ニコスルフロン、オキサスルフロン
、プリミスルフロン・メチル、ピラゾスルフロン・エチル、リムスルフロン、スルホメツ
ロン・メチル、スルホスルフロン、チフェンスルフロン・メチル、トリアスルフロン、ト
リベニュロン・メチル、トリフロキシスルフロン、トリフルスルフロン・メチル、トリト
スルフロン、オルトスルファムロン、ＴＨ５４７、ＮＣ６２０　イミダゾリノン系（ＡＬ
Ｓ）阻害剤：イマザピク、イマザメタベンズ・メチル、イマザモックス、イマザピル、イ
マザキン、イマゼタピル　トリアゾロピリミジン系ＡＬＳ阻害剤：クロランスランスラム
・メチル、ジクロスラム、フロラスラム、フルメツラム、メトスラム、ペノキススラム　
ピリミジニルサリチル酸系ＡＬＳ阻害剤：ビスピリバック・ナトリウム塩、ピリベンゾキ
シム、ピリフタリド、ピリチオバック・ナトリウム塩、ピリミノバック・メチル、ピリミ
スルファン　トリアゾリノン系ＡＬＳ阻害剤：フルカルバゾン・ナトリウム塩、プロポキ
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シカルバゾン・ナトリウム塩、チエンカルバゾン（３）光合成阻害剤（光化学系ＩＩ）　
トリアジン系：アメトリン、アトラジン、シアナジン、デスメトリン、ジメタメトリン、
プロメトン、プロメトリン、プロパジン、シマジン、シメトリン、テルブメトン、テルブ
チラジン、テルブトリン、トリエタジン　トリアジノン系：ヘキサジノン、メタミトロン
、メトリブジン　トリアゾリノン系：アミカルバゾン　ウラシル系：ブロマシル、レナシ
ル、ターバシル　ピリダジノン系：クロリダゾン　フェニルカーバメート系：デスメディ
ファム、フェンメディファム　ウレア系：クロルブロムロン、クロロトルロン、クロロク
スロン、ジメフロン、ジウロン、エチジムロン、フェニュロン、フルオメツロン、イソプ
ロツロン、イソウロン、リニュロン、メタベンズチアズロン、メトブロムロン、メトキス
ロン、モノリニュロン、ネブロン、シデュロン、テブチウロン　アミド系：プロパニル、
ペンタノクロール　ニトリル系：ブロモフェノキシム、ブロモキシニル、アイオキシニル
　ベンゾチアジアジノン系：ベンタゾン　フェニルピリダジン系：ピリデート、ピリダフ
ォル（４）光活性化による毒性発現剤（光化学系ＩＩ）　ビピリジニウム系：ジクワット
、パラコート（５）プロトポルフィリノーゲンオキシターゼ（ＰＰＯ）阻害剤　ジフェニ
ルエーテル系：アシフルオルフェン、ビフェノックス、クロメトキシフェン、フルオログ
リコフェン、ホメサフェン、ハロサフェン、ラクトフェン、オキシフルオルフェン、クロ
メトキシニル　フェニルピラゾール系：フルアゾレート、ピラフルフェン・エチル　Ｎ－
フェニルフタルイミド系：シニドン・エチル、フルミオキサジン、フルミクロラック・ペ
ンチル　チアジアゾール系：フルチアセット・メチル、チジアジミン　オキサジアゾール
系：オキサジアゾン、オキサジアルギル　トリアゾリノン系：アザフェニジン、カルフェ
ントラゾン・エチル、スルフェントラゾン　オキサゾリジンジオン系：ペントキサゾン　
ピリミジンジオン系：ベンズフェンジゾン、ブタフェナシル　その他：ピラクロニル、プ
ロフルアゾール、フルフェンピル・エチル（６）カロチノイド生合成阻害剤　（ａ）ＰＤ
Ｓ阻害剤　　ピリダジノン系：ノルフルラゾン　　ピリジンカルボキシアミド系：ジフル
フェニカン、ピコリナフェン　　その他：ベフルブタミド、フルリドン、フルロクロリド
ン、フルルタモン　（ｂ）４－ＨＰＰＤ阻害剤　　トリケトン系：メソトリオン、スルコ
トリオン、ベンゾビシクロン、テフリルトリオン　　イソキサゾール系：イソキサクロル
トール、イソキサフルトール　　ピラゾール系：ベンゾフェナップ、ピラゾリネート、ピ
ラゾキシフェン　　その他：ベンゾビシクロン　（ｃ）標的未解明のもの　　トリアゾー
ル系：アミトロール　　イソキサゾリジノン系：クロマゾン　　ジフェニルエーテル系：
アクロニフェン（７）ＥＰＳＰ合成酵素阻害剤　グリシン系：グリホサート、グリホサー
ト・トリメシウム塩（８）グルタミン合成酵素阻害剤　ホスフィン酸系：グルホシネート
、ビアラホス（９）ＤＨＰ生合成阻害剤　カーバメート系：アシュラム（１０）微小管重
合阻害剤　ジニトロアニリン系：ベスロジン、ブトルアリン、ジニトラミン、エタルフル
ラリン、オリザリン、ペンディメタリン、トリフルラリン　リン酸アミド系：アミプロホ
スメチル、ブタミホス　ピリジン系：ジチオピル、チアゾピル　ベンズアミド系：プロピ
ザミド、テブタム、クロルタル・ジメチル（１１）有糸分裂・微小管形成阻害剤　カーバ
メート系：クロルプロファム、プロファム、カルベタミド（１２）超長鎖脂肪酸生合成阻
害剤　クロロアセタミド系：アセトクロール、アラクロール、ブタクロール、ジメタクロ
ール、ジメテナミド、メタザクロール、メトラクロール、ペトキサミド、プレチラクロー
ル、プロパクロール、プロピソクロール、テニルクロール　アセタミド系：ジフェナミド
、ナプロパミド、ナプロアニリド　オキシアセタミド系：フルフェナセット、メフェナセ
ット　テトラゾリノン系：フェントラザミド　その他：アニロホス、カフェンストロール
、ピペロホス（１３）セルロース生合成阻害剤　ニトリル系：ニクロベニル、クロルチア
ミド　ベンズアミド系：イソキサベン　トリアゾロカルボキサミド系：フルポキサム　キ
ノリンカルボン酸系：キンクロラック（１４）アンカプラー　ジニトロフェノール系：Ｄ
ＮＯＣ、ジノセブ、ジノテルブ（１５）脂肪酸伸長阻害剤（非ＡＣＣａｓｅ阻害）　チオ
カーバメート系：ブチレート、シクロエート、ジメピぺレート、ＥＰＴＣ、エスプロカル
ブ、モリネート、オルベンカルブ、ペブレート、プロスルホカルブ、ベンチオカーブ、ピ
リブチカルブ、チオカルバジル、トリアレート、バーナレート　リン酸ジチオエート系：



(22) JP 6509563 B2 2019.5.8

10

20

30

40

50

ベンスルリド　ベンゾフラン系：ベンフレセート、エトフメセート　クロロカルボニック
アシッド系：ＴＣＡ、ダラポン、テトラピオン（１６）オーキシン様除草剤　フェノキシ
カルボン酸系：クロメプロップ、２，４－Ｄ、２，４－ＤＢ、ジクロプロップ、ＭＣＰＡ
、ＭＣＰＢ、ＭＣＰＰ　安息香酸系：クロランベン、ジカンバ、２，３，６－ＴＢＡ　ピ
リジンカルボン酸系：クロピラリド、フルロキシピル、ピクロラム、トリクロピル、キン
クロラック、キンメラック　その他：ベナゾリン・エチル（１７）オーキシン転流阻害剤
　ナフタラメート系：ナプタラム、　セミカルバゾン系：ジフルフェンゾピル・ナトリウ
ム塩、（１８）その他（作用機構不明）　アリールアミノプロピオン酸系：フラムプロッ
プ・Ｍ・メチル、フラムプロップ・イソプロピル、　ピラゾリウム系：ジフェンゾコート
、　有機ヒ素系：ＤＳＭＡ、ＭＳＭＡ、　その他：ブロモブチド、クロルフルレノール、
シンメチリン、クミルロン、ダゾメット、ダイムロン、メチルダイムロン、エトベンザニ
ド、ホサミン、インダノファン、メタム、オキサジクロメホン、オレイン酸、ペラルゴン
酸、ピリブチカルブ。　
【０１０５】
また、除草剤として、スルホニルウレア系化合物や、スルホンアニリド系化合物、ベンゾ
イルシクロヘキサンジオン系化合物、またはその塩からなるものが好ましい。特に好まし
い例として、スルホンアニリド系化合物の例としてのピリミスルファン、トリアファモン
等が挙げられる。また、ベンゾイルシクロヘキサンジオン系化合物の例としてのテフリル
トリオン、ケトスピラドックス、メソトリオン、スルコトリオン、テンボトリオンなどが
挙げられる。　
【０１０６】
植物生長調節剤の例は、　アシベンゾラル、アシベンゾラル－Ｓ－メチル、５－アミノレ
ブリン酸、アンシミドール、６－ベンジルアミノプリン、ブラシノリド、カテキン、クロ
ルメコートクロリド、クロプロップ、シクラニリド、３－（シクロプロップ－１－エニル
）プロピオン酸、ダミノジド、ダゾメット、ｎ－デカノール、ジケグラック、ジケグラッ
ク－ナトリウム、エンドタール、エンドタール－二カリウム、－二ナトリウムおよび－モ
ノ（Ｎ，Ｎ－ジメチルアルキルアンモニウム）、エテホン、フルメトラリン、フルレノー
ル、フルレノール－ブチル、フルプリミドール、ホルクロルフェニュロン、ジベレリン酸
、イナベンフィド、インドール－３－酢酸（ＩＡＡ）、４－インドール－３－イル酪酸、
イソプロチオラン、プロベナゾール、ジャスモン酸、マレイン酸ヒドラジド、メピコート
クロリド、１－メチルシクロプロペン、メチルジャスモネート、２－（１－ナフチル）ア
セトアミド、１－ナフチル酢酸、２－ナフチルオキシ酢酸、ニトロフェノレート混合物、
パクロブトラゾール、Ｎ－（２－フェニルエチル）－β－アラニン、Ｎ－フェニルフタラ
ミン酸、プロヘキサジオン、プロヘキサジオン－カルシウム、プロヒドロジャスモン、サ
リチル酸、ストリゴラクトン、テクナゼン、チジアズロン、チアコンタノール、トリネキ
サパック、トリネキサパック－エチル、チトデフ、ユニコナゾール、ユニコナゾール－Ｐ
である。　
【０１０７】
防除工程で使用できる、本明細書にそれらの「一般名称」によって規定した混合製剤また
はタンクミックス中の殺真菌剤の例は公知であり、例えば、ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ
　Ｍａｎｕａｌの中に記載されている、またはインターネット（例、ｈｔｔｐ：／／ｗｗ
ｗ．ａｌａｎｗｏｏｄ．ｎｅｔ／ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ）で検索できる。　
【０１０８】
１）エルゴステロール生合成の阻害剤、例えば（１．１）アルジモルフ、（１．２）アザ
コナゾール、（１．３）ビテルタノール、（１．４）ブロムコナゾール、（１．５）シプ
ロコナゾール、（１．６）ジクロブトラゾール、（１．７）ジフェノコナゾール、（１．
８）ジニコナゾール、（１．９）ジニコナゾール－Ｍ、（１．１０）ドデモルフ、（１．
１１）ドデモルフアセテート、（１．１２）エポキシコナゾール、（１．１３）エタコナ
ゾール、（１．１４）フェナリモール、（１．１５）フェンブコナゾール、（１．１６）
フェンヘキサミド、（１．１７）フェンプロピジン、（１．１８）フェンプロミモルフ、
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（１．１９）フルキンコナゾール、（１．２０）フルルプリミドール、（１．２１）フル
シラゾール、（１．２２）フルトリアホル、（１．２３）フルコナゾール、（１．２４）
フルコナゾール－シス、（１．２５）ヘキサコナゾール、（１．２６）イマザリル、（１
．２７）イマザリル硫酸塩、（１．２８）イミベンコナゾール、（１．２９）イプコナゾ
ール、（１．３０）メトコナゾール、（１．３１）ミクロブタニル、（１．３２）ナフチ
フィン、（１．３３）ヌアリモール、（１．３４）オキシポコナゾール、（１．３５）パ
クロブトラゾール、（１．３６）ペフラゾエート、（１．３７）ペンコナゾール、（１．
３８）ピペラリン、（１．３９）プロクロラズ、（１．４０）プロピコナゾール、（１．
４１）プロチオコナゾール、（１．４２）ピリブチカルブ、（１．４３）ピリフェノック
ス、（１．４４）キンコナゾール、（１．４５）シメコナゾール、（１．４６）スピロキ
サミン、（１．４７）テブコナゾール、（１．４８）テルビナフィン、（１．４９）テト
ラコナゾール、（１．５０）トリアジメホン、（１．５１）トリアジメノール、（１．５
２）トリデモルフ、（１．５３）トリフルミゾール、（１．５４）トリホリン、（１．５
５）トリチコナゾール、（１．５６）ユニコナゾール、（１．５７）ユニコナゾール－ｐ
、（１．５８）ビニコナゾール、（１．５９）ボリコナゾール、（１．６０）１－（４－
クロロフェニル）－２－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）シクロヘプタノ
ール、（１．６１）メチル１－（２，２－ジメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン
－１－イル）－１Ｈ－イミダゾール－５－カルボキシレート、（１．６２）Ｎ’－
｛５－（ジフルオロメチル）－２－メチル－４－［３－（トリメチルシリル）プロポキシ
］フェニル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１．６３）Ｎ－エチル－
Ｎ－メチル－Ｎ’－｛２－メチル－５－（トリフルオロメチル）－４－［３－（トリメチ
ルシリル）プロポキシ］フェニル｝イミドホルムアミド、（１．６４）Ｏ－［１－（４－
メトキシフェノキシ）－３，３－ジメチルブタン－２－イル］１Ｈ－イミダゾール－１－
カルボチオエート、（１．６５）ピリソキサゾール。　
【０１０９】
２）複合体ＩまたはＩＩでの呼吸鎖の阻害剤、例えば、（２．１）ビキサフェン、（２．
２）ボスカリド、（２．３）カルボキシン、（２．４）ジフルメトリム、（２．５）フェ
ンフラム、（２．６）フルオピラム、（２．７）フルトラニル、（２．８）フルキサピロ
キサド、（２．９）フラメトピル、（２．１０）フルメシクロックス、（２．１１）イソ
ピラザム（ｓｙｎ－エピマーラセミ化合物１ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳおよび抗エピマーラセ
ミ化合物１ＲＳ，４ＳＲ，９ＳＲの混合物）、（２．１２）イソピラザム（抗エピマーラ
セミ化合物１ＲＳ，４ＳＲ，９ＳＲ）、（２．１３）イソピラザム（抗エピマーエナンチ
オマー１Ｒ，４Ｓ，９Ｓ）、（２．１４）イソピラザム（抗エピマーエナンチオマー１Ｓ
，４Ｒ，９Ｒ）、（２．１５）イソピラザム（ｓｙｎ－エピマーラセミ化合物１ＲＳ，４
ＳＲ，９ＲＳ）、（２．１６）イソピラザム（ｓｙｎ－エピマーエナンチオマー１Ｒ，４
Ｓ，９Ｒ）、（２．１７）イソピラザム（ｓｙｎ－エピマーエナンチオマー１Ｓ，４Ｒ，
９Ｓ）、（２．１８）メプロニル、（２．１９）オキシカルボキシン、（２．２０）ペン
フルエン、（２．２１）ペンチオピラド、（２．２２）セダキサン、（２．２３）チフル
ザミド、（２．２４）１－メチル－Ｎ－［２－（１，１，２，２－テトラフルオロエトキ
シ）フェニル］－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
、（２．２５）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［２－（１，１，２，２－
テトラフルオロエトキシ）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．
２６）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４－フルオロ－２－（１，１，２，３，３，３
－ヘキサフルオロプロポキシ）フェニル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボ
キサミド、（２．２７）Ｎ－［１－（２，４－ジクロロフェニル）－１－メトキシプロパ
ン－２－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カル
ボキサミド、（２．２８）５，８－ジフルオロ－Ｎ－［２－（２－フルオロ－４－｛［４
－（トリフルオロメチル）ピリジン－２－イル］オキシ｝フェニル）エチル］キナゾリン
－４－アミン、（２．２９）ベンゾビンジフルピル、（２．３０）Ｎ－［（１Ｓ，４Ｒ）
－９－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレ
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ン－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カル
ボキサミド、（２．３１）Ｎ－［（１Ｒ，４Ｓ）－９－（ジクロロメチレン）－１，２，
３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジフルオロメチ
ル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．３２）３－（ジフル
オロメチル）－１－メチル－Ｎ－（１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－
インデン－４－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．３３）１，３，
５－トリメチル－Ｎ－（１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－
４－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．３４）１－メチル－３－（
トリフルオロメチル）－Ｎ－（１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イン
デン－４－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．３５）１－メチル－
３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［（３Ｒ）－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒ
ドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．３
６）１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［（３Ｓ）－１，１，３－トリメチ
ル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキ
サミド、（２．３７）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［（３Ｓ）－１，１
，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール
－４－カルボキサミド、（２．３８）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［（
３Ｒ）－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１
Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．３９）１，３，５－トリメチル－Ｎ－［（
３Ｒ）－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１
Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．４０）１，３，５－トリメチル－Ｎ－［（
３Ｓ）－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１
Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．４１）ベノダニル、（２．４２）２－クロ
ロ－Ｎ－（１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）ピ
リジン－３－カルボキサミド、（２．４３）Ｎ－［１－（４－イソプロポキシ－２－メチ
ルフェニル）－２－メチル－１－オキソプロパン－２－イル］－３－メチルチオフェン－
２－カルボキサミド。　
【０１１０】
３）複合体ＩＩＩでの呼吸鎖の阻害剤、例えば、（３．１）アメトクトラジン、（３．２
）アミスルブロム、（３．３）アゾキシストロビン、（３．４）シアゾファミド、（３．
５）コウメトキシストロビン、（３．６）コウモキシストロビン、（３．７）ジモキシス
トロビン、（３．８）エノキサストロビン、（３．９）ファモキサドン、（３．１０）フ
ェンアミドン、（３．１１）フルフェノキシストロビン、（３．１２）フルオキサストロ
ビン、（３．１３）クレソキシム－メチル、（３．１４）メトミノストロビン、（３．１
５）オリサストロビン。（３．１６）ピコキシストロビン、（３．１７）ピラクロストロ
ビン、（３．１８）ピラメトストロビン、（３．１９）ピラオキシストロビン、（３．２
０）ピリベンカルブ、（３．２１）トリクロピリカルブ、（３．２２）トリフロキシスト
ロビン、（３．２３）（２Ｅ）－２－（２－｛［６－（３－クロロ－２－メチルフェノキ
シ）－５－フルオロピリミジン－４－イル］オキシ｝フェニル）－２－（メトキシイミノ
）－Ｎ－メチルアセトアミド、（３．２４）（２Ｅ）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メ
チル－２－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エチ
リデン｝アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）アセトアミド、（３．２５）（２Ｅ）－２
－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル－２－｛２－［（Ｅ）－（｛１－［３－（トリフルオ
ロメチル）フェニル］エトキシ｝イミノ）メチル］フェニル｝アセトアミド、（３．２６
）（２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（１Ｅ）－１－（３－｛［（Ｅ）－１－フルオロ－２－
フェニルビニル］オキシ｝フェニル）エチリデン］アミノ｝オキシ）メチル］フェニル｝
－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルアセトアミド、（３．２７）フェンアミノストロ
ビン、（３．２８）５－メトキシ－２－メチル－４－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３
－（トリフルオロメチル）フェニル］エチリデン｝アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）
－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－オン、（３．２９）メチル
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（２Ｅ）－２－｛２－［（｛シクロプロピル［（４－メトキシフェニル）イミノ］メチル
｝スルファニル）メチル］フェニル｝－３－メトキシアクリレート、（３．３０）Ｎ－（
３－エチル－３，５，５－トリメチルシクロヘキシル）－３－ホルムアミド－２－ヒドロ
キシベンズアミド、（３．３１）２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキシ）メチル］
フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド、（３．３２）２－｛２－［（２，
５－ジメチルフェノキシ）メチル］フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド
。　
【０１１１】
４）有糸分裂および細胞分割の阻害剤、例えば、（４．１）ベノミル、（４．２）カルベ
ンダジム、（４．３）クロルフェナゾール、（４．４）ジエトフェンカルブ、（４．５）
エタボキサム、（４．６）フルオピコリド、（４．７）フベリダゾール、（４．８）ペン
シクロン、（４．９）チアベンダゾール、（４．１０）チオファネート－メチル、（４．
１１）チオファネート、（４．１２）ゾキサミド、（４．１３）５－クロロ－７－（４－
メチルピペリジン－１－イル）－６－（２，４，６－トリフルオロフェニル）［１，２，
４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン、（４．１４）３－クロロ－５－（６－クロロ
ピリジン－３－イル）－６－メチル－４－（２，４，６－トリフルオロフェニル）ピリダ
ジン。　
【０１１２】
５）多点作用を示すことのできる化合物、例えば、（５．１）ボルドー合剤、（５．２）
カプタフォール、（５．３）カプタン、（５．４）クロロタロニル、（５．５）水酸化銅
、（５．６）ナフテン酸銅、（５．７）酸化銅、（５．８）オキシ塩化銅、（５．９）硫
酸銅（２＋）、（５．１０）ジクロフルアニド、（５．１１）ジチアノン、（５．１２）
ドジン、（５．１３）トジン遊離塩基、（５．１４）フェルバム、（５．１５）フルオロ
フォルペット、（５．１６）フォルペット、（５．１７）グアザチン、（５．１８）酢酸
グアザチン、（５．１９）イミノクタジン、（５．２０）イミノクタジンアルベシレート
、（５．２１）三酢酸イミノクタジン、（５．２２）マンコッパー、（５．２３）マンコ
ゼブ、（５．２４）マネブ、（５．２５）メチラム、（５．２６）メチラム亜鉛、（５．
２７）オキシン－コッパー、（５．２８）プロパミジン、（５．２９）プロピネブ、（５
．３０）硫黄および多硫化カルシウムを含む硫黄製剤、（５．３１）チラム、（５．３２
）トリルフルアニド、（５．３３）ジネブ、（５．３４）ジラム、（５．３５）アニラジ
ン。　
【０１１３】
６）宿主防衛を誘導できる化合物、例えば（６．１）アシベンゾラル－Ｓ－メチル、（６
．２）イソチアニル、（６．３）プロベナゾール、（６．４）チアジニル、（６．５）ラ
ミナリン。　
【０１１４】
７）アミノ酸および／またはタンパク質生合成の阻害剤、例えば、（７．１）アンドプリ
ム、（７．２）ブラスチシジン－Ｓ、（７．３）シプロジニル、（７．４）カスガマイシ
ン、（７．５）カスガマイシン塩三水和物、（７．６）メパニピリム、（７．７）ピリメ
タニル、（７．８）３－（５－フルオロ－３，３，４，４－テトラメチル－３，４－ジヒ
ドロイソキノリン－１－イル）キノリン、（７．９）オキシテトラサイクリン、（７．１
０）ストレプトマイシン。　
【０１１５】
８）ＡＴＰ産生の阻害剤、例えば、（８．１）酢酸フェンチン、（８．２）塩化フェンチ
ン、（８．３）水酸化フェンチン、（８．４）シルチオファム。　
【０１１６】
９）細胞壁合成の阻害剤、例えば、（９．１）ベンチアバリカルブ、（９．２）ジメトモ
ルフ、（９．３）フルモルフ、（９．４）イプロバリカルブ、（９．５）マンジプロパミ
ド、（９．６）ポリオキシン、（９．７）ポリオキソリム、（９．８）バリダマイシンＡ
、（９．９）バリフェナレート、（９．１０）ポリオキシンＢ。　
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【０１１７】
１０）脂質および膜合成の阻害剤、例えば、（１０．１）ビフェニル、（１０．２）クロ
ロネブ、（１０．３）ジクロラン、（１０．４）エジフェンホス、（１０．５）エトリジ
アゾール、（１０．６）ヨードカルブ、（１０．７）イプロベンホス、（１０．８）イソ
プロチオラン、（１０．９）プロパモカルブ、（１０．１０）塩酸プロパモカルブ、（１
０．１１）プロチオカルブ、（１０．１２）ピラゾホス、（１０．１３）キントゼン、（
１０．１４）テクナゼン、（１０．１５）トルクロホス－メチル。　
【０１１８】
１１）メラニン生合成の阻害剤、例えば、（１１．１）カルプロパミド、（１１．２）ジ
クロシメット、（１１．３）フェノキサニル、（１１．４）フタリド、（１１．５）ピロ
キロン、（１１．６）トリシクラゾ
ール、（１１．７）２，２，２－トリフルオロエチル｛３－メチル－１－［（４－メチル
ベンゾイル）アミノ］ブタン－２－イル｝カルバメート。　
【０１１９】
１２）核酸合成の阻害剤、例えば、（１２．１）ベナラキシル、（１２．２）ベナラキシ
ル－Ｍ（キララキシル）、（１２．３）ブピリミエート、（１２．４）クロジラコン、（
１２．５）ジメチリモール、（１２．６）エチリモール、（１２．７）フララキシル、（
１２．８）ヒメキサゾール、（１２．９）メタラキシル、（１２．１０）メタラキシル－
Ｍ（メフェノキサム）、（１２．１１）オフレース、（１２．１２）オキサジキシル、（
１２．１３）オキソリン酸、（１２．１４）オクチリノン。　
【０１２０】
１３）シグナル伝達の阻害剤、例えば、（１３．１）クロゾリネート、（１３．２）フェ
ニクロニル、（１３．３）フルジオキソニル、（１３．４）イプロジオン、（１３．５）
プロシミドン、（１３．６）キノキシフェン、（１３．７）ビンクロゾリン、（１３．８
）プロキナジド。　
【０１２１】
１４）アンカプラーとして作用できる化合物、例えば、（１４．１）ビナパクリル、（１
４．２）ジノカップ、（１４．３）フェリムゾン、（１４．４）フルアジナム、（１４．
５）メチルジノカップ。　
【０１２２】
１５）また別の化合物、例えば、（１５．１）ベンチアゾール、（１５．２）ベトキサジ
ン、（１５．３）カプシマイシン、（１５．４）カルボン、（１５．５）キノメチオネー
ト、（１５．６）ピリオフェノン（クラザフェノン）、（１５．７）クフラネブ、（１５
．８）シフルフェナミド、（１５．９）シモキサニル、（１５．１０）シプロスルファミ
ド、（１５．１１）ダゾメット、（１５．１２）デバカルブ、（１５．１３）ジクロロフ
ェン、（１５．１４）ジクロメジン、（１５．１５）ジフェンゾコート、（１５．１６）
ジフェンゾコートメチル硫酸塩、（１５．１７）ジフェニルアミン、（１５．１８）エコ
メート、（１５．１９）フェンピラザミン、（１５．２０）フルメトベル、（１５．２１
）フルオロイミド、（１５．２２）フルスルファミド、（１５．２３）フルチアニル、（
１５．２４）フォセチル－アルミニウム、（１５．２５）フォセチル－カルシウム、（１
５．２６）フォセチル－ナトリウム、（１５．２７）ヘキサクロロベンゼン、（１５．２
８）イルママイシン、（１５．２９）メタスルホカルブ、（１５．３０）メチルイソチオ
シアネート、（１５．３１）メトラフェノン、（１５．３２）ミルジオマイシン、（１５
．３３）ナタマイシン、（１５．３４）ニッケルジメチルジチオカルバメート、（１５．
３５）ニトロタール－イソプロピル、（１５．３７）オキサモカルブ、（１５．３８）オ
キシフェンチイン、（１５．３９）ペンタクロロフェノールおよび塩、（１５．４０）フ
ェノトリン、（１５．４１）リン酸およびその塩、（１５．４２）プロパモカルブ－フォ
セチレート、（１５．４３）プロパノシン－ナトリウム、（１５．４４）ピリモルフ、（
１５．４５）（２Ｅ）－３－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－３－（２－クロロピリ
ジン－４－イル）－１－（モルホリン－４－イル）プロプ－２－エン－１－オン、（１５
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．４６）（２Ｚ）－３－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－３－（２－クロロピリジン
－４－イル）－１－（モルホリン－４－イル）プロプ－２－エン－１－オン、（１５．４
７）ピロールニトリン、（１５．４８）テブフロキン、（１５．４９）テクロフタラム、
（１５．５０）トルニファニド、（１５．５１）トリアゾキシド、（１５．５２）トリク
ラミド、（１５．５３）ザリラミド、（１５．５４）（３Ｓ，６Ｓ，７Ｒ，８Ｒ）－８－
ベンジル－３－［（｛３－［（イソブチリルオキシ）メトキシ］－４－メトキシピリジン
－２－イル｝カルボニル）アミノ］－６－メチル－４，９－ジオキソ－１，５－ジオキソ
ナン－７－イル２－メチルプロパノエート、（１５．５５）１－（４－｛４－［（５Ｒ）
－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３
－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル
－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン、（１５．５６
）１－（４－｛４－［（５Ｓ）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒド
ロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－
１－イル）－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－
イル］エタノン、（１５．５７）１－（４－｛４－［５－（２，６－ジフルオロフェニル
）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－
イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ
－ピラゾール－１－イル］エタノン、（１５．５８）１－（４－メトキシフェノキシ）－
３，３－ジメチルメタン－２－イル１Ｈ－イミダゾール－１－カルボキシレート、（１５
．５９）２，３，５，６－テトラクロロ－４－（メチルスルホニル）ピリジン、（１５．
６０）２，３－ジブチル－６－クロロチエノ［２，３－ｄ］ピリミジン－オン、（１５．
６１）２，６－ジメチル－１Ｈ，５Ｈ－［１，４］ジチイノ［２，３－ｃ：５，６－ｃ’
］ジピロール－１，３，５，７（２Ｈ，６Ｈ）－テトロン、（１５．６２）２－［５－メ
チル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４－｛４－
［（５Ｒ）－５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１
，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）エタノン、（１５．６３）２－［
５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４－
｛４－［（５Ｓ）－５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）エタノン、（１５．６４）
２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－
｛４－［４－（５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル）－
１，３－チアゾール－２－イル］ピペリジン－１－イル｝エタノン、（１５．６５）２－
ブトキシ－６－ヨード－３－プロピル－４Ｈ－クロメン－４－オン、（１５．６６）２－
クロロ－５－［２－クロロ－１－（２，６－ジフルオロ－４－メトキシフェニル）－４－
メチル－１Ｈ－イミダゾール－５－イル］ピリジン、（１５．６７）２－フェニルフェノ
ールおよび塩、（１５．６８）３－（４，４，５－トリフルオロ－３，３－ジメチル－３
，４－ジヒドロイソキノリン－１－イル）キノリン、（１５．６９）３，４，５－トリク
ロロピリジン－２，６－ジカルボニトリル、（１５．７０）３－クロロ－５－（４－クロ
ロフェニル）－４－（２，６－ジフルオロフェニル）－６－メチルピリダジン、（１５．
７１）４－（４－クロロフェニル）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－３，６－ジ
メチルピリダジン、（１５．７２）５－アミノ－１，３，４－チアジアゾール－２－チオ
ール、（１５．７３）５－クロロ－Ｎ’－フェニル－Ｎ’－（プロプ－２－イン－１－イ
ル）チオフェン－２－スルホノヒドラジド、（１５．７４）５－フルオロ－２－［（４－
フルオロベンジル）オキシ］ピリミジン－４－アミン、（１５．７５）５－フルオロ－２
－［（４－メチルベンジル）オキシ］ピリミジン－４－アミン、（１５．７６）５－メチ
ル－６－オクチル［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン－７－アミン、（
１５．７７）エチル（２Ｚ）－３－アミノ－２－シアノ－３－フェニルアクリレート、（
１５．７８）Ｎ’－（４－｛［３－（４－クロロベンジル）－１，２，４－チアジアゾー
ル－５－イル］オキシ｝－２，５－ジメチルフェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミド
ホルムアミド、（１５．７９）Ｎ－（４－クロロベンジル）－３－［３－メトキシ－４－
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（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］プロパンアミド、（１５．８０）Ｎ－
［（４－クロロフェニル）（シアノ）メチル］－３－［３－メトキシ－４－（プロプ－２
－イン－１－イルオキシ）フェニル］プロパンアミド、（１５．８１）Ｎ－［（５－ブロ
モ－３－クロロピリジン－２－イル）メチル］－２，４－ジクロロニコチンアミド、（１
５．８２）Ｎ－［１－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）エチル］－２，４
－ジクロロニコチンアミド、（１５．８３）Ｎ－［１－（５－ブロモ－３－クロロピリジ
ン－２－イル）エチル］－２－フルオロ－４－ヨードニコチンアミド、（１５．８４）Ｎ
－｛（Ｅ）－［（シクロプロピルメトキシ）イミノ］［６－（ジフルオロメトキシ）－２
，３－ジフルオロフェニル］メチル｝－２－フェニルアセトアミド、（１５．８５）Ｎ－
｛（Ｚ）－［（シクロプロピルメトキシ）イミノ］［６－（ジフルオロメトキシ）－２，
３－ジフルオロフェニル］メチル｝－２－フェニルアセトアミド、（１５．８６）Ｎ’－
｛４－［（３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－シアノ－１，２－チアゾール－５－イル）オキシ
］－２－クロロ－５－メチルフェニル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、
（１５．８７）Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－
１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－（１，２，３，
４－テトラヒドロナフタレン－１－イル）－１，３－チアゾール－４－カルボキサミド、
（１５．８８）Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－
１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－［（１Ｒ）－１
，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル］－１，３－チアゾール－４－カルボ
キサミド、（１５．８９）Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロ
メチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－［（
１Ｓ）－１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル］－１，３－チアゾール－
４－カルボキサミド、（１５．９０）ペンチル｛６－［（｛［（１－メチル－１Ｈ－テト
ラゾール－５－イル）（フェニル）メチレン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－
イル｝カルバメート、（１５．９１）フェナジン－１－カルボン酸、（１５．９２）キノ
リン－８－オール、（１５．９３）キノリン－８－オール硫酸塩（２：１）、（１５．９
４）ｔｅｒｔ－ブチル｛６－［（｛［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（
フェニル）メチレン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバメート、（
１５．９５）１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２’－（トリフルオロメ
チル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．９６
）Ｎ－（４’－クロロビフェニル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル
－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．９７）Ｎ－（２’，４’－ジクロロ
ビフェニル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボキサミド、（１５．９８）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［４
’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキ
サミド、（１５．９９）Ｎ－（２’，５’－ジフルオロビフェニル－２－イル）－１－メ
チル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．
１００）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［４’－（プロプ－１－イン－１
－イル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１
０１）５－フルオロ－１，３－ジメチル－Ｎ－［４’－（プロプ－１－イン－１－イル）
ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１０２）２
－クロロ－Ｎ－［４’－（プロプ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ニコチ
ンアミド、（１５．１０３）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４’－（３，３－ジメチ
ルブト－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール
－４－カルボキサミド、（１５．１０
４）Ｎ－［４’－（３，３－ジメチルブト－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル
］－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５
．１０５）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－２－イル）－
１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１０６）Ｎ－（４’－エ
チニルビフェニル－２－イル）－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－
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４－カルボキサミド、（１５．１０７）２－クロロ－Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－
２－イル）ニコチンアミド、（１５．１０８）２－クロロ－Ｎ－［４’－（３，３－ジメ
チルブト－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ニコチンアミド、（１５．１０
９）４－（ジフルオロメチル）－２－メチル－Ｎ－［４’－（トリフルオロメチル）ビフ
ェニル－２－イル］－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド、（１５．１１０）５－
フルオロ－Ｎ－［４’－（３－ヒドロキシ－３－メチルブト－１－イン－１－イル）ビフ
ェニル－２－イル］－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１
５．１１１）２－クロロ－Ｎ－［４’－（３－ヒドロキシ－３－メチルブト－イン－１－
イル）ビフェニル－２－イル］ニコチンアミド、（１５．１１２）３－（ジフルオロメチ
ル）－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３－メチルブト－１－イン－１－イル）ビフェニル
－２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１１３）
５－フルオロ－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３－メチルブト－１－イン－１－イル）ビ
フェニル－２－イル］－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（
１５．１１４）２－クロロ－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３－メチルブト－１－イン－
１－イル）ビフェニル－２－イル］ニコチンアミド、（１５．１１５）（５－ブロモ－２
－メトキシ－４－メチルピリジン－３－イル）（２，３，４－トリメトキシ－６－メチル
フェニル）メタノン、（１５．１１６）Ｎ－［２－（４－｛［３－（４－クロロフェニル
）プロプ－２－イン－１－イル］オキシ｝－３－メトキシフェニル）エチル］－Ｎ２－（
メチルスルホニル）バリンアミド、（１５．１１７）４－オキソ－４－［（２－フェニル
エチル）アミノ］ブタン酸、（１５．１１８）ブト－３－イン－１－イル｛６－［（｛［
（Ｚ）－（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェニル）メチレン］アミノ
｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバメート、（１５．１１９）４－アミノ－
５－フルオロピリミジン－２－オール（メソメリー形態：４－アミノ－５－フルオロピリ
ミジン－２（１Ｈ）－オン）、（１５．１２０）プロピル３，４，５－トリヒドロキシベ
ンゾエート、（１５．１２１）１，３－ジメチル－Ｎ－（１，１，３－トリメチル－２，
３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、
（１５．１２２）、１，３－ジメチル－Ｎ－［（３Ｒ）－１，１，３－トリメチル－２，
３－ジヒドロロ－１Ｈ－インデン］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．
１２３）１，３－ジメチル－Ｎ－［（３Ｓ）－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒド
ロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１
２４）［３－（４－クロロ－２－フルオロフェニル）－５－（２，４－ジフルオロフェニ
ル）－１，２－オキサゾール－４－イル］（ピリジン－３－イル）メタノール、（１５．
１２５）（Ｓ）－［３－（４－クロロ－２－フルオロフェニル）－５－（２，４－ジフル
オロフェニル）－１，２－オキサゾール－４－イル］（ピリジン－３－イル）メタノール
、（１５．１２６）（Ｒ）－［３－（４－クロロ－２－フルオロフェニル）－５－（２，
４－ジフルオロフェニル）－１，２－オキサゾール－４－イル］（ピリジン－３－イル）
メタノール、（１５．１２７）２－｛［３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジ
フルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２
，４－トリアゾール－３－チオン、（１５．１２８）１－｛［３－（２－クロロフェニル
）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，
２，４－トリアゾール－５－イルチオシアネート、（１５．１２９）５－（アリルスルフ
ァニル）－１－｛［３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）
オキシラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール、（１５．１３０）
２－［１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘ
プタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン
、（１５．１３１）２－｛［レル（２Ｒ，３Ｓ）－３－（２－クロロフェニル）－２－（
２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－２，４－ジヒドロ－３
Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１５．１３２）２－｛［レル（２Ｒ，３
Ｒ）－３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－
２－イル］メチル｝－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン
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、（１５．１３３）１－｛［レル（２Ｒ，３Ｓ）－３－（２－クロロフェニル）－２－（
２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－ト
リアゾール－５－イルチオシアネート、（１５．１３４）１－｛［レル（２Ｒ，３Ｒ）－
３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イ
ル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－５－イルチオシアネート、（１５．１
３５）５－（アリルスルファニル）－１－｛［レル（２Ｒ，３Ｓ）－３－（２－クロロフ
ェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ
－１，２，４－トリアゾール、（１５．１３６）５－（アリルスルファニル）－１－｛［
レル（２Ｒ，３Ｒ）－３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル
）オキシラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール、（１５．１３７
）２－［（２Ｓ，４Ｓ，５Ｓ）－１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－
２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－
トリアゾール－３－チオン、（１５．１３８）２－［（２Ｒ，４Ｓ，５Ｓ）－１－（２，
４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル
］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１５．１３９
）２－［（２Ｒ，４Ｒ，５Ｒ）－１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－
２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－
トリアゾール－３－チオン、（１５．１４０）２－［（２Ｓ，４Ｒ，５Ｒ）－１－（２，
４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル
］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１５．１４１
）２－［（２Ｓ，４Ｓ，５Ｒ）－１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－
２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－
トリアゾール－３－チオン、（１５．１４２）２－［（２Ｒ，４Ｓ，５Ｒ）－１－（２，
４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル
］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１５．１４３
）２－［（２Ｒ，４Ｒ，５Ｓ）－１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－
２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－
トリアゾール－３－チオン、（１５．１４４）２－［（２Ｓ，４Ｒ，５Ｓ）－１－（２，
４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル
］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１５．１４５
）２－フルオロ－６－（トリフルオロメチル）－Ｎ－（１，１，３－トリメチル－２，３
－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）ベンズアミド、（１５．１４６）２－（６－ベ
ンジルピリジン－２－イル）キナゾリン、（１５．１４７）２－［６－（３－フルオロ－
４－メトキシフェニル）－５－メチルピリジン－２－イル］キナゾリン、（１５．１４８
）３－（４，４－ジフルオロ－３，３－ジメチル－３，４－ジヒドロイソキノリン－１－
イル）キノリン、（１５．１４９）アブシジン酸。　
【０１２３】
クラス（１）～（１５）のすべての列記した混合パートナーは、それらの官能基がこれを
可能にする場合は、適切な塩基または酸とともに塩を形成できる。　
【０１２４】
防除工程で使用できる、本明細書にそれらの「一般名称」によって規定した混合製剤また
はタンクミックス中の殺虫剤／殺ダニ剤／殺線虫剤の例は公知であり、例えば、ｔｈｅ　
Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ（「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」，
１４ｔｈ　Ｅｄ．，Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ
　２００６）の中に記載され、またはインターネット（例、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｌ
ａｎｗｏｏｄ．ｎｅｔ／ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ）で検索できる。　
【０１２５】
（１）アセチルコリンエステラーゼ（ＡＣｈＥ）阻害剤、例えばカルバメート類、例えば
、アルナリカルブ、アルジカルブ、ベンジドカルブ、ベンフラカルブ、ブトカルボキシム
、ブトキシカルボキシム、カルバリル、カルボフラン、カルボスルファン、エチオフェン
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カルブ、フェノブカルブ、ホルメタネート、フラチオカルブ、イソプロカルブ、メチオカ
ルブ、メソミル、メトールカルブ、オキサミル、ピリミカルブ、プロポキスル、チオジカ
ルブ、チオファノックス、トリアザメート、トリメタカルブ、ＸＭＣおよびキシリルカル
ブ；またはオルガノホスフェート類、例えば、アセフェート、アザメチホス、アジンホス
－エチル、アジンホス－メチル、カズサホス、クロレトキシホス、クロルフェンビンホス
、クロルメホス、クロルピリホス、クロルピリホス－メチル、クマホス、シアノホス、デ
メトン－Ｓ－メチル、ジアジノン、ジクロルボス／ＤＤＶＰ、ジクロトホス、ジメトエー
ト、ジメチルビンホス、ジスルホトン、ＥＰＮ、エチオン、エトプロホス、ファンファー
、フェナミホス、フェニトロチオン、フェンチオン、ホスチアゼート、ヘプテノホス、イ
ミシアホス、イソフェンホス、イソプロピルＯ－（メトキシアミノチオ－ホスホリル）サ
リチレート、イソキサチオン、メラチオン、メカルバム、メタミドホス、メチダチオン、
メビンホス、モノクロトホス、ナレッド、オメトエート、オキシデメトン－メチル、パラ
チオン、パラチオン－メチル、フェントエート、ホレート、ホサロン、ホスメット、ホス
ファニドン、ホスキム、ピリミホス－メチル、プロフェノホス、プロペタムホス、プロチ
オホス、ピラクロホス、ピリダフェンチオン、キナルホス、スルホテップ、テブピリムホ
ス、テメホス、テルブホス、テトラクロルビンホス、チオメトン、トリアゾホス、トリク
ロルホンおよびバミドチオン。　
【０１２６】
（２）ＧＡＢＡ作動性塩化物チャネルアンタゴニスト類、例えばシクロジエンオルガノク
ロリン類、例えばクロルデンおよびエンドスルファン；またはフェニルピラゾール類（フ
ィプロール）、例えばエチプロールおよびフィプロニル。　
【０１２７】
（３）ナトリウムチャネルモジュレーター類／膜電位依存性ナトリウムチャネルブロッカ
ー類、例えばピレスロイド類、例えばアクリナトリン、アレトリン、ｄ－シス－トランス
アレトリン、ｄ－トランスアレトリン、ビフェントリン、ビオアレトリン、ビオアレトリ
ンＳ－シクロペンテニル異性体、ビオレスメトリン、シクロプロトリン、シフルトリン、
β－シフルトリン、シハロトリン、λ－シハロトリン、γ－シハロトリン、シペルメトリ
ン、α－シペルメトリン、β－シペルメトリン、θ－シペルメトリン、ζ－シペルメトリ
ン、シフェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体］、デルタメトリン、エムペントリン［
（Ｅ
Ｚ）－（１Ｒ）異性体）、エスフェンバレレート、エトフェンプロックス、フェンプロパ
トリン、フェンバレレート、フルシトリネート、フルメトリン、τ－フルバリネート、ハ
ルフェンプロックス、イミプロトリン、カデトリン、ペルメトリン、フェノトリン［（１
Ｒ）－トランス異性体）、プラレトリン、ピレトリン（ジョチュウギク）、レスメトリン
、シラフルオフェン、テフルトリン、テトラメトリン、テトラメトリン［（１Ｒ）異性体
）］、トラロメトリンおよびトランスフルトリン；またはＤＤＴ；もしくはメトキシクロ
ル。　
【０１２８】
（４）ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）アゴニスト類、例えばネオニコチ
ノイド類、例えばアセタミプリド、クロチアニジン、ジノテフラン、イミダクロプリド、
ニテンピラム、チアクロプリドおよびチアメトキサム；またはニコチン；またはスルホキ
サフロル。　
【０１２９】
（５）ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）アロステリック活性化剤類、例え
ばスピノシン類、例、スピネトラムおよびスピノサド。　
【０１３０】
（６）塩化物チャネル活性化剤、例えばアベルメクチン類／ミルベマイシン類、例えば、
アバメクチン、エマメクチンベンゾエート、レピメクチンおよびミルベメクチン。　
【０１３１】
（７）幼若ホルモンミミック類、例えば幼若ホルモンアナログ類、例えばヒドロプレン、
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キノプレンおよびメトプレン；またはフェノキシカルブ；またはピリプロキシフェン。　
【０１３２】
（８）様々な非特異的（多部位）阻害剤、例えばアルキルハロゲン化物類、例えば、臭化
メチルおよび他のアルキルハロゲン化物類；またはクロロピクリン；またはフッ化スルフ
リル；またはホウ砂；または吐酒石。　
【０１３３】
（９）選択的同翅類採食ブロッカー、例、ピメトロジン；またはフロニカミド。　
【０１３４】
（１０）ダニ生長阻害剤、例えば、クロフェンテジン、ヘキシチアゾクスおよびジフロビ
ダジン；またはエトキサゾール（１１）昆虫中腸膜の微生物破壊剤、例えば、バシラス－
スリンジエンシス・亜種・イスラエレンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎ
ｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉｓ）、バシラス－スリンジエンシ
ス・亜種・アイザワイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅ
ｃｉｅｓ　ａｉｚａｗａｉ）、バシラス－スリンジエンシス・亜種・クルスタキ（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｋｕｒｓｔａｋｉ）
、バシラス－スリンジエンシス・亜種・テネブリオニス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉ
ｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）およびＢ．ｔ．作
物タンパク質：Ｃｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆａ、Ｃｒｙ１Ａ．１０５、Ｃｒ
ｙ２Ａｂ、Ｖｉｐ３Ａ、ｍＣｒｙ３Ａ、Ｃｒｙ３Ａｂ、Ｃｒｙ３Ｂｂ、Ｃｒｙ３４　Ａｂ
１／３５Ａｂ１；またはバシルス・スファエリクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｈａｅｒｉ
ｃｕｓ）。　
【０１３５】
（１２）ミトコンドリアＡＴＰシンターゼの阻害剤、例えば、ジアフェンチウロン；また
は有機スズ系殺ダニ薬、例えば、アゾシクロチン、シヘキサチン、および酸化フェンブタ
スズ；またはプロパルギット；またはテトラジホン（１３）陽子勾配の破壊による酸化的
リン酸化のアンカプラー、例えば、クロルフェナピル、ＤＮＯＣおよびスルフラミド。　
【０１３６】
（１４）ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）チャネルブロッカー、例えば、
ベンスルタップ、カルタップ塩酸塩、チオシクラムおよびチオスルタップ－ナトリウム。
　
【０１３７】
（１５）キチン生合成の阻害剤（タイプ０）、例えば、ビストリフルロン、クロルフルア
ズロン、ジフルベンズロン、フルシクロクスロン、フルフェノクスウロン、ヘキサフルム
ロン、ルフェヌロン、ノバルロン、ノビフルムロン、テフルベンズウロンおよびトリフル
ムロン。　
【０１３８】
（１６）キチン生合成の阻害剤（タイプ１）、例えば、ブプロフェジン。　
【０１３９】
（１７）脱皮破壊剤、例えばシプロマジン。　
【０１４０】
（１８）エクジソン受容体アゴニスト、例えば、クロマフェノジド、ハロフェノジド、メ
トキシフェノジドおよびテブフェノジド。　
【０１４１】
（１９）オクトパミン受容体アゴニスト、例えば、アミトラズ。　
【０１４２】
（２０）ミトコンドリア複合体ＩＩＩ電子伝達阻害剤、例えば、ヒドラメチルノン；また
はアセキノシル；またはフルアクリピリム。　
【０１４３】
（２１）ミトコンドリア複合体Ｉ電子伝達阻害剤、例えばＭＥＴＩ殺ダニ剤、例えば、フ
ェナザキン、フェンピロキシメート、ピリミジフェン、ピリダベン、テブフェンピラドお
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よびトルフェンピラド；またはロテノン（デリス）。　
【０１４４】
（２２）電位依存性ナトリウムチャネルブロッカー、例えば、インドキサカルブ；または
メタフルミゾン。　
【０１４５】
（２３）アセチル－ＣｏＡカルボキシラーゼの阻害剤、例えばテトロン酸およびテトラミ
ン酸誘導体、例えばスピロジクロフェン、スピロメシフェンおよびスピロテトラマト。　
【０１４６】
（２４）ミトコンドリア複合体ＩＶ電子伝達阻害剤、例えばホスフィン類、例えばリン化
アルミニウム、リン化カルシウム、ホスフィンおよびリン化亜鉛；またはシアニド。　
【０１４７】
（２５）ミトコンドリア複合体ＩＩ電子伝達阻害剤、例えば、β－ケトニトリル誘導体、
例えばシエノピラフェンおよびシフルメトフェン。　
【０１４８】
（２８）リアノジン受容体モジュレーター、例えばジアミド類、例えばクロラントラニリ
プロールおよびフルベンジアミド。　
【０１４９】
作用機序が未知もしくは不明確であるまた別の有効成分、例えば、アミドフルメト、アザ
ジラクチン、ベンクロチアズ、ベンゾキシメート、ビフェナゼート、ブロモプロピレート
、キノメチオネート、氷晶石、ジコホール、ジフロビダジン、フルエンスルホン、フルフ
ェネリム、フルフィプロール、フルオピラム、フフェノジド、イミダクロチズ、イプロジ
オン、メペルフルトリン、ピリダリル、ピリフルキナゾン、テトラメチルフルトリンおよ
びヨードメタン；さらにバシラス・フィルムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）（菌
株ＣＮＣＭＩ－１５８２、例えばＶＯＴｉＶＯ（商標）、ＢｉｏＮｅｍなどを含むがそれ
らに限定されない）または以下の公知の活性化合物の内の１つ：３－ブロモ－Ｎ－｛２－
ブロモ－４－クロロ－６－［（１－シクロプロピルエチル）カルバモイル］フェニル｝－
１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（国際
公開第２００５／０７７９３４号パンフレットから公知）、４－｛［（６－ブロモピリジ
ン－３－イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（国
際公開第２００７／１１５６４４号パンフレットから公知）、４－｛［（６－フルオロピ
リジン－３－イル）メチル］（２，２－ジフルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）
－オン（国際公開第２００７／１１５６４４号パンフレットから公知）、４－｛［（２－
クロロ－１，３－チアゾール－５－イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラ
ン－２（５Ｈ）－オン（国際公開第２００７／１１５６４４号パンフレットから公知）、
４－｛［（６－クロルピリジン－３－イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フ
ラン－２（５Ｈ）－オン（国際公開第２００７／１１５６４４号パンフレットから公知）
、フルピラジフロン、４－｛［（６－クロル－５－フルオロピリジン－３－イル）メチル
］（メチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（国際公開第２００７／１１５６４３号
パンフレットから公知）、４－｛［（５，６－ジクロロピリジン－３－イル）メチル］（
２－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（国際公開第２００７／１１５
６４６号パンフレットから公知）、４－｛［（６－クロロ－５－フルオロピリジン－３－
イル）メチル］（シクロプロピル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（国際公開第２０
０７／１１５６４３号パンフレットから公知）、４－｛［（６－クロロピリジン－３－イ
ル）メチル］（シクロプロピル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（欧州特許出願公開
第０５３９５８８（Ａ）号パンフレットから公知）、４－｛［（６－クロルピリジン－３
－イル）メチル］（メチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（欧州特許出願公開第０
５３９５８８号パンフレットから公知）、｛［１－（６－クロロピリジン－３－イル）エ
チル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニリデン｝シアナミド（国際公開第２００７
／１４９１３４号パンフレットから公知）およびそのジアステレオマー｛［（１Ｒ）－１
－（６－クロロピリジン－３－イル）エチル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニリ
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デン｝シアナミド（Ａ）および｛［（１Ｓ）－１－（６－クロロピリジン－３－イル）エ
チル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニリデン｝シアナミド（Ｂ）（国際公開第２
００７／１４９１３４号パンフレットから公知）ならびにジアステレオマー［（Ｒ）－メ
チル（オキシド）｛（１Ｒ）－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル］
エチル｝－λ４－スルファニリデン］シアナミド（Ａ１）およびジアステレオマーＡの基
（国際公開第２０１０／０７４７４７号パンフレット、国際公開第２０１０／０７４７５
１号パンフレットから公知）と呼ばれる［（Ｓ）－メチル（オキシド）｛（１Ｓ）－１－
［６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル］エチル｝－λ４－スルファニリデン
］シアナミド（Ａ２）、［（Ｒ）－メチル（オキシド）｛（１Ｓ）－１－［６－（トリフ
ルオロメチル）ピリジン－３－イル］エチル｝－λ４－スルファニリデン］シアナミド（
Ｂ１）およびジアステレオマーＢの基（国際公開第２０１０／０７４７４７号パンフレッ
ト、国際公開第２０１０／０７４７５１号パンフレットから公知）と呼ばれる［（Ｓ）－
メチル（オキシド）｛（１Ｒ）－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル
］エチル｝－λ４－スルファニリデン］シアナミド（Ｂ２）、および１１－（４－クロロ
－２，６－ジメチルフェニル）－１２－ヒドロキシ－１，４－ジオキサ－９－アザスピロ
［４．２．４．２］テトラデク－１１－エン－１０－オン（国際公開第２００６／０８９
６３３号パンフレットから公知）、３－（４’－フルオロ－２，４－ジメチルビフェニル
－３－イル）－４－ヒドロキシ－８－オキサ－１－アザスピロ［４．５］デク－３－エン
－２－オン（国際公開第２００８／０６７９１１号パンフレットから公知）、１－｛２－
フルオロ－４－メチル－５－［（２，２，２－トリフルオロエチル）スルフィニル］フェ
ニル｝－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－５－アミン（
国際公開第２００６／０４３６３５号パンフレットから公知）、アフィドピロペン（国際
公開第２００８／０６６１５３号パンフレットから公知）、２－シアノ－３－（ジフルオ
ロメトキシ）－Ｎ，Ｎ－ジメチルベンゼンスルホンアミド（国際公開第２００６／０５６
４３３号パンフレットから公知）、２－シアノ－３－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－メチ
ルベンゼンスルホンアミド（国際公開第２００６／１００２８８号パンフレットから公知
）、２－シアノ－３－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－エチルベンゼンスルホンアミド（国
際公開第２００５／０３５４８６号パンフレットから公知）、４－（ジフルオロメトキシ
）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－１，２－ベンゾチアゾール－３－アミン１，１－ジオキシ
ド（国際公開第２００７／０５７４０７号パンフレットから公知）、Ｎ－［１－（２，３
－ジメチルフェニル）－２－（３，５－ジメチルフェニル）エチル］－４，５－ジヒドロ
－１，３－チアゾール－２－アミン（国際公開第２００８／１０４５０３号パンフレット
から公知）、｛１’－［（２Ｅ）－３－（４－クロロフェニル）プロプ－２－エン－１－
イル］－５－フルオロスピロ［インドール－３，４’－ピペリジン］－１（２Ｈ）－イル
｝（２－クロロピリジン－４－イル）メタノン（国際公開第２００３／１０６４５７号パ
ンフレットから公知）、３－（２
，５－ジメチルフェニル）－４－ヒドロキシ－８－メトキシ－１，８－ジアザスピロ［４
．５］デク－３－エン－２－オン（国際公開第２００９／０４９８５１号パンフレットか
ら公知）、３－（２，５－ジメチルフェニル）－８－メトキシ－２－オキソ－１，８－ジ
アザスピロ［４．５］デク－３－エン－４－イルエチルカーボネート（国際公開第２００
９／０４９８５１号パンフレットから公知）、４－（ブト－２－イン－１－イルオキシ）
－６－（３，５－ジメチルピペリジン－１－イル）－５－フルオロピリミジン（国際公開
第２００４／０９９１６０号パンフレットから公知）、（２，２，３，３，４，４，５，
５－オクタフルオロペンチル）（３，３，３－トリフルオロプロピル）マロノニトリル（
国際公開第２００５／０６３０９４号パンフレットから公知）、（２，２，３，３，４，
４，５，５－オクタフルオロペンチル）（３，３，４，４，４－ペンタフルオロブチル）
マロノニトリル（国際公開第２００５／０６３０９４号パンフレットから公知）、８－［
２－（シクロプロピルメトキシ）－４－（トリフルオロメチル）フェノキシ］－３－［６
－（トリフルオロメチル）ピリダジン－３－イル］－３－アザビシクロ［３．２．１］オ
クタン（国際公開第２００７／０４０２８０号パンフレットから公知）、フロメトキン、
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ＰＦ１３６４（ＣＡＳ登録番号：１２０４７７６－６０－２）（特表２０１０／０１８５
８６号公報から公知）、５－［５－（３，５－ジクロロフェニル）－５－（トリフルオロ
メチル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－２－（１Ｈ－１，２
，４－トリアゾール－１－イル）ベンゾニトリル（国際公開第２００７／０７５４５９号
パンフレットから公知）、５－［５－（２－クロロピリジン－４－イル）－５－（トリフ
ルオロメチル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－２－（１Ｈ－
１，２，４－トリアゾール－１－イル）ベンゾニトリル（国際公開第２００７／０７５４
５９号パンフレットから公知）、４－［５－（３，５－ジクロロフェニル）－５－（トリ
フルオロメチル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－２－メチル
－Ｎ－｛２－オキソ－２－［（２，２，２－トリフルオロエチル）アミノ］エチル｝ベン
ズアミド（国際公開第２００５／０８５２１６号パンフレットから公知）、４－｛［（６
－クロロピリジン－３－イル）メチル］（シクロプロピル）アミノ｝－１，３－オキサゾ
ール－２（５Ｈ）－オン、４－｛［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］（２，２
－ジフルオロエチル）アミノ｝－１，３－オキサゾール－２（５Ｈ）－オン、４－｛［（
６－クロロピリジン－３－イル）メチル］（エチル）アミノ｝－１，３－オキサゾール－
２（５Ｈ）－オン、４－｛［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］（メチル）アミ
ノ｝－１，３－オキサゾール－２（５Ｈ）－オン（国際公開第２０１０／００５６９２号
パンフレットから公知）、ピフルブミド（国際公開第２００２／０９６８８２号パンフレ
ットから公知）、メチル２－［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－
イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－クロロ－３－メチル
ベンゾイル］－２－メチルヒドラジンカルボキシレート（国際公開第２００５／０８５２
１６号パンフレットから公知）、メチル２－［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロ
ピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－シア
ノ－３－メチルベンゾイル］－２－エチルヒドラジンカルボキシレート（国際公開第２０
０５／０８５２１６号パンフレットから公知）、メチル２－［２－（｛［３－ブロモ－１
－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミ
ノ）－５－シアノ－３－メチルベンゾイル］－２－メチルヒドラジンカルボキシレート（
国際公開第２００５／０８５２１６号パンフレットから公知）、メチル２－［３，５－ジ
ブロモ－２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾ
ール－５－イル］カルボニル｝アミノ）ベンゾイル］－１，２－ジエチルヒドラジンカル
ボキシレート（国際公開第２００５／０８５２１６号パンフレットから公知）、メチル２
－［３，５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）
－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）ベンゾイル］－２－エチルヒドラ
ジンカルボキシレート（国際公開第２００５／０８５２１６号パンフレットから公知）、
（５ＲＳ，７ＲＳ；５ＲＳ，７ＳＲ）－１－（６－クロロ－３－ピリジルメチル）－１，
２，３，５，６，７－ヘキサヒドロ－７－メチル－８－ニトロ－５－プロポキシイミダゾ
［１，２－ａ］ピリジン（国際公開第２００７／１０１３６９号パンフレットから公知）
、２－｛６－［２－（５－フルオロピリジン－３－イル）－１，３－チアゾール－５－イ
ル］ピリジン－２－イル｝ピリミジン（国際公開第２０１０／００６７１３号パンフレッ
トから公知）、２－｛６－［２－（ピリジン－３－イル）－１，３－チアゾール－５－イ
ル］ピリジン－２－イル｝ピリミジン（国際公開第２０１０／００６７１３号パンフレッ
トから公知）、１－（３－クロロピリジン－２－イル）－Ｎ－［４－シアノ－２－メチル
－６－（メチルカルバモイル）フェニル］－３－｛［５－（トリフルオロメチル）－１Ｈ
－テトラゾール－１－イル］メチル｝－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（国際公
開第２０１０／０６９５０２号パンフレットから公知）、１－（３－クロロピリジン－２
－イル）－Ｎ－［４－シアノ－２－メチル－６－（メチルカルバモイル）フェニル］－３
－｛［５－（トリフルオロメチル）－２Ｈ－テトラゾール－２－イル］メチル｝－１Ｈ－
ピラゾール－５－カルボキサミド（国際公開第２０１０／０６９５０２号パンフレットか
ら公知）、Ｎ－［２－（ｔｅｒｔ－ブチルカルバモイル）－４－シアノ－６－メチルフェ
ニル］－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－３－｛［５－（トリフルオロメチル）
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－１Ｈ－テトラゾール－１－イル］メチル｝－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（
国際公開第２０１０／０６９５０２号パンフレットから公知）、Ｎ－［２－（ｔｅｒｔ－
ブチルカルバモイル）－４－シアノ－６－メチルフェニル］－１－（３－クロロピリジン
－２－イル）－３－｛［５－（トリフルオロメチル）－２Ｈ－テトラゾール－２－イル］
メチル｝－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（国際公開第２０１０／０６９５０２
号パンフレットから公知）、（１Ｅ）－Ｎ－［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル
］－Ｎ’－シアノ－Ｎ－（２，２－ジフルオロエチル）エタンイミダミン（国際公開第２
００８／００９３６０号パンフレットから公知）、Ｎ－［２－（５－アミノ－１，３，４
－チアジアゾール－２－イル）－４－クロロ－６－メチルフェニル］－３－ブロモ－１－
（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（中国特許
第１０２０５７９２５号明細書から公知）、メチル２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［
３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カ
ルボニル｝アミノ）ベンゾイル］－２－エチル－１－メチルヒドラジンカルボキシレート
（国際公開第２０１１／０４９２３３号パンフレットから公知）、ヘプタフルトリン、ピ
リミノストロビン、フルフェノキシストロビンおよび３－クロロ－Ｎ２－（２－シアノプ
ロパン－２－イル）－Ｎ１－［４－（１，１，１，２，３，３，３－ヘプタフルオロプロ
パン－２－イル）－２－メチルフェニル］フタラミド（国際公開第２０１２／０３４４７
２号パンフレットから公知）。　
【０１５０】
防除工程で使用できる、混合製剤またはタンクミックス中の微生物の例。　
【０１５１】
優れた植物耐性および温血動物にとって好都合の毒性と組み合わせて環境から良好に忍容
される本発明の微生物は、植物および植物器官を保護するため、収穫高を増加させるため
、収穫物質の品質を向上させるため、ならびに農業、園芸、畜産、森林、庭園およびレジ
ャー施設、貯蔵製品および物質の保護ならびに衛生分野において遭遇する動物害虫、特に
昆虫類、クモ類、蠕虫類、線虫類および軟体類を防除するために適切である。これらは、
好ましくは植物保護作用因子として使用できる。これらは、通常であれば感受性および抵
抗性種に対して、ならびに発達の全段階もしくは一部の段階に対して活性である。上記の
微生物には、細菌領域由来の微生物、真菌領域由来の微生物、原虫類領域由来の殺虫性微
生物、ウイルス領域由来の殺虫性微生物、昆虫病原性線虫の領域由来の微生物が含まれる
。　
【０１５２】
下記の群の化合物は、例えば毒性緩和剤と見なされる：Ｓ１）複素環式カルボン酸誘導体
の群の化合物：Ｓ１ａ）ジクロロフェニルピラゾリン－３－カルボン酸のタイプの化合物
（Ｓ１ａ）、好ましくは国際公開第９１／０７８７４（Ａ）号パンフレットに記載された
１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－（エトキシカルボニル）－５－メチル－２－ピ
ラゾリン－３－カルボン酸、エチル１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－（エトキシ
カルボニル）－５－メチル－２－ピラゾリン－３－カルボキシレート（Ｓ１－１）（「メ
フェンピル（－ジエチル）」）などの化合物、および関連化合物；Ｓ１ｂ）ジクロロフェ
ニルピラゾールカルボン酸（Ｓ１ｂ）の誘導体、好ましくは、欧州特許出願第３３３１３
１（Ａ）号明細書および同第２６９８０６（Ａ）号明細書に記載された例えばエチル１－
（２，４－ジクロロフェニル）－５－メチルピラゾール－３－カルボキシレート（Ｓ１－
２）、エチル１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－イソプロピルピラゾール－３－カ
ルボキシレート（Ｓ１－３）、エチル１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－（１，１
－ジメチルエチル）ピラゾール－３－カルボキシレート（Ｓ１－４）などの化合物ならび
に関連化合物；Ｓ１ｃ）１，５－ジフェニルピラゾール－３カルボン酸の誘導体（Ｓ１ｃ

）、好ましくは、例えば欧州特許出願第２６８５５４（Ａ）号明細書に記載された例えば
エチル１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－フェニルピラゾール－３－カルボキシレ
ート（Ｓ１－５）、メチル１－（２－クロロフェニル）－５－フェニルピラゾール－３－
カルボキシレート（Ｓ１－６）などの化合物および関連化合物；Ｓ１ｄ）トリアゾールカ
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ルボン酸のタイプの化合物（Ｓ１ｄ）、好ましくは、欧州特許出願第１７４５６２（Ａ）
号明細書および同第３４６６２０（Ａ）号明細書に記載されたフェンクロラゾール（－エ
チル）、つまりエチル１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－トリクロロメチル－（１
Ｈ）－１，２，４－トリアゾール－３－カルボキシレート（Ｓ１－７）化合物ならびに関
連化合物；Ｓ１ｅ）５－ベンジル－もしくは５－フェニル－２－イソキサゾリン－３－カ
ルボン酸または５，５－ジフェニル－２－イソキサゾリン－３カルボン酸のタイプの化合
物（Ｓ１ｅ）、好ましくは、国際公開第９１／０８２０２（Ａ）号パンフレットに記載さ
れたエチル５－（２，４－ジクロロベンジル）－２－イソキサゾリン－３－カルボキシレ
ート（Ｓ１－８）もしくはエチル５－フェニル－２－イソキサゾリン－３－カルボキシレ
ート（Ｓ１－９）化合物および関連化合物、５，５－ジフェニル－２－イソキサゾリンカ
ルボン酸（Ｓ１－１０）もしくはエチル５，５－ジフェニル－２－イソキサゾリンカルボ
キシレート（Ｓ１－１１）（「イソキサジフェン－エチル」）もしくはｎ－プロピル５，
５－ジフェニル－２－イソキサゾリンカルボキシレート（Ｓ１－１２）もしくは国際公開
第９５／０７８９７（Ａ）号パンフレットに記載されたエチル５－（４－フルオロフェニ
ル）－５－フェニル－２－イソキサゾリン－３－カルボキシレート（Ｓ１－１３）。　
【０１５３】
Ｓ２）８－キノリンオキシ誘導体の群の化合物（Ｓ２）：Ｓ２ａ）８－キノリンオキシ酢
酸のタイプの化合物（Ｓ２
ａ）、好ましくは欧州特許出願第８６７５０（Ａ）号明細書、同第９４３４９（Ａ）号明
細書および同第１９１７３６（Ａ）号明細書または同第０４９２３６６（Ａ）号明細書に
記載された１－メチルヘキシル（５－クロロ－８－キノリンオキシ）アセテート（一般名
「クロキントセット－メキシル」（Ｓ２－１）、１，３－ジメチル－ブト－１－イル（５
－クロロ－８－キノリンオキシ）アセテート（Ｓ２－２）、４－アリルオキシブチル（５
－クロロ－８－キノリンオキシ）アセテート（Ｓ２－３）、１－アリルオキシプロプ－２
－イル（５－クロロ－８－キノリンオキシ）アセテート（Ｓ２－４）、エチル（５－クロ
ロ－８－キノリンオキシ）アセテート（Ｓ２－５）、メチル（５－クロロ－８－キノリン
オキシ）アセテート（Ｓ２－６）、アリル（５－クロロ－８－キノリンオキシ）アセテー
ト（Ｓ２－７）、２－（２－プロピリデンイミノオキシ）－１－エチル（５－クロロ－８
－キノリンオキシ）アセテート（Ｓ２－８）、２－オキソ－プロプ－１－イル（５－クロ
ロ－８－キノリンオキシ）アセテート（Ｓ２－９）および関連化合物、ならびにさらに欧
州特許出願第２００２／３４０４８（Ａ）号明細書に記載された（５－クロロ－８－キノ
リンオキシ）酢酸（Ｓ２－１０）、その水和物および塩、例えば、そのリチウム、ナトリ
ウム、カリウム、カルシウム、マグネシウム、アルミニウム、鉄、アンモニウム、第四級
アンモニウム、スルホニウムもしくはホスホニウム塩；Ｓ２ｂ）（５－クロロ－８－キノ
リンオキシ）マロン酸のタイプの化合物（Ｓ２ｂ）、好ましくは欧州特許出願第０５８２
１９８（Ａ）号明細書に記載された、ジエチル（５－クロロ－８－キノリンオキシ）マロ
ネート、ジアリル（５－クロロ－８－キノリンオキシ）マロネート、メチルエチル（５－
クロロ－８－キノリンオキシ）マロネート化合物などの化合物および関連化合物。　
【０１５４】
Ｓ３）植物発芽前毒性緩和剤として使用されることの多いジクロロアセトアミドのタイプ
の活性化合物（土壌作用性毒性緩和剤）（Ｓ３）、例えば、「ジクロルミド」（Ｎ，Ｎ－
ジアリル－２，２－ジクロロアセトアミド）（Ｓ３－１）、「Ｒ－２９１４８」（Ｓｔａ
ｕｆｆｅｒ社製の３－ジクロロアセチル－２，２，５－トリメチル－１，３－オキサゾリ
ジン）（Ｓ３－２）、Ｓｔａｕｆｆｅｒ社製の「Ｒ－２８７２５」（３－ジクロロアセチ
ル－２，２－ジメチル－１，３－オキサゾリジン）（Ｓ３－３）、「ベノキサコル」（４
－ジクロロアセチル－３，４－ジヒドロ－３－メチル－２Ｈ－１，４－ベンゾキサジン）
（Ｓ３－４）、ＰＰＧ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ社製の「ＰＰＧ－１２９２」（Ｎ－アリル
－Ｎ－［（１，３－ジオキソラン－２－イル）メチル］ジクロロアセトアミド）（Ｓ３－
５）、Ｓａｇｒｏ－Ｃｈｅｍ社製の「ＤＫＡ－２４」（Ｎ－アリル－Ｎ－［（アリルアミ
ノカルボニル）メチル］ジクロロアセトアミド）（Ｓ３－６）、Ｎｉｔｒｏｋｅｍｉａ社
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またはＭｏｎｓａｎｔｏ社製の「ＡＤ－６７」または「ＭＯＮ４６６０」（３－ジクロロ
アセチル－１－オキサ－３－アザ－スピロ［４，５］デカン）（Ｓ３－７）、ＴＲＩ－Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌ　ＲＴ社製の「ＴＩ－３５」（１－ジクロロアセチルアゼパン）（Ｓ３－
８）、ＢＡＳＦ社製の「ジクロノン」（ジシクロノン）または「ＢＡＳ１４５１３８」ま
たは「ＬＡＢ１４５１３８」（Ｓ３－９）（（ＲＳ）－１－ジクロロアセチル－３，３，
８ａ－トリメチルペルヒドロピロロ［１，２－ａ］ピリミジン－６－オン）、「フリラゾ
ール」または「ＭＯＮ１３９００」（（ＲＳ）－３－ジクロロアセチル－５－（２－フリ
ル）－２，２－ジメチルオキサゾリジン）（Ｓ３－１０）およびさらにその（Ｒ）－異性
体（Ｓ３－１１）。　
【０１５５】
Ｓ４）アシルスルホンアミドのクラスの化合物（Ｓ４）：Ｓ４ａ）国際公開第９７／４５
０１６（Ａ）号パンフレットに記載された式（Ｓ４ａ）：　
【化２】

【０１５６】
（式中、　ＲＡ

１は、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキルであ
り、最後２つのラジカルはハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６

）－アルコキシおよび（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルチオからなる群からｖＡ置換基で置換さ
れ、環式ラジカルの場合は、さらに（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルおよび（Ｃ１－Ｃ４）－ハ
ロアルキルであり；　ＲＡ

２は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）
－アルコキシ、ＣＦ３であり；　ｍＡは、１もしくは２であり；ｖＤは、０、１、２もし
くは３である）のＮ－アシルスルホンアミドおよびその塩、　Ｓ４ｂ）国際公開第９９／
１６７４４（Ａ）号パンフレットに記載された式（Ｓ４ｂ）：　
【化３】

【０１５７】
（式中、　ＲＢ

１、ＲＢ
２は、相互から独立して水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ

３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）－アルキニ
ルであり、　ＲＢ

３は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロア
ルキル、もしくは（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシであり、　ｍＢは、１もしくは２である）
ベンズアミドのタイプの化合物およびその塩、例えば、式中　ＲＢ

１＝シクロプロピル、
ＲＢ

２＝水素および（ＲＢ
３）＝２－ＯＭｅ（「シプロスルファミド」、Ｓ４－１）、　

ＲＢ
１＝シクロプロピル、ＲＢ

２＝水素および（ＲＢ
３）＝５－Ｃｌ－２－ＯＭｅ（Ｓ４

－２）、　ＲＢ
１＝エチル、ＲＢ

２＝水素および（ＲＢ
３）＝２－ＯＭｅ（Ｓ４－３）、

　ＲＢ
１＝イソプロピル、ＲＢ

２＝水素および（ＲＢ
３）＝５－Ｃｌ－２－ＯＭｅ（Ｓ４

－４）および　ＲＢ
１＝イソプロピル、ＲＢ

２＝水素および（ＲＢ
３）＝２－ＯＭｅ（Ｓ

４－５）の４－（ベンゾイルスルファモイルである化合物およびその塩。　
【０１５８】
Ｓ４ｃ）欧州特許出願第３６５４８４（Ａ）号明細書に記載された式（Ｓ４ｃ）：　
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【化４】

【０１５９】
（式中、　ＲＣ

１，ＲＣ
２は、相互から独立して、水素、（Ｃ１－Ｃ８）－アルキル、（

Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）－アルキ
ニルであり、　ＲＣ

３は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アル
コキシ、ＣＦ３であり、　ｍＣは、１もしくは２である）のベンゾイルスルファモイルフ
ェニルウレアのクラスの化合物、例えば、１－［４－（Ｎ－２－メトキシベンゾイルスル
ファモイル）フェニル］－３－メチルウレア、１－［４－（Ｎ－２－メチルベンゾイルス
ルファモイル）フェニル］－３，３－ジメチルウレア、１－［４－（Ｎ－４，５－ジメチ
ルベンゾイルスルファモイル）フェニル］－３－メチルウレア、Ｓ４ｄ）例えば中国特許
第１０１８３８２２７号明細書から公知である、式（Ｓ４ｄ）：　

【化５】

【０１６０】
（式中、　ＲＤ

４は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキ
シ、ＣＦ３であり；　ｍＤは、１もしくは２であり；　ＲＤ

５は、水素、（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－
Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ５－Ｃ６）－シクロアルケニルである）のＮ－フェニルスルホ
ニルテレフタールアミドのタイプの化合物およびその塩。　
【０１６１】
Ｓ５）ヒドロキシ芳香族および芳香脂肪族カルボン酸誘導体のクラスの活性化合物（Ｓ５
）、例えば、国際公開第２００４／０８４６３１号パンフレット、同第２００５／０１５
９９４号パンフレット、同第２００５／０１６００１号パンフレットに記載されたエチル
３，４，５－トリアセトキシベンゾエート、３，５－ジメトキシ－４－ヒドロキシ安息香
酸、３，５－ジヒドロキシ安息香酸、４－ヒドロキシサリチル酸、４－フルオロサリチル
酸、２－ヒドロキシ桂皮酸、２，４－ジクロロ桂皮酸。　
【０１６２】
Ｓ６）１，２－ジヒドロキノキサリン－２－オンのクラスの活性化合物（Ｓ６）、例えば
、国際公開第２００５／１１２６３０（Ａ）号パンフレットに記載された１－メチル－３
－（２－チエニル）－１，２－ジヒドロキノキサリン－２－オン、１－メチル－３－（２
－チエニル）－１，２－ジヒドロキノキサリン－２－チオン、１－（２－アミノエチル）
－３－（２－チエニル）－１，２－ジヒドロキノキサリン－２－オン塩酸塩、１－（２－
メチルスルホニルアミノエチル）－３－（２－チエニル）－１，２－ジヒドロキノキサリ
ン－２－オン。　
【０１６３】
Ｓ７）国際公開第９８／３８８５６号パンフレットに記載された、ジフェニルメトキシ酢
酸誘導体のクラスの化合物（Ｓ７）、例えば、メチルジフェニルメトキシ酢酸（ＣＡＳ登
録番号：４１８５８－１９－９）（Ｓ７－１）、エチルジフェニルメトキシ酢酸もしくは
ジフェニルメトキシ酢酸。　
【０１６４】
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Ｓ８）国際公開第９８／２７０４９（Ａ）号パンフレットに記載された、式（Ｓ８）：　
【化６】

【０１６５】
（式中、記号および指数は下記の意味を有する：　ＲＤ

１は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）
－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ

４）－ハロアルコキシであり、　ＲＤ
２は、水素もしくは（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルであ

り、　ＲＤ
３は、水素、（Ｃ１－Ｃ８）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）－アルケニル、（Ｃ

２－Ｃ４）－アルキニルもしくはアリール（式中、上記の炭素含有ラジカルのそれぞれは
、未置換または１つ以上の、好ましくは３個までの、ハロゲンおよびアルコキシからなる
群からの同一もしくは異なるラジカルで置換されている）であり、　ｎＤは、０～２の整
数である）の化合物またはそれらの塩。　
【０１６６】
Ｓ９）国際公開第１９９９／００００２０（Ａ）号パンフレットに記載された、３－（５
－テトラゾリルカルボニル）－２－キノロンのクラスからの活性化合物（Ｓ９）、例えば
、１，２－ジヒドロ－４－ヒドロキシ－１－エチル－３－（５－テトラゾリルカルボニル
）－２－キノロン（ＣＡＳ登録番号：２１９４７９－１８－２）、１，２－ジヒドロ－４
－ヒドロキシ－１－メチル－３－（５－テトラゾリルカルボニル）－２－キノロン（ＣＡ
Ｓ登録番号
：９５８５５－００－８）。　
【０１６７】
Ｓ１０）国際公開第２００７／０２３７１９（Ａ）号パンフレットおよび同第２００７／
０２３７６４（Ａ）号パンフレットに記載された式（Ｓ１０ａ）もしくは（Ｓ１０ｂ）：
　

【化７】

【０１６８】
（式中、　ＲＥ

１は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、メトキシ、ニトロ、シアノ
、ＣＦ３、ＯＣＦ３であり、　ＹＥ、ＺＥは、相互から独立して、ＯもしくはＳであり、
　ｎＥは、０～４の整数であり、　ＲＥ

２は、（Ｃ１－Ｃ１６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ

６）－アルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、アリール；ベンジル、ハロベンジ
ルであり、　ＲＥ

３は、水素もしくは（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルである）の化合物。　
【０１６９】
Ｓ１１）種子粉衣として公知であるオキシイミノ化合物のタイプの活性化合物（Ｓ１１）
、例えばメトラクロール損傷に対する雑穀のための「オキサベトリニル」（（Ｚ）－１，
３－ジオキソラン－２－イルメトキシイミノ（フェニル）アセトニトリル）（Ｓ１１－１
）、メトラクロールに対する雑穀のための種子粉衣として公知である「フルキソフェニム
」（１－（４－クロロフェニル）－２，２，２－トリフルオロ－１－エタノンＯ－（１，
３－ジオキソラン－２－イルメチル）オキシム）（Ｓ１１－２）、およびメトラクロール
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４３０８９」（（Ｚ）－シアノメトキシイミノ（フェニル）アセトニトリル）（Ｓ１１－
３）。　
【０１７０】
Ｓ１２）イソチオクロマノン類のクラスの活性化合物（Ｓ１２）、例えば、国際公開第１
９９８／１３３６１（Ａ）号パンフレットからのメチル［（３－オキソ－１Ｈ－２－ベン
ゾチオピラン－４（３Ｈ）－イリデン）メトキシ］アセテート（ＣＡＳ登録番号：２０５
１２１－０４－６）（Ｓ１２－１）および関連化合物。　
【０１７１】
Ｓ１３）以下の群（Ｓ１３）からの１つ以上の化合物：チオカルバメート除草剤損傷に対
するコーンのための種子粉衣として公知である、「ナフタル酸無水物」（１，８－ナフタ
レンジカルボン酸無水物）（Ｓ１３－１）、植え付けた稲におけるプレチラクロールのた
めの毒性緩和剤として公知である「フェンクロリム」（４，６－ジクロロ－２－フェニル
ピリミジン）（Ｓ１３－２）、アラクロールおよびメトラクロール損傷に対するダニのた
めの種子粉衣毒性緩和剤として公知である、「フルラゾール」（ベンジル２－クロロ－４
－トリフルオロメチル－１，３－チアゾール－５－カルボキシレート）（Ｓ１３－３）、
イミダゾリン損傷に対するコーンのための毒性緩和剤として公知である、Ａｍｅｒｉｃａ
ｎ　Ｃｙａｎａｍｉｄ社製の「ＣＬ　３０４４１５」（ＣＡＳ登録番号：３１５４１－５
７－８）（４－カルボキシ－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－１－ベンゾピラン－４－酢酸）（
Ｓ１３－４）、コーンのための毒性緩和剤として公知である、Ｎｉｔｒｏｋｅｍｉａ社製
の「ＭＧ　１９１」（ＣＡＳ登録番号：９６４２０－７２－３）（２－ジクロロメチル－
２－メチル－１，３－ジオキソラン）（Ｓ１３－５）、Ｎｉｔｒｏｋｅｍｉａ社製の「Ｍ
Ｇ　８３８」（ＣＡＳ登録番号：１３３９９３－７４－５）（２－プロペニル１－オキサ
－４－アザスピロ［４．５］デカン－４－カルボジチオエート）（Ｓ１３－６）、「ジス
ルホトン」（０，０－ジエチルＳ－２－エチルチオエチルホスホロジチオエート）（Ｓ１
３－７）、「ジエトレート」（Ｏ，Ｏ－ジエチルＯ－フェニルホスホロチオエート）（Ｓ
１３－８）、「メフェネート」（４－クロロフェニルメチルカルバメート）（Ｓ１３－９
）。　
【０１７２】
Ｓ１４）有害植物に対する除草作用の他に、稲などの作物植物に毒性緩和剤作用もまた有
する活性化合物、例えばモリネート除草剤損傷に対する稲のための毒性緩和剤として公知
である、「ジメピペレート」もしくは「ＭＹ９３」（Ｓ－１－メチル－１－フェニルエチ
ルピペリジン－１－カルボチオエート）、イマゾスルフロン除草剤損傷に対する稲のため
の毒性緩和剤として公知である、「ダイムロン」もしくは「ＳＫ２３」（１－（１－メチ
ル－１－フェニルエチル）－３－ｐ－トリルウレア）、一部の除草剤損傷に対する稲のた
めの毒性緩和剤として公知である、「クミルロン」＝「ＪＣ９４０」（３－（２－クロロ
フェニルメチル）－１－（１－メチル－１－フェニルエチル）ウレア、特開昭６０－０８
７２５４号公報参照）、一部の除草剤損傷に対する稲のための毒性緩和剤として公知であ
る、「メトキシフェノン」もしくは「ＮＫ０４９」（３，３’－ジメチル－４－メトキシ
ベンゾフェノン）、稲における一部の除草剤損傷に対する毒性緩和剤として公知である、
Ｋｕｍｉａｉ製の「ＣＳＢ」（１－ブロモ－４－（クロロメチルスルホニル）ベンゼン）
（ＣＡＳ登録番号５４０９１－０６－４）。　
【０１７３】
Ｓ１５）国際公開第２００８／１３１８６１（Ａ）号パンフレットおよび同第２００８／
１３１８６０（Ａ）号パンフレットに記載された式（Ｓ１５）：　
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【化８】

【０１７４】
（式中、　ＲＨ

１は、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルであり、　ＲＨ
２は、水素もしくは

ハロゲンであり、　ＲＨ
３，ＲＨ

４は、相互から独立して、水素、（Ｃ１－Ｃ１６）－ア
ルキル、（Ｃ２－Ｃ１６）－アルケニルもしくは（Ｃ２－Ｃ１６）－アルキニルであり、
　このとき、最後に挙げた３つのラジカルそれぞれは未置換、またはハロゲン、ヒドロキ
シ、シアノ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルコキシ、（Ｃ１－
Ｃ４）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルアミノ、ジ－［（Ｃ１－Ｃ４）－アル
キル］－アミノ、［（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ］－カルボニル、［（Ｃ１－Ｃ４）－ハ
ロアルコキシ］－カルボニル、未置換もしくは置換（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、未
置換もしくは置換フェニル、および未置換もしくは置換ヘテロシクリルからなる群からの
１つ以上のラジカルで置換されているか；　または４～６員の飽和もしくは不飽和炭素環
とともに縮合された環の１つの部位では（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ４－Ｃ６

）－シクロアルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルケニル、または４～６員の飽和もし
くは不飽和炭素環とともに縮合された環の１つの部位では（Ｃ４－Ｃ６）－シクロアルケ
ニルであり、　このとき、最後に挙げた４つのラジカルのそれぞれは、未置換またはハロ
ゲン、ヒドロキシ、シアノ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキル
、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）－ア
ルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル］－アミ
ノ、［（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ］－カルボニル、［（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルコキシ
］－カルボニル、未置換もしくは置換（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、未置換もしくは
置換フェニル、および未置換もしくは置換ヘテロシクリルからなる群からの１つ以上のラ
ジカルで置換されているか；または　ＲＨ

３は、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、（Ｃ２－
Ｃ４）－アルケニルオキシ、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニルオキシもしくは（Ｃ２－Ｃ４）
－ハロアルコキシであり、および　ＲＨ４は、水素もしくは（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルで
あり、または　ＲＨ

３およびＲＨ
４は、直接結合Ｎ原子と一緒に、さらにＮ原子の他にＮ

、ＯおよびＳからなる群からのヘテロ環原子、好ましくは２個までのまた別のヘテロ環原
子を含有していてよい、および未置換またはハロゲン、シアノ、ニトロ、（Ｃ１－Ｃ４）
－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ

４）－ハロアルコキシおよび（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルチオからなる群からの１つ以上の
ラジカルで置換されている４～８員複素環である）の化合物またはその互変異性体。　
【０１７５】
Ｓ１６）主として除草剤として使用されるだけではなく、作物植物に毒性緩和剤作用も有
する活性化合物、例えば（２，４－ジクロロフェノキシ）酢酸（２，４－Ｄ）、（４－ク
ロロフェノキシ）酢酸、（Ｒ，Ｓ）－２－（４－クロロ－ｏ－トリルオキシ）プロピオン
酸（メコプロプ）、４－（２，４－ジクロロフェノキシ）酪酸（２，４－ＤＢ）、（４－
クロロ－ｏ－トリルオキシ）酢酸（ＭＣＰＡ）、４－（４－クロロ－ｏ－トリルオキシ）
酪酸、４－（４－クロロフェノキシ）酪酸、３，６－ジクロロ－２－メトキシ安息香酸（
ジカンバ）、１－（エトキシカルボニル）エチル３，６－ジクロロ－２－メトキシベンゾ
エート（ラクチジクロル－エチル）。　
【０１７６】
好ましい毒性緩和剤は：クロキントセット－メキシル、シプロスルファミド、フェンクロ
ラゾール－エチル、イソキサジフェン－エチル、メフェンピル－ジエチル、フェンクロリ
ム、クミルロン、Ｓ４－１およびＳ４－５であり、特に好ましいのは：クロキントセット
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－メキシル、シプロスルファミド、イソキサジフェン－エチルおよびメフェンピル－ジエ
チルである。　
【０１７７】
下記は、本発明によって使用できる可能性のある薬剤の限定的リストである。　
【０１７８】
除草剤：例、トリアファモン、テフリルトリオン、オキサジアルギル、エトキシスルフロ
ン、ダイムロン　殺虫剤：例、イミダクロプリド　殺真菌剤：例、イソチアニル　肥料：
例、ＺｎＳＯ４　毒性緩和剤：例、イソキサジフェン－エチル　軟体動物駆除剤：例、ニ
クロサミド（Ｂａｙｌｕｓｃｉｄｅ（登録商標））　生物学的物質：例、微生物もしくは
シグナル伝達分子；バシラス・サブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）（Ｑ
ＳＴ７１３）（Ｓｅｒｅｎａｄｅ（登録商標））、バシラス・プミリス（Ｂａｃｉｌｌｕ
ｓ　ｐｕｍｉｌｉｓ）（ＱＳＴ２８１８）（Ｓｏｎａｔａ（登録商標））、３種のテルペ
ン類のブレンド（Ｒｅｑｕｉｅｍ（登録商標））　植物強壮性化合物　およびそれらの組
み合わせ。　
【０１７９】
なお、本発明の液剤においては、農薬活性成分として、一種の化合物（剤）を使用しても
良く、複数種を組み合わせて使用しても良い。　
【０１８０】
好ましい実施形態によると、本発明の方法で散布される液剤は、除草剤、殺真菌剤、殺虫
剤、軟体動物駆除剤および肥料からなる群から選択される少なくとも２種の異なる化合物
の組み合わせを含む。　
【０１８１】
好ましくは、除草剤は、オキサジアルギル、トリアファモン、テフリルトリオン、フェン
トラザミド、メフェナセト、ベンスルフロン－メチルおよびプレチラクロールからなる群
から選択される；殺真菌剤は、イソチアニルである；殺虫剤は、イミダクロプリドである
；軟体動物駆除剤は、ニクロサミドである；および肥料は、亜鉛である。　
【０１８２】
少なくとも２種の異なる化合
物のそのような組み合わせの好ましい例は、オキサジアルギルおよびトリアファモン；オ
キサジアルギルおよびテフリルトリオン；オキサジアルギルおよびテフリルトリオンおよ
びフェントラザミド；トリアファモンおよびテフリルトリオン；フェントラザミドおよび
テフリルトリオン；トリアファモンおよびフェントラザミドおよびテフリルトリオン；メ
フェナセトおよびベンスルフロン－メチル；プレチラクロールおよびベンスルフロン－メ
チル；トリアファモンおよびメフェナセトおよびベンスルフロン－メチル；ならびにトリ
アファモンおよびプレチラクロールおよびベンスルフロン－メチルからなる群より選択さ
れる。さらに好ましいのは、トリアファモン、テフリルトリオンおよびオキサジアルギル
；ならびにトリアファモン、オキサジアルギルおよびベンスルフロン－メチルの３種から
なる組み合わせである。　
【０１８３】
少なくとも２種の異なる化合物の組み合わせを含む液剤のさらに好ましい例は、トリアフ
ァモンおよびテフリルトリオンおよびイソチアニル；トリアファモンおよびテフリルトリ
オンおよびイミダクロプリド；トリアファモンおよびテフリルトリオンおよびイソチアニ
ルおよびイミダクロプリド；トリアファモンおよびテフリルトリオンおよびイソチアニル
およびニクロサミド；トリアファモンおよびテフリルトリオンおよびイソチアニルおよび
イミダクロプリドおよびニクロサミドならびにトリアファモンおよびテフリルトリオンイ
ソチアニルおよびイミダクロプリドおよびニクロサミドおよび亜鉛からなる群より選択さ
れる。　
【０１８４】
特に好ましくは、液剤は、オキサジアルギルおよびトリアファモン；ならびにトリアファ
モンおよびテフリルトリオンからなる群；トリアファモン、テフリルトリオンおよびオキ
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サジアルギル；ならびにトリアファモン、オキサジアルギルおよびベンスルフロン－メチ
ルからなる３種の組み合わせの群より選択される少なくとも２種の異なる除草剤の組み合
わせを含んでいる。さらに特に好ましいのは、液剤は、トリアファモンおよびテフリルト
リオンおよびイソチアニルの組み合わせを含んでいる。さらに特に好ましいのは、液剤は
、トリアファモン、テフリルトリオン、イソチアニル、イミダクロプリドおよびニクロサ
ミドの組み合わせを含んでいる。　
【０１８５】
本発明の方法において、液剤は、種々の製剤の形態でよく、その具体例としては、例えば
、液剤（水性懸濁剤（フロアブル、乳剤または水和剤を水で懸濁したもの）、水溶剤）、
ＡＬ剤、マイクロカプセル剤等を例示することができる。これらの製剤はそれ自体既知の
方法で、例えば、農薬活性物質を、展開剤、すなわち、液体の希釈剤または担体と、場合
によっては界面活性剤、すなわち、乳化剤および／または分散剤と共に混合することによ
って行われる。その際に展開剤として水を用いる場合には、例えば、有機溶媒を補助溶媒
として使用することができる。本発明においては、作業性の観点から、フロアブルが好適
である。フロアブルとしては、農薬活性物質に加えて、水、界面活性剤、液体の希釈剤（
有機溶剤）およびポリマー樹脂、特にアクリル樹脂（アクリル酸アルキルエステルおよび
／またはメタアクリル酸アルキルエステルを構成単位とする（共）重合体樹脂）を含む水
性懸濁組成物が好ましい。係る水性懸濁組成物には、必要に応じて、消泡剤、防腐剤、増
粘剤、分散剤、凍結防止剤等を適宜添加することができる。フロアブル中の農薬活性物質
の含有量は、１～５０重量部、特に５～４０重量部が好ましい。界面活性剤の含有量は、
０．０１～１０重量部、特に０．１～５重量部の範囲が好ましい。また、希釈剤の含有量
は、１～５０重量部、特に５～３０重量部が好ましい。アクリル樹脂の含有量は、０．１
～２０重量部、特に１～１０重量部の範囲が好ましい。消泡剤、防腐剤、増粘剤等の他の
添加成分については、合計０～１０重量部、特に０～５重量部の範囲が好ましい。水性懸
濁組成物中のポリマー樹脂は、顆粒状ポリマー樹脂が好ましく、特に粉砕処理等により微
細化したものが好ましい。　
【０１８６】
液体の希釈剤または担体としては、例えば、芳香族炭化水素（例えば、キシレン、トルエ
ン、アルキルナフタレン等）、クロル化芳香族またはクロル化脂肪族炭化水素（例えば、
クロロベンゼン類、塩化エチレン類、塩化メチレン等）、脂肪族炭化水素［例えば、シク
ロヘキサン等、パラフィン類（例えば、鉱油留分等）］、アルコール類（例えば、ブタノ
ール等のＣ２～Ｃ１０アルコール、エチレングリコール、プロピレングリコール等のグリ
コール等およびそれらのエーテル、エステル等）、ケトン類（例えば、アセトン、メチル
エチルケトン、メチルイソブチルケトン、シクロヘキサノン等）、強極性溶媒（例えば、
ジメチルホルムアミド、ジメチルスルホキシド等）、水等を挙げることができる。　
【０１８７】
界面活性剤としては、例えば、非イオンおよび陰イオン界面活性剤［例えば、ポリオキシ
エチレン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン脂肪酸アルコールエーテル（例えば、アル
キルアリールポリグリコールエーテル、アルキルスルホン酸塩、アルキル硫酸塩、アリー
ルスルホン酸塩）、トリスチルフェノールおよびそのエトキシレート］、アルブミン加水
分解生成物等を挙げることができる。　
【０１８８】
分散剤には、例えば、リグニンサルファイト廃液やメチルセルロース等が包含される。　
【０１８９】
固着剤も製剤（粉剤、粒剤、乳剤）に使用することができ、該固着剤としては、例えば、
カルボキシメチルセルロース、天然および合成ポリマー（例えば、アラビアゴム、ポリビ
ニルアルコール、ポリビニルアセテート等）を挙げることができる。　
【０１９０】
着色剤を使用することもでき、該着色剤としては、例えば、無機顔料（例えば、酸化鉄、
酸化チタン、プルシアンブルー等）、アリザリン染料、アゾ染料または金属フタロシアニ
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ン染料のような有機染料、さらに、鉄、マンガン、ボロン、銅、コバルト、モリブデン、
亜鉛等の金属の塩のような微量要素を挙げることができる。　
【０１９１】
本発明の方法および田植機搭載型液剤散布装置に使用する液剤は、上記フロアブル、乳剤
、または水和剤を所定の濃度まで希釈剤例えば水で希釈して調整することができる。　
【０１９２】
本発明の田植機搭載型液剤散布装置での薬剤散布量は適宜調整できるが３～１００Ｌ／ｈ
ａが望ましく、５～３０Ｌ／ｈａが更に望ましい。　
【０１９３】
本発明の実施形態に係る農薬製剤は、水稲－水田雑草間の選択的除草効果を獲得すること
ができる。そして、防除することができる水田雑草の例として以下のものが挙げられる。
　
【０１９４】
次の属の双子葉植物：タデ属（Ｐｏｌｙｇｏｎｕｍ）、イヌガラシ属（Ｒｏｒｉｐｐａ）
、キカシグサ属（Ｒｏｔａｌａ）、アゼナ属（Ｌｉｎｄｅｒｎｉａ）、タコウギ属（Ｂｉ
ｄｅｎｓ）、アブノメ属（Ｄｏｐａｔｒｉｕｍ）、タカサブロウ属（Ｅｃｌｉｐｔａ）、
ミゾハコベ属（Ｅｌａｔｉｎｅ）、オオアブノメ属（Ｇｒａｔｉｏｌａ）、アゼトウガラ
シ属（Ｌｉｎｄｅｒｎｉａ）、ミズキンバイ属（Ｌｕｄｗｉｇｉａ）、セリ属（Ｏｅｎａ
ｎｔｈｅ）、キンポウゲ属（Ｒａｎｕｎｃｕｌｕｓ）、サワトウガラシ属（Ｄｅｉｎｏｓ
ｔｅｍａ）など。　
【０１９５】
次の属の単子葉植物：ヒエ属（Ｅｃｈｉｎｏｃｈｌｏａ）、キビ属（Ｐａｎｉｃｕｍ）、
スズメノカタビラ属（Ｐｏａ）、カヤツリグサ属（Ｃｙｐｅｒｕｓ）、ミズアオイ属（Ｍ
ｏｎｏｃｈｏｒｉａ）、テンツキ属（Ｆｉｍｂｒｉｓｔｙｌｉｓ）、オモダカ属（Ｓａｇ
ｉｔｔａｒｉａ）、ハリイ属（Ｅｌｅｏｃｈａｒｉｓ）、ホタルイ属（Ｓｃｉｒｐｕｓ）
、サジオモダカ属（Ａｌｉｓｍａ）、イボクサ属（Ａｎｅｉｌｅｍａ）、スブタ属（Ｂｌ
ｙｘａ）、ホシクサ属（Ｅｒｉｏｃａｕｌｏｎ）、ヒルムシロ属（Ｐｏｔａｍｏｇｅｔｏ
ｎ）、ニクキビ属（Ｂｒａｃｈｉａｒｉａ）、アゼガヤ属（Ｌｅｐｔｏｃｈｌｏａ）、ス
フェノクレア属（Ｓｐｈｅｎｏｃｌｅａ）、イネ（Ｏｒｙｚａ）など。　
【０１９６】
より具体的に、例えば次の代表的な水田雑草に関して使用することができる。　
【０１９７】
植物名　　　　　　　　　ラテン名双子葉植物　デンジソウ　　　　　　Ｍａｒｉｓｉｌ
ｅａ　ｑｕａｄｒｉｆｏｌｉａ　ヒデリコ　　　　　　　Ｆｉｍｂｒｉｓｔｙｌｉｓ　ｍ
ｉｌｉａｃｅａ　ナガボノウルシ　　　　Ｓｐｈｅｎｏｃｌｅａ　ｚｅｙｌａｎｉｃａ　
ヒメミソハギ類　　　　Ａｍｍａｎｎｉａ　ｓｐ．　キカシグサ　　　　　　Ｒｏｔａｌ
ａ　ｉｎｄｉｃａ　Ｋｏｅｈｎｅ　アゼナ　　　　　　　　Ｌｉｎｄｅｒｎｉａ　ｐｒｏ
ｃｕｍｂｅｎｓ　　　　　　　　　　　　　Ｐｈｉｌｃｏｘ　アメリカアゼナ　　　　Ｌ
ｉｎｄｅｒｎｉａ　ｄｕｂｉａ　Ｌ．　Ｐｅｎｎ．　タケトアゼナ　　　　　Ｌｉｎｄｅ
ｒｎｉａ　ｄｕｂｉａ　ｓｕｂｓｐ．　　　　　　　　　　　　Ｄｕｂｉａ　タカサブロ
ウ　　　　　Ｅｃｌｉｐｔａ　ｐｒｏｓｔｒａｔａ　アゼトウガラシ　　　　Ｌｉｎｄｅ
ｒｎｉａ　ａｎｇｕｓｔｉｆｏｌｉａ　チヨウジタデ　　　　　Ｌｕｄｗｉｇｉａ　ｐｒ
ｏｓｔｒａｔａ　　　　　　Ｒｏｘｂｕｒｇｈ　タデ類　　　　　　　　Ｐｏｌｙｇｏｎ
ｕｍ　ｓｐ．　アメリカツノクサネム　Ｓｅｓｂａｎｉａ　ｅｘａｌｔａｔａ　ヒルムシ
ロ　　　　　　Ｐｏｔａｍｏｇｅｔｏｎ　ｄｉｓｔｉｎｃｔｕｓ　　Ａ．　Ｂｅｎｎ　ミ
ゾハコベ　　　　　　Ｅｌａｔｉｎｅ　ｔｒｉａｎｄｒａ　Ｓｃｈｋ　セリ　　　　　　
　　　Ｏｅｎａｎｔｈｅ　ｊａｖａｎｉｃａ　　クサネム　　　　　　　Ａｅｓｃｈｙｎ
ｏｍｅｎｅ　ｉｎｄｉｃａ　ウキアゼナ　　　　　　Ｂａｃｏｐａ　ｒｏｔｕｎｄｉｆｏ
ｌｉａ　　アメリカセンダングサ　Ｂｉｄｅｎｓ　ｆｒｏｎｄｏｓａ　　アブノメ　　　
　　　　Ｄｏｐａｔｒｉｕｍ　ｊｕｎｃｅｕｍ　オオアブノメ　　　　　Ｇｒａｔｉｏｌ
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ａ　ｊａｐｏｎｉｃａ単子葉植物　タイヌビエ　　　　　　Ｅｃｈｉｎｏｃｈｌｏａ　ｏ
ｒｙｚｉｃｏｌａ　　　Ｖａｓｉｎｇ　コヒメビエ　　　　　　Ｅｃｈｉｎｏｃｈｌｏｒ
　ｃｏｌｏｎｕｍ　イヌビユ　　　　　　　Ｅ．　ｃｒｕｓ－ｇａｌｌｉ　イボクサ　　
　　　　　Ａｎｅｉｌｅｍａ　ｋｅｉｓａｋ　キシュウスズメノヒエ　Ｐａｓｐａｌｕｍ
　ｄｉｓｔｉｃｈｕｍ　コゴメガヤツリ　　　　Ｃｙｐｅｒｕｓ　ｉｒｉａ　ハマスゲ　
　　　　　　Ｃ．　ｒｏｔｕｎｄｕｓ　マツバイ　　　　　　　Ｅｌｅｏｃｈａｒｉｓ　
ａｃｉｃｕｌａｒｉｓ　Ｌ．　　クログワイ　　　　　　Ｅｌｅｏｃｈｒｉｓ　ｋｕｒｏ
ｇｕｗａｉ　Ｏｈｗｉ　タマガヤツリ　　　　　Ｃｙｐｅｒｕｓ　ｄｉｆｆｏｒｍｉｓ　
Ｌ．　ミズガヤツリ　　　　　Ｃｙｐｅｒｕｓ　ｓｅｒｏｔｉｎｕｓ　　　　　　　　　
　　　　Ｒｏｔｔｂｏｅｌ　ヒメカンガレイ　　　　Ｓｃｉｒｐｕｓ　ｍｕｃｒｏｎａｔ
ｕｓ　コウキヤガラ　　　　　Ｓ．　ｐｌａｎｉｃｕｌｍｉｓ　イヌホタルイ　　　　　
Ｓｃｉｒｐｕｓ　ｊｕｎｃｏｉｄｅｓ　Ｒｏｘｂ　　　タイワンヤマイ　　　　Ｓｃｉｒ
ｕｐｕｓ　Ｗａｌｌｉｃｈｉｉ　Ｎｅｅｓ　ヒメホタルイ　　　　　Ｓｃｉｒｕｐｕｓ　
Ｌｉｎｅｏｌａｔｕｓ　シズイ　　　　　　　　Ｓｃｉｒｐｕｓ　ｅｔｕｂｅｒｃｕｌａ
ｔｕｓ　コナギ　　　　　　　　Ｍｏｎｏｃｈｏｒｉａ　ｖａｇｉｎａｌｉｓ　　　　　
　　　　　　　　Ｐｒｅｓｌ　ウリガワ　　　　　　　Ｓａｇｉｔｔａｒｉａ　ｐｙｇｍ
ａｅａ　Ｍｉｑ　ヘラオモダカ　　　　　Ａｌｉｓｍａ　ｃａｎａｌｉｃｕｌａｔｕｍ　
Ａ．　　　　　　　　　　　　　Ｂｒ．　ｅｔ　Ｂｏｕｃｈｅ　サジオモダカ　　　　　
Ａｌｉｓｍａ　ｐｌａｎｔａｇｏ－ａｑｕａｔｉｃａ　　ｖａｒ．　Ｏｒｉｅｎｔａｌｅ
　Ｓａｍｕｅｌｓ．　オモダカ　　　　　　　Ｓａｇｉｔｔａｒｉａ　ｔｒｉｆｏｌｉａ
　ミズアオイ　　　　　　Ｍｏｎｏｃｈｏｒｉａ　ｋｏｒｓａｋｏｗｉｉ　アゼガヤ　　
　　　　　Ｌｅｐｔｏｃｈｌｏａ　ｃｈｉｎｅｎｓｉｓ　テンツキ　　　　　　　Ｆｉｍ
ｂｒｉｓｔｙｌｉｓ　ベントグラス　　　　　Ａｇｒｏｓｔｉｓ　ｓｐｅｃ．　アメリカ
コナギ　　　　Ｈｅｔｅｒａｎｔｈｅｒａ　ｌｉｍｏｓａ　　　　　　　　　　　　　（
ＳＷ．）　ＷＩＬＬ　なお、本発明の農薬製剤は、これらの草種の雑草に対
する使用に限定されるものではなく、他の草種の雑草に対しても同様に適用することがで
きる。　
【０１９８】
本発明の方法によって企図される疾患に特に制限はないが、液剤は、例えば、ネコブカビ
類（Ｐｌａｓｍｏｄｉｏｐｈｏｒｏｍｙｃｅｔｅｓ）、卵菌類（Ｏｏｍｙｃｅｔｅｓ）、
接合菌類（Ｚｙｇｏｍｙｃｅｔｅｓ）、子嚢菌類（Ａｓｃｏｍｙｃｅｔｅｓ）、担子菌類
（Ｂａｓｉｄｉｏｍｙｃｅｔｅｓ）および不完全菌類（Ｄｅｕｔｅｒｏｍｙｃｅｔｅｓ）
に対して使用できる。特に、例えば馬鹿苗病（ジベレラ・フジクロイ（Ｇｉｂｂｅｒｅｌ
ｌａ　ｆｕｊｉｋｕｒｏｉ）、フザリウム・モニリフォルメ（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｍｏｎ
ｉｌｉｆｏｒｍｅ））、いもち病、葉いもち病、穂いもち病および腐敗病（ピリキュライ
ア・オリザエ（Ｐｙｒｉｃｕｌａｉａ　ｏｒｙｚａｅ）、ピリキュラリア・グリセア（Ｐ
ｙｒｉｃｕｌａｒｉａ　ｇｒｉｓｅａ））、偽黒穂病（ウスチラギノイデア・ビレンス（
Ｕｓｔｉｌａｇｉｎｏｉｄｅａ　ｖｉｒｅｎｓ））、褐斑病（コクリオボラス・ミヤベア
ヌス（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｍｉｙａｂｅａｎｕｓ））、苗立枯細菌病（バークホ
ルデリア・プランタリイ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｐｌａｎｔａｒｉｉ））、籾枯細
菌病（バークホルデリア・グルメ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｇｌｕｍａｅ））、内穎
褐変病（エルビニア・ヘルビコラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｈｅｒｂｉｃｏｌａ））、白葉枯病
（シュードモナス・オリザエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｏｒｙｚａｅ）、キサントモナ
ス・オリザエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｏｒｙｚａｅ））、褐条病（シュードモナス・
アベナエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｖｅｎａｅ）、シュードモナス．アルボプレシピ
タンス（Ｐ．　ａｌｂｏｐｒｅｃｉｐｉｔａｎｓ））、紋枯病（サナテホルス・ククメリ
ス（Ｔｈａｎａｔｅｐｈｏｒｕｓ　ｃｕｃｕｍｅｒｉｓ）、リゾクトニア・ソラニ（Ｒｉ
ｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ））、壊疽モザイク病（イネ壊疽モザイクウイルス）、
グラッシースタント病（イネグラッシースタントウイルス））、わい化病（イネツングロ
球形ウイルス）、萎縮病（イネ萎縮ウイルス）、ラギッドスタント（イネラギッドスタン
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トウイルス）、トランジストリーイエロー萎縮病（イネトランジストリーイエローイング
ウイルス）、縞葉枯病（イネ縞葉枯ウイルス）、黒すじ萎縮病（イネ黒すじ萎縮ウイルス
）、黄萎病（ファイトプラズマ（Ｐｈｙｔｏｐｌａｓｍａ））、苗立枯病（フサリウム種
（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｐ．）、リゾプス種（Ｒｈｉｚｏｐｕｓ　ｓｐ．）、トリコデル
マ種（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｓｐ．）、ムコール種（Ｍｕｃｏｒ　ｓｐ．）、フォー
マ種（Ｐｈｏｍａ　ｓｐ．）、ピチウム種（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｐ．））、株腐病（エル
ウィニア・クリサンテミ・ｐｖ・ゼアエ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃｈｒｙｓａｎｔｈｅｍｉ　
ｐｖ．ｚｅａｅ））、菌核病（マグナポルテ・サルビニイ（Ｍａｇｎａｐｏｒｔｈｅ　ｓ
ａｌｖｉｎｉｉ））、小球菌核病（ヘルミントスポリウム・シグモイデウム（Ｈｅｌｍｉ
ｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｉｇｍｏｉｄｅｕｍ））、褐色葉枯病（メタスフェリア・ア
ルベセンス（Ｍｅｔａｓｐｈａｅｒｉａ　ａｌｂｅｓｃｅｎｓ））、すじ葉枯病（スファ
エルリナ・オリジナ（Ｓｐｈａｅｒｕｌｉｎａ　ｏｒｙｚｉｎａ））、葉しょう褐変病（
シュードモナス・フスコバギナエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｕｓｃｏｖａｇｉｎａｅ
））、偽いもち病（アルテルナリア・オリザエ（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｏｒｙｚａｅ）
、エピコックム・ニグラム（Ｅｐｉｃｏｃｃｕｍ　ｎｉｇｒｕｍ）、クラドスポリウム・
ヘルバルム（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｈｅｒｂａｒｕｍ）、シュードコチリオボラス
・ルナツス（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｈｉｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｌｕｎａｔｕｓ））、褐色菌核
病（セラトバシジウム・セタリアエ（Ｃｅｒａｔｏｂａｓｉｄｉｕｍ　ｓｅｔａｒｉａｅ
））、黒変病（クラドスポリウム・ヘルバウム（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｈｅｒｂａ
ｒｕｍ））、黒粒菌核病（ヘリコセラス・オリザエ（Ｈｅｌｉｃｏｃｅｒａｓ　ｏｒｙｚ
ａｅ））、籾枯病（フォーマ・グルマルム（Ｐｈｏｍａ　ｇｌｕｍａｒｕｍ））、葉しょ
う腐敗病（サルコクラジウム・オリザエ（ｓａｒｏｃｌａｄｉｕｍ　ｏｒｙｚａｅ、ピレ
ノケータ種（Ｐｙｒｅｎｏｃｈａｅｔａ　ｓｐ．））、葉しょう網斑病（シリンドロクラ
ジウム・スコパリウム（Ｃｙｌｉｎｄｒｏｃｌａｄｉｕｍ　ｓｃｏｐａｒｉｕｍ））、小
黒菌核病（タナテホラス・ククメリス（Ｔｈａｎａｔｅｐｈｏｒｕｓ　ｃｕｃｕｍｅｒｉ
ｓ））などの植物病原体由来の疾患。特に、糸状真菌および／または微生物に由来する疾
患、例えば、稲いもち病、褐斑病および白葉枯病を効果的に防止できる。　
【０１９９】
本発明の方法によって企図される有害昆虫に関して特に制限はないが、液剤は、例えば、
イネミズゾウムシ（Ｌｉｓｓｏｈｏｐｔｒｕｓ　ｏｒｙｚｏｐｈｉｌｕｓ）、イネネクイ
ハムシ（Ｏｕｌｅｍａ　ｏｒｙｚａｅ）、イチモンジセセリ（Ｐａｒｎａｒａ　ｇｕｔｔ
ａｔａ））、ニカメイガ（Ｃｈｉｌｏ　ｓｕｐｐｒｅｓｓａｌｉｓ）、サンカイメイガ（
Ｓｃｉｒｐｏｐｈａｇａ　ｉｎｃｅｒｔｕｌａｓ）、イネヨトウ（Ｓｅｓａｍｉａ　ｉｎ
ｆｅｒｅｎｓ）、フタオビコヤガ（Ｎａｒａｎｇａ　ａｅｎｅｓｃｅｎｓ）、コブノメイ
ガ（Ｃｎａｐｈａｌｏｃｒｏｃｉｓ　ｍｅｄｉｎａｌｉｓ）、ヒメトビウンカ（Ｌａｏｄ
ｅｌｐｈａｘ　ｓｔｒｉａｔｅｌｌａ）、セジロウンカ（Ｓｏｇａｔｅｌｌａ　ｆｕｒｃ
ｉｆｅｒａ）、トビイロウンカ（Ｎｉｌａｐａｒｖａｔａ　ｌｕｇｅｎｓ）、ツマグロヨ
コバイ（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｃｉｎｃｔｉｃｅｐｓ）、イネカメムシ（Ｌａｇｙｎ
ｏｔｏｍｕｓ　ｅｌｏｎｇａｔｕｓ）、イネアザミウマ（Ｓｔｅｎｃｈａｅｔｏｔｈｒｉ
ｐｓ　ｂｉｆｏｒｍｉｓ）、スクミリンゴガイ（Ｐｏｍａｃｅａ　ｃａｎａｌｉｃｕｌａ
ｔａ）、イネハモグリバエ（Ａｇｒｏｍｙｚａ　ｏｒｙｚａｅ）、イネミギワバエ（Ｈｙ
ｄｒｅｌｌｉａ　ｇｒｉｓｅｏｌａ）、イネクキミギワバエ（Ｈｙｄｒｅｌｌｉａ　ｓａ
ｓａｋｉｉ）、イミズトゲミギワバエ（Ｎｏｔｉｐｈｉｌａ　ｓｅｋｉｙａｉ）、イネカ
ラバエ（Ｃｈｌｏｒｏｐｓ　ｏｒｙｚａｅ）、キリウジガガンボ（Ｔｉｐｕｌａ　ａｉｎ
ｏ）、タネバエ（Ｄｅｌｉａ　ｐｌａｔｕｒａ）、イネゾウムシ（Ｅｃｈｉｎｏｃｎｅｍ
ｕｓ　ｓｑｕａｍｅｕｓ）、イネネクイハムシ（Ｄｏｎａｃｉａ　ｐｒｏｖｏｓｔｉ）、
アワヨトウ（Ｍｙｔｈｉｍｎａ　ｓｅｐａｒａｔａ）、シロマダラコヤガ（Ｐｒｏｔｏｄ
ｅｌｔｏｔｅ　ｄｉｓｔｉｎｇｕｅｎｄａ）、イネタテハマキ（Ｃｒａｐｈａｌｏｃｒｏ
ｃｉｓ　ｅｘｉｇｕａ）、ムギクビレアブラムシ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｐａｄ
ｉ）、オカボノアカアブラムシ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｒｕｆｉａｂｄｏｍｉｎ
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ａｌｉｓ）、イナズマヨコバイ（Ｒｅｃｉｌｉａ　ｄｏｒｓａｌｉｓ）、イネクロカメム
シ（Ｓｃｏｔｉｎｏｐｈｏｒａ　ｌｕｒｉｄａ）、イネカメムシ（Ｃｌｅｔｕｓ　ｐｕｎ
ｃｔｉｇｅｒ）、クモヘリカメムシ（Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ｃｈｉｎｅｎｓｉｓ）、
ミナミアオカメムシ（Ｎｅｚａｒａ　ｖｉｒｉｄｕｌａ）、トゲシラホシカメムシ（Ｅｙ
ｓａｒｃｏｒｉｓ　ａｅｎｅｕｓ）、シラホシカメムシ（Ｅｙｓａｒｃｏｒｉｓ　ｖｅｎ
ｔｒａｌｉｓ）、イネホソミドリカスミカメ（Ｔｒｉｇｏｎｏｔｙｌｕｓ　ｃａｅｌｅｓ
ｔｉａｌｉｕｍ）、ナガムギカスミカメ（Ｓｔｅｎｏｄｅｍａ　ｓｉｂｉｒｉｃｕｍ）、
アカスジカスミカメ（Ｓｔｅｎｏｔｕｓ　ｒｕｂｒｏｖｉｔｔａｔｕｓ）、ヒメクサキリ
（Ｒｕｓｐｏｌｉａ　ｊｅｚｏｅｎｓｉｓ）、コバネイマゴ（Ｏｘｙａ　ｙｅｚｏｅｎｓ
ｉｓ）、ハネナガイナゴ（Ｏｘｙａ　ｊａｐｏｎｉｃａ）、イネノネコナカイガラムシ（
Ｇｅｏｃｏｃｃｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）、ケラ（Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐａ　ｏｒｉｅｎｔａ
ｌｉｓ）、イネシンガレセンチュウ（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｂｅｓｓｅｙｉ）
、オカボシストセンチュウ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｅｌａｃｈｉｓｔａ）、イネネモグ
リセンチュウ（Ｈｉｒｓｃｈｍａｎｎｉｅｌｌａ　Ｏｒｙｚａｅ）、アメリカザリガニ（
Ｐｒｅｃａｍｂａｒｕｓ　ｃｌａｒｋｉｉ）などに対して使用できる。特に、イネアザミ
ウマ、セジロウンカおよびスクミリンゴガイを効果的に防ぐことができる。　
【０２００】
［実施例］　本発明の田植機搭載型液剤散布装置を６条植え田植機に搭載し、下表１に記
載した条件の下、下記の要領で散布試験を行い、後日、散布試験を行った田圃においてど
のような効果が現れたかを観察した。　
【表１】

【０２０１】
（試験１）　１ヘクタール当たり７２グラムのオキサジアルギル単剤を、下記の３つの要
領で散布した。　
【０２０２】
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（Ａ）株間５列当たり１株間滴下：　６条植え田植機によって植え付けられる６条の畝の
株間は５列となる。その５列の株間のうち、中央の株間１列にのみ液剤を滴下した（１株
間滴下）。　
【０２０３】
（Ｂ）株間５列当たり３株間滴下：５列の株間のうち、中央の株間と、該中央の株間から
それぞれ１つ株間を挟んで両端の株間、合計３つの株間にそれぞれ液剤を滴下した（３株
間滴下）。　
【０２０４】
（Ｃ）株間５列当たり５株間滴下：５列の株間すべてに液剤を滴下した（５株間滴下）。
　
【０２０５】
その後、雑草の種類毎に液剤散布による効果を観察した結果を下表２に示す。　
【表２】

【０２０６】
（試験２）　１ヘクタール当たり３６グラムのオキサジアルギル単剤を、上記（Ａ）から
（Ｃ）の３つの要領で散布した。雑草の種類毎に液剤散布による効果を観察した結果を下
表３に示す。　
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【表３】

【０２０７】
（試験３）　１ヘクタール当たり３６グラムのオキサジアルギルと、１ヘクタール当たり
３６グラムのトリアファモンとを混合し、上記（Ａ）から（Ｃ）の３つの要領で散布した
。雑草の種類毎に液剤散布による効果を観察した結果を下表４に示す。　

【表４】

【０２０８】
（試験４）　１ヘクタール当たり３６グラムのオキサジアルギルと、１ヘクタール当たり
７２グラムのテフリルトリオンとを混合し、上記（Ａ）から（Ｃ）の３つの要領で散布し
た。雑草の種類毎に液剤散布による効果を観察した結果を下表５に示す。　
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【表５】

【０２０９】
（試験５）　１ヘクタール当たり３６グラムのオキサジアルギルと、１ヘクタール当たり
７２グラムのテフリルトリオンと、１ヘクタール当たり１００グラムのフェントラザミド
とを混合し、上記（Ａ）から（Ｃ）の３つの要領で散布した。雑草の種類毎に液剤散布に
よる効果を観察した結果を下表６に示す。　

【表６】

【０２１０】
（試験６）　１ヘクタール当たり３６グラムのトリアファモンと、１ヘクタール当たり７
２グラムのテフリルトリオンとを混合し、上記（Ａ）から（Ｃ）の３つの要領で散布した
。雑草の種類毎に液剤散布による効果を観察した結果を下表７に示す。　
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【表７】

【０２１１】
（試験７）　１ヘクタール当たり１５０グラムのフェントラザミドと、１ヘクタール当た
り１５０グラムのテフリルトリオンとを混合し、上記（Ａ）から（Ｃ）の３つの要領で散
布した。雑草の種類毎に液剤散布による効果を観察した結果を下表８に示す。　

【表８】

【０２１２】
（試験８）　１ヘクタール当たり３６グラムのトリアファモンと、１ヘクタール当たり７
２グラムのフェントラザミドと、１ヘクタール当たり７２グラムのテフリルトリオンとを
混合し、上記（Ａ）から（Ｃ）の３つの要領で散布した。雑草の種類毎に液剤散布による
効果を観察した結果を下表９に示す。　



(53) JP 6509563 B2 2019.5.8

10

20

30

40

【表９】

【０２１３】
（試験９）　１ヘクタール当たり４５０グラムのメフェナセットと、１ヘクタール当たり
２７グラムのベンスルフロンメチルとを混合し、上記（Ａ）から（Ｃ）の３つの要領で散
布した。雑草の種類毎に液剤散布
による効果を観察した結果を下表１０に示す。　

【表１０】

【０２１４】
（試験１０）　１ヘクタール当たり４５０グラムのプレチラクロールと、１ヘクタール当
たり３１．５グラムのベンスルフロンメチルとを混合し、上記（Ａ）から（Ｃ）の３つの
要領で散布した。雑草の種類毎に液剤散布による効果を観察した結果を下表１１に示す。
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【表１１】

【０２１５】
（試験１１）　１ヘクタール当たり３６グラムのトリアファモンと、１ヘクタール当たり
４５０グラムのメフェナセットと、１ヘクタール当たり２７グラムのベンスルフロンメチ
ルとを混合し、上記（Ａ）から（Ｃ）の３つの要領で散布した。雑草の種類毎に液剤散布
による効果を観察した結果を下表１２に示す。　

【表１２】

【０２１６】
（試験１２）　１ヘクタール当たり３６グラムのトリアファモンと、１ヘクタール当たり
４５０グラムのプレチラクロールと、１ヘクタール当たり３１．５グラムのベンスルフロ
ンメチルとを混合し、上記（Ａ）から（Ｃ）の３つの要領で散布した。雑草の種類毎に液
剤散布による効果を観察した結果を下表１３に示す。　
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【表１３】

【０２１７】
上記（試験１）から（試験１２）の観察結果から、散布した液剤の種類によって程度の違
いこそあれ、５列の株間すべてに液剤を滴下することにより、観察の対象とした雑草のす
べてに対して有効であることが判明した。　
【０２１８】
以上、本発明の好ましい実施形態を説明したが、本発明は上記の実施形態に限定されるこ
とはない。本発明の趣旨を逸脱しない範囲で、構成の付加、省略、置換、およびその他の
変更が可能である。本発明は前述した説明によって限定されることはなく、添付のクレー
ムの範囲によってのみ限定される。　
【０２１９】
本発明の田植機搭載型液剤散布装置を６条植え田植機に搭載し、下表１４および１５に記
載した条件の下、下記の要領で散布試験を行った。後日、散布試験を行った田圃において
どのような効果が現れたかを観察した。　



(56) JP 6509563 B2 2019.5.8

10

20

30

40

【表１４】

【０２２０】
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【表１５】
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【０２２１】
表１４および１５に記載の手順に従って試験１３～２２の結果は、下記に列挙する。表１
７～２６に記載の試験結果は、表１４だけの手順に従って実施したＥＬＯＫＵおよび表１
５だけの手順に従って実施したＰＯＭＡＣＡの試験結果を除いて、表１４および１５に記
載の両方の手順からの結果の平均値である。１滴、３滴および全滴は、上記の手順（Ａ）
、（Ｂ）および（Ｃ）と同一の定義を有する。　
【０２２２】
表１７～２４で使用した略語および用語は表１６で説明する。　
【表１６】

【０２２３】
（試験１３）　ＴＲＦ＆ＴＥＦの混合剤を１滴、３滴または全滴散布法で散布した。様々
な標的への試験１３の作用を観察した結果は、下表１７に示す。　
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【表１７】

【０２２４】
（試験１４）　ＩＳＴ（イソチアニル）を１滴、３滴または全滴散布法で散布した。様々
な標的への試験１４の作用を観察した結果は、下表１８に示す。　
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【表１８】

【０２２５】
（試験１５）　ＩＭＤ（イミダクロプリド）を１滴、３滴または全滴散布法で散布した。
様々な標的への試験１５の作用を観察した結果は、下表１９に示す。　
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【表１９】

【０２２６】
（試験１６）　ＮＣＳ（ニクロサミド：ｂａｙｌｕｓｃｉｄｅ）を１滴、３滴または全滴
散布法で散布した。様々な標的への試験１６の作用を観察した結果は、下表２０に示す。
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【表２０】

【０２２７】
（試験１７）　ＴＲＦ＆ＴＥＦ＋ＩＳＴ（イソチアニル）の混合剤を１滴、３滴または全
滴散布法で散布した。様々な標的への試験１７の作用を観察した結果は、下表２１に示す
。　
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【表２１】

【０２２８】
（試験１８）　ＴＲＦ＆ＴＥＦ＋ＩＭＤ（イミダクロプリド）の混合剤を１滴、３滴また
は全滴散布法で散布した。様々な標的への試験１８の作用を観察した結果は、下表２２に
示す。　
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【表２２】

【０２２９】
（試験１９）　ＴＲＦ＆ＴＥＦ＋ＩＳＴ（イソチアニル）＋ＩＭＤ（イミダクロプリド）
の混合剤を１滴、３滴または全滴散布法で散布した。様々な標的への試験１９の作用を観
察した結果は、下表２３に示す。　
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【表２３】

【０２３０】
（試験２０）　ＴＲＦ＆ＴＥＦ＋ＩＳＴ（イソチアニル）＋ＮＣＳ（ニクロサミド：ｂａ
ｙｌｕｓｃｉｄｅ）の混合剤を１滴、３滴または全滴散布法で散布した。様々な標的への
試験２０の作用を観察した結果は、下表２４に示す。　
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【表２４】

【０２３１】
（試験２１）　ＴＲＦ＆ＴＥＦ＋ＩＳＴ（イソチアニル）＋ＩＭＤ（イミダクロプリド）
＋ＮＣＳ（ニクロサミド：ｂａｙｌｕｓｃｉｄｅ）の混合剤を１滴、３滴または全滴散布
法で散布した。様々な標的への試験２１の作用を観察した結果は、下表２５に示す。　
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【表２５】

【０２３２】
（試験２２）　ＴＲＦ＆ＴＥＦ＋ＩＳＴ（イソチアニル）＋ＩＭＤ（イミダクロプリド）
＋ＮＣＳ（ニクロサミド：ｂａｙｌｕｓｃｉｄｅ）の混合剤を１滴、３滴または全滴散布
法で散布した。様々な標的への試験２２の作用を観察した結果は、下表２６に示す。　
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【表２６】

【０２３３】
図５に示した機序による液剤の均一な滴下の試験。　
【０２３４】
条件：水と洗剤からなる液剤の各ノズル（ノズルの総数は、この場合には５個である）か
らの滴下量は、田植機に搭載した液剤散布装置を使用して計量した。１回のトライアルは
、１５Ｌ／ｈａの散布速度に自動的に対応して生成される散布動作制御装置からの４０回
の信号から構成された。各ノズルからの液剤の滴下量およびそれらの平均値、総滴下量、
誤差およびＲＳＤ（誤差およびＲＳＤの定義は下記に示す）は、下表２７の各行に列挙し
た。１セットのトライアルは３回のトライアルから構成され、１セットとしてのトライア
ルの各データの平均値は、表２７の最下行に列挙した。　
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【表２７】

【０２３５】
同一方法で９セットのトライアル（計２７回のトライアルを意味する）を反復した。　
【０２３６】
各セットにおける各ノズルの滴下量の平均誤差（表２８内の「滴下」）、各セット内の各
ノズルについてのＲＳＤの平均誤差（表２８内の「ＲＳＤ」）および各セット内の各トラ
イアルの全滴下量の平均誤差（表２８内の「総量」）を第１～９行に列挙し、それらの平
均値は最下行に列挙する。　
【表２８】

【０２３７】
表２７および２８に列挙した試験結果は、本発明の田植機搭載型液剤散布装置が液剤を均
一に散布することができ、滴下誤差が１０％以下であることを明らかにしている。
【産業上の利用可能性】
【０２３８】
本発明は、田植機に搭載可能で、前記田植機による田植え動作に同調して液剤を散布する
田植機搭載型液剤散布装置に関する。本発明によれば、防除作業を省力化し、中規模圃場
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